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　嘘うそじゃない。今起きている事は、嘘じゃないよな。




　激しく脈みゃく打つ鼓こ動どうをなんとか抑よく制せいしつつ、もう一度目を開けてみる。

　目の前には、全ぜん裸らの幼よう女じょ。透すき通るような金髪に、青とピンク色が混ざった不思議な色の瞳。先程から、ずっと辺りをきょろきょろと見渡している。いや、突然知らない場所に来たら、それは当たり前の行動なのかもしれないが……。

「いて！」

　傍かたわらに置いてあったバスタオルを、やや乱暴に投げつけると、幼女は飛び跳ねるような声で呻いた。全裸のまま目の前にいられたら、流石の俺でも目のやり場に困る。目の前の幼女はもぞもぞとバスタオルの隙間から顔を出し、俺をきょとんとした顔で見る。俺は目を逸らして、状況整理を始めた。




　俺の名はテオバルト・レオンハーツ。人間だ。

　世間一般では詐さ欺ぎ師しと呼ばれる仕事をしている。そのため、この名を使う事はほとんど無い。

　自身を人間、と紹介したのには理由がある。この世界には、人間の他に「ドラゴン」と呼ばれる不思議な生物達が存在している。

　獣じゅう人じんや妖よう精せいなど多た岐きに渡る種族をすべて一ひと括くくりで「人間」と呼ぶようになって久しいが、今なおドラゴンだけあえて区別されているのには、もちろん理由がある。

　ドラゴン達はそれぞれ固有の不思議な力を持っており、巷では「人の願いを叶える」だとか、「某国が開発した兵器」だとか、様々な憶おく測そくが飛び交っているのだ。

　生まれる理由や、その生態も未だ謎が多く、ドラゴンにまつわる情報は高たか値ねで取引されている。あらゆる情報を集めて情報屋に売り、金を稼かせいでいる俺としても、かなり興味を惹かれる情報だった。




　そして遡さかのぼる事、数日前。

　突如、卵のような形をした謎の物体が俺のベッドの下に現れた。なぜこのタイミングで、しかもベッドの下に現れたのか理由はわからないが、他の情報屋達の話を聞く限り、ドラゴンの卵である可能性が高いとの事だった。

　そうだとわかってしまえば、そりゃあ少しは浮かれる。一体、コイツの情報がいくらで売れるのか。金の卵と言っても過か言ごんではない。俺は卵の存在が誰にも漏もれないよう、長期間の外出を控え、細心の注意を払いながら、孵ふ化かするのを待つ事にしたのだが……。

　まさか、こんなにすぐに卵が孵かえるなんて思いも寄らなかった。しかも、女。いや、ドラゴンは人の形をしているのは知ってはいたが、実際卵から人が孵る、というような場面を目まの当あたりにすると得も言われぬ不気味さがある。

　それよりも、金の卵だ何だと珍しく浮かれていて、「ドラゴンの卵が孵る時の事」についての情報を得る事を怠っていた。今、俺はその事を一番後悔している。

「パパ！」

　目の前の幼女が、嬉しそうな声で俺に言い放つ。

「違う」

　すぐさま否定する。俺が卵を産んだ訳でも無い。そっちが勝手に現れたんだ。なら、そう呼ばれる筋すじ合あいも無い。というか、何故パパ呼びなんだ。

「パパー！」

　……コイツ、俺の話を聞いていたのか？　それとも、言葉を理解出来ないのか？　いや、しかし先程タオルを投げた時もそうだったが、俺の言葉に対して、俺にわかる言葉でコイツは返事をしている。

　ドラゴンは、実年齢に対する体、知能の発達が人間と異なると聞いた事がある。生まれてすぐ言葉を理解し、会話が出来る程度の知能があるのは有あり難がたい。

「お前、何の力を持つドラゴンだ？」

「おまえって、だれ？　わたし？　わたし、おまえっていうの？」

　そう首を傾げて俺の質問に聞き返す。ああ、そうか。生まれた時点で名前が付いてる訳がないもんな。

「あー……じゃあ、エフィーナ。お前は、エフィーナだ。長いから、エフィって呼ぶぞ」

　つい最近まで読んでいた小説の登場人物の名前を口に出してみた。真剣に名前を考えるというのは、なかなか面倒な事であり、時間の無駄だ。まあ、気に入らなければ変えればいいだけだし、適当に付けても問題は無いだろう。

「エフィ……エフィーナ……わたし、エフィーナ！」

　何度も自分の名前を呟きながら、嬉しそうな顔をして、飛び上がる。

　その拍ひょう子しに、身体に巻いていたバスタオルも飛んでしまい、俺の視界も急きゅう旋せん回かいした。





　──こうして、俺とドラゴンとの奇妙な生活が始まった。
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　むかし、ある所に青い鳥が住んでいました。




　青い鳥は人々の願いをかなえるといわれていて、

　そこに住むたくさんの人の願いをかなえていました。




　ある時、悪い人が青い鳥にひとつのお願いをしました。

　青い鳥はその人の願いもかなえ、結果多くの人が悲しむ事になりました。




　青い鳥は、何がいけない事なのかわかりません。

　ただ、人々の願いをかなえ続けました。




　そのうち、その場所から人々は消え、

　青い鳥はひとりぼっちになってしまいました。




　めでたし、めでたし。




「……これ、読んだの何回目だったっけ」




「ああ、ううん。なんでもない。ただ、僕が気になっただけ」




「そうだね、結構ぼろぼろだから、たくさん読んだかもしれない」




「青い鳥がもしいたら……って？」




「うーん……願い事は、一応あるんだ」




「どんな願いかは、恥ずかしいから君には言えないけれど」




「あっはは、ごめん、怒らないで。こんど、教えてあげるね」




「じゃあ、明日また遊ぼう……約束だよ」
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【一日目】




「ねぇ、パパ。あれなに？」

　俺の服の袖そでをぐいぐいと引っ張り、エフィが尋ねてくる。俺はそいつを無む視しして、窓まど枠わくの外を眺めていた。

　俺達が乗っているのは列車のはずなのだが、随ずい分ぶんとのんびり走っているようだ。むしろ、先ほど列車の隣を走り抜けた馬車の方が早いレベルだ。そのくせ、揺れだけは一いっ丁ちょう前まえに大きい。

「パパ、あれなに！」

「おいチビ、うるせぇぞ。あとパパって呼ぶな」

　イラ立ちを抑えきれず、つい強い口調でエフィに当たってしまった。俺らしくもない。しかし、いきなりこんな小さい子供を抱えるハメになった俺の気持ちも察してほしい。

「チビじゃないもーん！　エフィだもん！」

　……毎日、毎時このようなやりとりを強しいられるのだ。

　子供が可愛いと言うのは、子供が常に傍らにいるという経験をした事が無いヤツの妄言だ。可愛い、というよりも憎たらしい、という言葉の方がぴったりだと思う。

　行き場の無い気持ちを吐き出すように、大きなため息をひとつ吐ついた。

「じゃあ、それなに？　首ににょろってしてる、長いやつ！」

　俺の首元を指差して、エフィが興味津々に目を輝かせる。この質問大会は、いつまで続ける気だ？

「……これは、マフラー。寒い時とか、オシャレをしたい時につける」

「オシャレ！　エフィ、オシャレしたい！」

　俺が答え終わると同時に、エフィがマフラーをがっしり掴んで、ぐいっと引っ張る。

　突然の事に対応出来ずに首が絞しまり、呻き声を漏らす。

　会話をするだけでも精神的ストレスで死にそうなのに、物理的にも追い込まれる。俺は、近い内に死ぬんじゃないか。

「あああああ！　やめろ、クソガキ！　大人しくしてろ！」

　更に俺の首を絞めようとする手を無理やり引き剥はがし、自分の首に巻かれていたマフラーをエフィに素早く巻きつける。

　……防寒具の機能もオシャレの役割も果たす事無く、拘こう束そく具ぐに近い何かの図とはなったが、

「えへへー、これでエフィ、オシャレだね！」

　……当の本人は喜んでいるようなので特に問題は無いだろう。

　満足げなエフィを見て、どっと疲れの波が押し寄せてくる。

　まだ仕事は始まってもいないのに、何故こんな所で眩暈めまいを感じなければならないのか。行く先が不安で仕方ない。




　──エフィとの衝しょう撃げき的な出会いから約一カ月。

　あれから、エフィに直接質問を投げ掛け様々な事を調べてみたが、わかった事といえば、どうやらエフィは「嘘」を主食とするドラゴンだ、という事だけだ。生まれた理由や経緯などはエフィ本人もわからないらしい。

　誰もが欲しがる「ドラゴン」を手に入れた事に、最初は喜んでいたものの、連日積み重なる苦労と疲労のおかげで、俺はすでに後悔し始めていた。

　卵の時点で、誰かに高値で売っ払っちまえば良かった──そんな思いが、日を追う事に大きなものになっていく。




「パパ、なんでつかれてるの？」

　お前のせいだろ、という言葉を押さえ込んで。いや、むしろ口に出す気力すら残っていなかったのかもしれない。変わりに、小さな呻き声が俺の口から漏れた。

　このまま一眠りでもしようか、と考えていると、俺の腰ポケットに入れていた携帯電話が震える。その震えがおさまらない内に、俺は電話に出て、誰だ、と一言呟いた。

『あっれれ～？　なんだか疲れてる？　大丈夫？』

「……帽子の情報屋か」

　電話に出たのは、情報の売買を主にしている情報屋の女性だった。個性的な帽子を常に被かぶっているのが印象深いので、俺は「帽子の情報屋」と呼んでいる。

　とは言っても、今は電話越しだからその派手な帽子は見えないのだが。

『うーん、周りの音を聞くにまだ列車の中かな？　ずいぶんとのんびりしているねぇ、日付変わっちゃうんじゃない？』

「……それは無いと願いたいな」

　帽子の情報屋は、腕は立つが子供っぽい部分があり、今まであまり話すのは得意では無かったのだが、エフィと比べるとマシに思えてくる。

　そういえばエフィは、と視線を向けると、全身をマフラーでぐるぐる巻きにされたまま、こってり、と寝ていた。

『なんだか最近の君、からかい甲が斐いが無くってつまらないねぇ。そういえば、今はどんな偽ぎ名めい使ってるの？　クロード？　デューク？』

「それ、かなり前に使ってたやつだろ……そうだな、アル。今はアルだ」

　エフィが寝てくれたおかげで、詐欺師としての自分を取り戻し始める。今の内に気持ちを切り替えておかないと、向こうへ着いた時にヘマをしてしまいかねない。ちょっとしたミスで、此こ処こに来るまでの苦労も金も無駄にするのは避けたい所だ。

『オッケー、アルね。じゃあ、アル。今の内に、情報をまとめておくよ』

　帽子の情報屋は、そう言って話を始めた。

　俺は今、帽子の情報屋に依頼されて、インディゴタウンという街へ、とある情報の真偽を確かめるために向かっていた。

　その情報というのが、青い鳥の伝説。何でも、こいつが人の願いを叶える事が出来るらしい。

『出来れば捕ほ獲かくしてほしいんだけど……どう？』

「出来るも何も、まだ本当にいるかどうか確定して無いだろ」

　そう言うと、電話越しに帽子の情報屋がけらけらと笑った。

『私の情報だよ？　まあ、どういう条件で出現するのかはまだわからないけど、それは街の人間に聞いてみた方が早いかもね』

「ああ、わかった」

　一通り話し終えた所で、間も無くインディゴタウンに到着するというアナウンスが列車内に響き渡った。軽く挨拶を交わして電話を切り、爆睡しているエフィの肩を揺すぶる。

「もうおなかいっぱいお……」

　よだれを垂たらしながら、満ち足りた表情でそう呟いたので、俺は一発デコピンを食らわせる事にした。




　　　　　＊




「いたいよお…」

　俺の服の袖を掴みながら、空いたもう片方の手でエフィは自分の額を撫でていた。

　そんなに強くぶっ放してはいないと思うのだが、先程からずっとこの調子なので不安になってくる。少々、強く当て過ぎただろうか。

「いたいよお……？」

　そう言って、チラチラと俺へ視線を投げてくる。

　……ああ、わかった。コイツは構ってほしいだけだ。初めの頃はその意い図とがわからずに随分と振り回されたが、一カ月程度一緒にいれば、さすがにわかる。

「……いいか、列車でも何度も言ったが、俺より前を歩くなよ」

「あっ、まってまって！　はやく歩いちゃ、いや！」

　今はコイツに構っている暇は無い。まずは、ここで宿泊が出来る場所を探さなくてはいけない。列車の到着が予想以上に遅かったため、少し急ぎ足になる。

「そういえば、列車？　って、お金つかうんだよね？」

　先ほどの作戦では構ってもらえない事に気付いたのか、普通に話し掛けてくる。

「当たり前だろ、どんなモンも楽らくしようと思えば金を使う事になる」

「でも、この前アルはお金無いって言ってたよね」

　何でそんな事覚えているんだ。

「…いいかエフィ、金が無いのはすぐにどうにかなるもんじゃない」

　隣でエフィが、うんうんと頷く。

「だが、それ以外ならどうにかなる事もある」

「だから？」

　俺はズボンのポケットから、昨晩徹てつ夜やで作った偽にせの乗車券を取り出す。

「無いなら作ればいい」




　しばらく歩いているが、インディゴタウンは大きな街で、住人もそれなりに多い。それに、時々暗がりで見掛ける一部の住人を除き、なかなか賑にぎやかな暮らしぶりのようだ。──少々気になる所はあるが、今は宿探しを優先しなければならない。

　俺は、噴ふん水すいがある大きな広場の、脇のベンチで休息をとっている一人の住人に話し掛けてみる事にした。列車を降りる時にエフィから取り返したマフラーで覆っていた口元を晒さらけ出し、表情と声を整える。

「こんにちは。少々伺いたい事があるのですが……今、よろしいですか？」

　目の前でゆっくりとこちらへ顔を上げたのは、顎あごに蓄たくわえたヒゲが特徴的な中年男性だった。

　男性は俺を見るや否いなや、顔を明るくして立ち上がる。

「おお、おお！　もしかして、旅の人かね？　どうだい、この街は！」

「ええ、とても良い雰囲気で。住人の方達も、皆さん表情豊かですね」

「そうだろう、ここにいると幸せになれるんだ。この街は、幸せの街。そう呼ばれている。君も、ここでたくさんの幸せを土産みやげに貰って帰るといい」

　がはは、と笑いながら俺の肩に腕を回し、揺さぶる。

　その力が思ったよりも強く、少々体から軋きしむ音が聞こえたが、そんな事はおくびにも出さずに、隣で喋ろうとするエフィを目で制する。

　その後、俺は男性へと笑顔を向け直した。

「ところで、この街には何ど処こかに宿泊施設はありますか？　今、宿無しでして……」

　そう尋ねると、中年男性は俺に回していた腕をそっと外し、自分の後ろ頭へと回した。表情が少し硬くなる。

「うーん……そうだなあ、知っている限りこの街の宿泊施設はほとんど埋まっているか休業中でな、他には……あ！」

　何か閃ひらめいたように、中年男性はポン、と自分の胸前で両手を叩く。

「そうだ、この街の奥に大きなお屋敷があるんだが、そこに歌姫と呼ばれるそれはそれは綺き麗れいな娘が住んでいてな。その子の所へ行ってみるのはどうだろう！」

「それは……個人のお宅ですか？」

「ああ、だが心優しい彼女の事だ、そう心配せずとも、快く受け入れて貰えるさ！」

　別に個人の住宅でも特に問題は無いのだが、詐欺師という商売柄、不特定多数が出入りする宿泊施設の方が、何かと都合がいい。しかし、他に宿泊施設が無いと言うのだから仕方無いだろう。

「……わかりました、そちらへ伺ってみようかと思います。この街の奥ですね？」

「そうだ、この噴水広場から続く道を真っ直ぐに進むだけで、屋敷に辿り付ける。この時間帯なら、歌姫も歌っている時間だと思うからさ。道に迷ったら、その歌声を頼りに進むと良い」

　男性に軽くお礼を良い、その場を立ち去る。

「ねぇ、パパってなんで、エフィとちがうひととお話する時、ちがうパパになるの？」

　数分歩いた所で、エフィが袖をぐいぐい引っ張り、そう尋ねてきた。

「パパじゃなくて、今はアルだ。パパって絶対呼ぶな。良いな」

「ほら、さっきと声ちがう！　かおも、ちがう！　なんで？」

　エフィがさらに、何度も袖を引っ張る。

　このままでは服の袖が伸びてしまう。外見というのは、人を騙す為には最も気を遣わなければならない所だ。少なくとも、服の袖が伸びた輩の言う事は信憑性に欠けるだろう。

　俺は静かにもう片方の手でデコピンを放つための形を作ると、エフィはぐえ、という呻き声のようなものを漏らして、顔をしかめ大人しくなる。

　大人しくなったエフィを従えてそのまま広場を通り抜け、人通りが少ない道に出た事を確認してから、俺は先程の問いに答え始める。

「いいか、人っていうのはな。初めて会ったヤツの場合、まず、外見で目の前にいる人物を判断する。次に、声や口調。中身なんてのは、最後の方で判断するんだ」

「でも、今はマフラーで、かおかくしてるよね？」

「ああ、必要な時以外、俺は人に騙かたる気は無いからな」

　そう答えて、マフラーを少し引っ張り上げる。

　昔、本来の顔──生まれつきの顔が、あまり人当たりが良い顔ではない事を、帽子の情報屋に指摘されてから、人と話をする時以外はこうして表情を隠す事が多くなった。

　確かに目つきの悪さは自分でも自覚しているが、そんなに恐ろしい顔をしているだろうか。

「うーん……でも、それって、ウソのアル……って事だよね？」

　険しい顔をしながら、エフィがそう聞いてくる。

「いいか、嘘っていうのはな、嘘ってバレなけりゃ、嘘にならないんだよ」

　素っ気無く答えると、エフィはさらにわからなくなったと言うように、首を傾げる。

「でも、ウソってダメなんだよね？　アルは、ひとにウソをつくから、わるいひと？」

　純粋に、真っ直ぐに。悪意もなく、エフィは俺に聞いてきた。

　子供というのは、こういった所が扱い辛づらい。特に、俺のような人を騙だまして生活を送っているヤツには、この純粋さが眩まぶし過ぎる。

「アル……わるいひとなの？」

　不安そうに、エフィが再度問い掛けてくる。俺は片手で後ろ頭を数回掻いた後、適当な答えを導き出し、エフィに伝えた。

「俺も悪いが、騙されるやつも悪い」




　しばらく道を真っ直ぐに歩き続けると、遠くから小鳥のさえずりのような、綺麗な音が聞こえてきた。いや……これは、人の歌声だろうか。

「わあ、キレイなうた！」

　目と声を輝かせて、エフィの機嫌が良くなる。先程まで、もう歩きたくないと駄々をこねていたのが嘘のようだ。

「屋敷についたら、もっと近くで聴けるぞ。だから、もう少しスピード上げて歩け」

「わかった！」

　大きな声で返事をして、エフィの歩くスピードが上がる。いや、むしろ走り始めた。

　俺より前を歩くなとあんなに言っておいたのに、アイツはもう忘れたのか。

　エフィは、頭の回転は遅いくせに、足だけは速い。道は真っ直ぐだから迷う事は無いだろうが、何も無い保証は無い。小さく舌打ちをして、俺は急ぎ足でエフィを追った。




　そんな心配は杞き憂ゆうに終わり、特にこれといった事件も無く、エフィの姿が見える頃には、白く大きな扉の前に辿り着いていた。肝心のエフィはというと、見知らぬ青年と共に扉の前で立ち話をしているようだった。

　相手は青髪に、イエローのリボンの装そう飾しょくが施ほどこされた黒いシルクハットを斜ななめに被っている。シルクハットの片側からは、ピンと立った犬のような耳が飛び出ていて、エフィが何かを話すたびにぴくりと動いていた。おそらく、獣人の血が混ざっているのだろう。

　そういえば、この街の住人は他の街に比べて、獣のような耳や尻尾が生えている人が多かった事を思い出す。
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「あっ！　あのひと！　あのひとが、エフィの……えっと、アル！」

　エフィがこちらを指差して、隣の青年に俺の解説を始める。俺は、走り続けて乱れた息を整える事に集中していたが、青年がこちらへ視線を向けたため、急いで表情を塗ぬり替えて、マフラーから顔を出した。

「こんにちは……すみません、妹が突然お邪魔してしまって。何かイタズラなどしませんでしたか？」

「ああ、この子のお兄様ですか。迷まい子ごかと思って心配していたのですが、近くにいらっしゃったなら良かった。この屋敷に何か御ご用ようで？」

　目の前の人物は品良く微笑むと、優しい口調で語り掛けてきた。

「ああ、自己紹介が遅れました。俺はアル、そっちにいる小さい子供がエフィーナです。私達は旅をしているのですが、この街で宿泊出来る場所がなかなか見つからずに困っておりまして。こちらなら泊めて頂けるのではないか、と親切な街の方に教えていただいたのですが……」

「なるほど、そういう事ですね。ミーシャなら歓迎してくれますよ。僕は、この屋敷でミーシャに仕えている、執しつ事じのフィルと申します」

　フィル、と名乗った青年は、丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをした。

　こちらもお辞儀を返すと、顔を上げ、扉のドアノブに手を掛ける。古く重々しい扉は、少し軋んだ音を立てながら、ゆっくりと開いた。




　扉が開いた瞬間。

　今まで防ぼう波は堤ていで遮られていた波が一気に押し寄せたように、透き通った歌声が体中を駆け抜けた。

　扉の奥は大きなホールになっており、その中心で一人の儚はかない雰囲気を纏まとった少女が歌を歌っていた。少女から少し離れた所には、街の住人達だろう大勢の人々が何重にも輪をつくって、少女の歌に身を委ゆだねているようだった。

　ちょうど歌は終しゅう盤ばんに差し掛かっていた所だったらしく、少女が最後の音を出し切ると、ホールが数秒の静せい寂じゃくに包まれ、その直後、観客達からの嵐のような賞賛の声がホール中に響き渡った。その大きな音にびっくりしたのか、エフィが俺の後ろの方へとぱっと身を隠す。

　少女は取り囲む周りの人間一人ひとりにお礼を言って回っていたが、やがて見慣れぬ客人に気付いたのか、ゆっくりと歩み寄ってきた。

　少女が一歩一歩、足を踏み出すたび、硬い大理石の床に靴底があたり、軽快な音を鳴らす。その音が途切れると同時に、少女がふんわりと口を開いた。

「はじめまして、私はミーシャです。何か御用ですか？」

　軽く小首を傾げ、胸に手を当てながらながら彼女はそう自己紹介をした。

　その際、頭から生えたウサギに似た耳と長い髪ががゆらり、と揺れたのが印象的だった。

「おねえさん、うた、上手だね！」

　俺が口を開くよりも先に、後ろに隠れていたエフィが飛び出してきてそう言った。

　その溢れ出す好奇心を抑える事は出来ないのか、と頭を抱える。

　ミーシャと名乗った歌姫へそっと視線を戻すと、彼女は特に不快に思っている様子もなく、少し膝を曲げてエフィへと視線を合わせた。

「うふふ、ありがとう。私、歌う事が好きだから。そう言って貰えると、とても嬉しいわ」

　彼女はそう言うとやんわりとした笑顔を浮かべた。つられてエフィも笑うと、辺り一帯にほんわかとした空気が漂う。

　……ダメだ、このままでは二人のペースに飲み込まれてしまう。わざとらしく咳払いをひとつして、ミーシャの気をひく。

「すみません、俺達、今日からしばらくこの街に滞在する予定なのですが、今、宿を探しておりまして。ご迷惑でなければ、泊めて頂けないでしょうか。食事や着替えはこちらで何とかしますので……」

「まあ！　そういう事でしたら、是非こちらに泊まって下さい。お食事も、足りない場合は提供させて頂きますし、お代なんかも頂きませんから。部屋もたくさんあって……そうですね、フィル。二階で空あいている部屋を見み繕つくろって下さいな」

　ミーシャが俺達の後方に立っていたフィルにお願いをすると、後ろからわかりました、という声が聞こえ、フィルが滑るようにこちらに近付いてくる。

「では、僕が部屋までご案内します。どうぞこちらに」

　片手をスっと前に差し出すと、フィルは歩き出した。
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　エフィに行くぞ、と声を掛けたが、ミーシャの傍から動こうとしなかったため、服の首根っこの部分を掴んで無理やり引き摺る。

　エフィはふて腐れながら、ミーシャの方へと手を振っていた。




　階段を上がり、長い廊ろう下かを進むと数歩手前を歩いていたフィルが突然立ち止まった。

　腰ポケットから小さな鍵の群れを取り出し、その内のひとつを目の前の扉の鍵穴に差し込む。ガチャリ、という音と共に、フィルが口を開く。

「この部屋を使ってください。屋敷内は結構広くて、初めての人は迷う事もよくあるんですが……この部屋は階段に続く廊下にも近くて、一番わかりやすいかと思うので」

　静かに扉を開けたフィルに、どうぞ、と中へ促される。

　部屋は広く、ベッドはふたつ、大きな窓からは清々しい光が差し込んでいる。下手なホテルよりも、豪華に見える。

　ここにタダで泊めてくれるというのだから、これは運が良かったかもしれない。

「すごい、ベッドふかふかだよー！」

　そんな事を考えている内に、エフィがベッドにダイブして飛び跳ねていた。

　しまった、油ゆ断だんして手を離してしまっていたか。くすくすと笑うフィルに、俺は謝罪をしてエフィを取り押さえに行く。

「いえ、元気なのは良い事ですよ。……ところで、どのくらいこちらに滞在される予定なのですか？」

　腕の中でもがくエフィを大人しくさせようと奮ふん闘とうしていると、フィルが急に真面目なトーンになってそう聞いてきた。

　部屋を提供する以上、当然の質問ではあるが──フィルのまとう空気が先ほどとは少し変わった気がする。

　……何かあるのだろうか。

「そうですね……この街で、調べたい事物がありまして。せめて、三日以上は泊めて頂きたいとは思っているのですが。ご迷惑ですかね？」

　三日、という単語にフィルの表情が一瞬強こわ張ばったように見えた。

　……やはり、何かある。

　俺はフィルの顔色を伺いながら、次にどう出るのかを待つ。

「……ああ、問題はありませんよ。ただ、この屋敷には毎日のようにミーシャの元に歌を聴きに来たり、遊びに来たりする住人がたくさん居るので。お昼時は一番賑やかになるとは思いますが……大丈夫ですか？」

　間を置いて、少しだけ不安そうな表情でフィルが問い掛ける。

　必死に本心を隠そうとしているようだが、裏腹に表情を硬かたくさせている。今言った事はすべて建たて前まえなのであろう。

　俺は対照的に表情を明るくし、

「いえ！　ご心配なく。妹も見ての通り、かなり賑やかなので。慣れっこですよ」

　そう答えを返すと、フィルは肩の力を抜いて微笑んだ。引き合いに出されたエフィはというと、未だ俺の腕の中でジタバタと両手両足を動かしていた。




「──いいか、簡単にまとめる。お前はエフィ、俺の妹だ。その情報だけ覚えていれば良い。必要以上の事は話すな、良いな」

　フィルが部屋から立ち去った後、これからエフィがボロを出さないように、念押しをする。一度偽名を使わせてみた事もあったが、何度教えても自分の事をエフィと呼び、話にならなかった。

「うーん……何を話しちゃ、いけないの？」

　エフィは眉間にしわを寄せて、首を傾ける。

「たとえば、過去の話。今までどこを旅したとか、どんなものを見たとか。そんな事を聞かれても一切話すな。嘘が下手なやつは、聞かれてもいない所まで話す。その時の自分の話の矛む盾じゅん点に気付かないまま、な」

　そう説明すると、エフィは余計に混乱したようで、頭をぐるぐると回している。

「じゃあ、聞かれた時はどうすれば良いの？」

「簡単だ。〝私はアホだからわかりません！〟これだけ答えりゃいい」

「アホってなに？」

　……コイツは、こんなにもアホだったのか。いや、こちらの方が好都合か。

「頭が悪い事」

「ふーん。頭が悪いと、いけないの？」

「少なくとも悪い方がこれから先、苦労するぞ」

　ダメだ。子供というものは、どうにも扱いづらい。

　特に、純粋で真っ直ぐで。空っぽな頭で無む邪じゃ気きに突っ掛かってくるような、こういうやつが。

「うーん……」

　しかも、ここまで説明してもなお、コイツは理解していないようだ。これ以上、説明するのは時間の無駄というものだろう。

「……実はそんなに悪い意味じゃない。だから、気にしなくて良い」

「わかった！」

　本当に理解しているのだろうか。……まあ、これで心配は無いだろう。エフィがアホの意味を知るまでは、この手を使える。こういう所は、嫌いではない。

「そうだな……日が落ちるまでまだ時間があるし、もう少し街を見て回っておくか。青い鳥を探すにしても、まずはどこに何があるか、覚えておいた方が良いからな」

「エフィもいく！」

　俺が出掛けようとベッドから腰を上げると、そこにエフィが飛び付いてくる。勢い良くきたものだから、その衝撃で倒れそうになってしまった。

　なんとか体勢を建て直し、自分の腰からエフィを引き剥がす。

「お前、さっきずっともう歩きたくない～なんて言ってたじゃねえか。この街は広いし、ダメだ、ここにいろ」

　そう言ってベッドの方へ投げ飛ばすと、エフィはぶーぶー、とベッドの上から俺にブーイングを飛ばす。

「帰りに何か甘いモン買ってきてやる」

「おるすばん、してる！」

　目を輝かせるエフィを尻目に部屋を出ると、俺は再び屋敷の外へと出た。




　この街に着いてから数時間程経ったとは思うのだが、街の外の賑やかさは、さほど変化してはいなかった。

　噴水広場へ向かうと、屋敷について教えてくれた中年男性が、先ほどと同じベンチで休息を取っていた。

「おや、旅人さん！　どうだい、宿は見つかったかい？」

　俺の姿を見つけ、男性がよっこらせ、と立ち上がる。

「ええ、問題無く。教えて頂いた屋敷へと向かって、ミーシャさんにお願いをしたら快く受け入れてもらえました。助かりましたよ」

　そうかそうか、と男性が俺の背中を嬉しそうに数度叩く。

　他の住人の様子も見るに、気さくな住人が多いようだ。こういった相手は、変な気を遣わなくても良いし、何しろ扱いやすい。

「おおっと、もうこんな時間だ！　早く帰らないと、俺のカミさんってばうるさいからさあ……ああ、こんな事言ってたってのは内緒だぜ。じゃあな、幸福な一日を！」

　自分の腕時計を見て早口でそう言うと、中年男性は慌てた様子で去って行った。

　俺も見回りを再開しようと体をぐるりと向ける。するとその先の木陰でおばさん達が円を作り、何やらひそひそと会話を交わしている事に気付いた。

　素知らぬフリで横を通り過ぎながら聞き耳を立ててみると、「あの屋敷に泊めてもらうなんて大丈夫なのか」「近寄らない方が良いんじゃないか」と気になる事を話している。

　俺の事だろうか？

　通り過ぎた後もずっと視線がまとわりついているのを感じるから、恐らくはそうなのだろう。

　ここに来た時から、感じていた違和感。まだ、ハッキリとはしないが、何だか、嫌な予感がする。

　しかし、青い鳥探しには直接関係の無い会話だったようだし、今はこれ以上詮索する必要も無いだろう。

　一度首を振って思考をリセットし、青い鳥の方へ意識を向けなおす。

「……何事も無く、終わると良いんだがな」

　空を藍あい暗ぐらく染そめつつ沈んでいく夕日を見送りながら、マフラーを巻き直し、無意識に零こぼれた言葉にはっとする。こんな事を言ってしまうと逆に良くない事が起きるのではないか──しかし、もう遅い。

　……今日はひとまずこれで帰ろう。

　そう考えた所で、アイツに何か、甘い物を買う約束をしていたな、と思い出す。その辺で適当に選ぼうと少しだけ重くなった足を動かした。




　屋敷に戻り、玄関の扉を開けると、ホールではまたミーシャが歌っていた。先程のように大勢のギャラリーはおらず、聴いているのはエフィただ一人ではあったが。

「あら、お帰りなさい。遅くまでお疲れ様です」

　一早くミーシャがコチラに気付き、やんわりとした笑顔を向けた。

　労わりの言葉を掛けられるという事がここ最近無かったので、大きな安心感を得る。

　……普段は、むしろ疲労や苦労をかけられる事ばかりだ。

「あれ？　アル、帰ってきてたんだね！　あまいものちょうだい！」

　……主に、コイツのお陰で。

　ミーシャに疲れを感じさせないよう、しっかり表情を作ってからマフラーを外し、近くの店で買ってきたクッキーの小包を取り出す。たちまちエフィは目を輝かせ、俺の手から小包をもぎ取ろうとするが、包みの端はしを強く握りそれを阻止した。

　エフィは甘いものを食べると、何かしらのリミッターが外れるのか、火を噴ふいたりする事がある。ドラゴンには本来の能力以外にも自然の力を操あやつるものが稀まれにいるらしいが、エフィもそうなのだろう。前にそれで、服を一着処分するハメになった。

「……ここで食べるんじゃないぞ。ちゃんと、自分の部屋に戻って食べるんだ」

　ついエフィの前だと本来の自分の方が出てしまいそうになるが、ミーシャの前だという事もあり、優しいお兄さんの仮面を貼りつけたままやんわり注意する。

「えー！　でもエフィ、うたひめさんと、食べたい！」

　エフィが負けじと、小包を引っ張る。

　いつもは文句を言いつつも了承するのに、何故このタイミングで抵抗するんだ。やはり、俺はまだコイツの扱い方がわかっていないらしい。

「うふふ、私の事はお気になさらずに。もうそろそろ部屋に戻らなくてはいけないから。甘いものが大好きな、エフィちゃんが召し上がって下さいな」

　微笑ましい光景を見た──そんな表情で、ミーシャは俺達にそう告げると、軽くお辞儀をして階段を上っていった。

　……なんだか、心外だ。

　クッキーの小包争そう奪だつ戦せんに関していえば、あまり良い演技は出来ていなかったはずだ。にもかかわらず、特に何の疑問も抱かれなかったどころか、「仲の良い兄妹」に見えた、というのだろうか。

「ねー！　クッキー、食べようよ！」

　エフィの言葉にハッとして、疲れがどっと押し寄せてくる。

　ああ……俺はいつまでこんな生活を続ければ良いのだろう。

　同じ種族のヤツに相談すれば良いのか？　ドラゴンの知り合いなんてのは、片手で数えられるくらいしかいない……そんな事を考えるが、気持ちがごちゃごちゃとし始めたので、一度思考を停止する。

　今日はもう寝よう。ああ、そうしよう。

　駄々をこねるエフィの声に耳を貸す事なく、さっさと階段を上って与えられた部屋へと向かう。「あっ」と声を漏らし、俺を追いかけてくるエフィの気配が、後ろに続いた。




　部屋に戻る時、上着を脱ぎ捨て、すぐさまベッドに飛び込む。

　以前はこんなに疲れる事なんて、滅多に無かった。

　仕事柄、特殊な人間を相手にする事も多いし、そういった相手の扱いにも慣れていると自負しているが、今目の前にいるのはドラゴンだ。その上、子供だ。こちらの常識なんか微み塵じんも通じやしない。

　疲労感に押し潰されそうになっている俺を、エフィが心配そうに見つめてくる。その顔を、視線だけ動かして見つめ返した。

　こうして改めて見ても、人の姿と大差が無い。ドラゴンが人の形と似通っている意味は、何かあるのだろうか。

　エフィはこちらの様子を伺いながら、先程から何か考え込んでいる。もしかして、気を遣っているのだろうか。ならば、放っておいてほしい。

　そんな思いを口に出す気力もなく、ただただその光景を眺めていると、これだ！　とエフィは何か思いついたような、勝者の表情を浮かべながら明るい声で俺に話し掛ける。

「いっしょにねる？」

「……勘弁してくれ」

　ぶっきらぼうに、その提案を弾き返した。





【二日目】




　小鳥のさえずりが耳をくすぐり、意識を取り戻す。

　昨日の疲れが残っていたらどうしようかと不安だったが、体を起こしてみると何とか回復はしているようだった。

　生まれてから今日までロクな人生を歩んできてはいないと自負しているが、どうやら回復力は不公平なく、人並み程度に与えられているらしい。若さって素晴らしい。窓を開けると、そよ風と共にその実感が体中を巡った。

　そんな清々しい朝を謳おう歌かしている最中に、エフィが欠伸あくびをしながら起き上がる。俺の早朝の安あん息そくの時間はここで終わった。

「……今日は、随分と早起きだな」

　清々しさの欠片も無い声と表情で、エフィに今日最初の言葉を投げ掛けると、エフィは自分の瞼まぶたをこすりつつ「おはよぉ」と間ま延のびした声で答えた。俺も反射的に「おはよう」と挨拶を返す。

「今日はどこにいくの？」

　眠気を残した声でエフィが尋ねてくる。

「そうだな……俺は街で調べ物をする。お前は屋敷で大人しくして……」

「やだ！」

　俺が言い終わる前に、エフィが拒否する。なんだか最近、なにかとこちらの提案に対して拒否してくるような気がする。これが反抗期とかいうやつか？

「いっしょがいい！」

　エフィがさらに追い討ちを掛けて来る。俺が子供の頃だって、こんなにも頑固な事は無かった。いや、俺の子供時代は幼女では無かったが。

　だいたい、こんなに広い街の中、もしはぐれて迷子にでもなってしまったらどうするんだ。コイツは自分が、今、世界中でその生態を研究するべく多くの輩から狙われている「ドラゴン」という身だって事を理解しているのだろうか。

「今日は別のモン買ってきてやるから」

「わかった！」

　……扱いやすいのか、扱い難にくいのかわかり難いヤツだな。まあ良い。長期戦にならずに済んだ事にほっとして、肩の力が抜ける。

　そういえば、ドラゴンは人間の食べ物はそれ程腹を満たす物ではないという情報を聞いていたのだが、エフィは何故こんなにも甘いものが好きなのだろうか。

　ここに来る前にも、割と多い数の嘘を喰わせたから、しばらくは腹も減らないと思うのだが。

「キャンディーが、いいな！」

　そんな要望に、ああ、と受け流すように返事をした。

　まだまだ、コイツに関しても謎が多い。




　念には念を入れるために、執事のフィルにも監視を頼んでおき、エフィを屋敷に残して俺は街の外へと出た。

　今日から本格的に、青い鳥探しを始める事になる。

　どこから調べていこうか……と考え込んでいる所に、突然、背後から何者かに強い力で背中を叩かれた。

「よう！　旅人さん。良く会うねぇ、というよりも俺が毎日同じ所をぐるぐるしているからか！　がっはは！」

　振り返ると、そこにいたのは顎に髭を蓄えたあの中年男性だった。この広い街の中、決して少なくはない住人の中で本当によく会う。

　しかし、今までの会話からもこの人はそれなりに街について詳しく見えるし、青い鳥についても何か知っているかもしれない。

「ああ、こんにちは！　本当に良く出会う。実は、俺この街に青い鳥について調べに来たんですけど、おじさんは何か知っていますか？」

　自分でもアホかと思う程の明るい声と笑顔で質問してみる。

　最近は隣にお手本がずっとついて回っていたからか、前よりも随分とアホらしい演技が出来るようになってしまった。

「おっ！　いいねぇ、青い鳥。確かに、この街にいるぜ。俺は見た事ねぇんだがな。だから、ここの街の人間は一部を除き、皆幸せなんだ！」

「一部を除き……ですか？」

　その一言がふと気になった。俺がこの街に来た時から感じていた、小さな違和感。

「ああ……あまり大きな声では言えねぇんだけどさ」

　そう言って、少し屈み込んで、口元にその大きな手の平を当てて俺の耳元へと近付く。そして周りを何度か確認して、中年男性は小声で話し始めた。

「この街、ちょっとおかしいと思うだろ？　大半は俺みたいに気さくで能のう天てん気きで、幸福な住人が多い。だけど、それ以外にもひっそりと、そしてじめっとした陰いん気きなやつらも見掛けたはずだ」

　そう言われて、昨日の噂話をしていたおばさん達を思い出す。

　他の街ならああいう人達というのは特に珍しいものでも何でもないのだが、たしかにこの街の中では異い端たんに感じた。

「実は、そいつらは皆、人の形をした化ばけ物ものだって噂が流れててさ。いつか正体を現して、善良な市民を襲おそうんじゃないかって、そう言われてんだ。だから、旅人さん達もああいうやつらには気をつけなよ」

　そう言い終えた途端に、中年男性は背せ筋すじを伸ばし、高笑いをする。急に雰囲気が変わったので、少々面食らう。

「ま、それ以外には別に何も困る事なんかねぇ。あぁ、青い鳥を探しているんだったな。そうだなぁ、その青い鳥ってやつは一週間に一度、姿を現すとかなんだって話は聞いた事あるぜ」

「一週間に一度……ですか」

　「この街にいる」と言っても、そう頻ひん繁ぱんに出会えるわけではないのか。なら、短期間でその真しん偽ぎを確認する事は難しいか……そんな事をふと考えつつ、中年男性へとお礼を言って、その場を後にした。

　青い鳥が前回、いつ姿を現したのかわからない以上、少なくとも、一週間程度はこの街にいないといけないだろう。もう少し、金を多めに持ってきた方が良かったかも知れない。

　エフィと過ごすようになってから、どうしても出費が嵩む。一人だったら、食事もしたりしなかったりとその時々の判断で自由に出来たが、今はそういうわけにもいかない。まるで家計が火の車で追い込まれる主婦の気分だ。

　まさかこんな経験をする事になるなんて。エフィと出会う前の俺は微塵も考えつかなかった状況だ。

「頭痛がしてくるな……」

　こめかみに指をあてつつ、つんとした痛みが引くのを待つ。

　そういえば、あの中年男性は「この街には気さくな住人と、そうでない陰気な住人がいる」と言っていた。そして「陰気な住人達の正体が化け物かもしれない」という噂が流れているという事も……。




　少し歩いた先、様々な店が立ち並ぶ大通りで、さりげなく住人達の観察をしてみる事にした。

　確かに、大半が表情の明るい住人達ばかりだが、時折横切る暗い表情を浮かべた住人との差が顕著で、その中間の人間というものは、まったく見つからなかった。

　一方、陰気な住人達は生活水準が特別低い……というようにも見えない。何かの病気が流行っている風も無いし、治安も良く、住人間で大きな収入の差があるわけでもないらしい。表情の違いには、もっとほかの理由があるのだろうが、見た限りではわからない。

「青い鳥の話に何か関係があるのか……？」

　先程、中年男性は青い鳥のお陰で幸せに暮らせているんだ、とも言っていた。

　ならば、この陰気な人間は青い鳥の恩恵を受けられなかった人間という事なのだろうか？　そうであるならば、その条件は？

　考えれば考える程に、謎を紐ひも解とくための糸はこんがらがっていくように思えた。今はまだ、手持ちの情報が少なすぎる。

　太陽の位置を確かめ、どのくらいの時間が残されているかを確認する。まだ時間はある。青い鳥を探し始めてまだ二日目だし、手探りになるのは仕方が無い事だ。

　唸うなりつつ、足を前へと運ぶ。

　それにしても、青い鳥というのはどのくらいの大きさなのだろう。この広い街から、小さな小鳥を探すのはなかなか骨が折れる。見つけたら帽子の情報屋に絶対高く情報を売りつけてやる。その思いを燃ねん料りょうに、俺は再び街中を歩き回る事にした。




　　　　　＊




「おねえさん、むかしからここに住んでるの？」

　歌姫のおねえさんは、私の質問にちょっと考えた。首をかしげつつ、たぶん、と言いたそうなかんじで答える。

「そうね、昔からだわ。この街にいると、とても幸せなの。だから、他の所へ行くなんて考えられないわね」

　ふわっと私に笑いかける。歌姫のおねえさんの笑顔は、とてもステキだ。歌もステキだったけど、おねえさん自身もとてもステキな人だ。

「エフィちゃんは、どこから来たの？」

　突然の質問に、ちょっとびっくりしてしまう。

　……私って、どこから来たんだろう？

　生まれた時の事は、覚えている。パパ……アルの目玉がまん丸になって、私を見ていた。でも、その後は今みたいに、色々な所へ移動している。

「うーん……たくさん！　色んな、とこ！」

　歌姫のおねえさんは、私の答えを聞いてふしぎそうな顔をしたが、その後すぐにほほえんでくれた。

　アルは過去の事を聞かれても答えるなって言ってたし、今の答えで良かったんだよね？

　エフィ、ちゃんと約束守ってるよね！

「そっか、旅人さんだって言ってたものね。この街も、気に入ってもらえると嬉しいな」

　歌姫のおねえさんがそう言った時、おやしきの入り口の扉がギイ、と開いた。

「アル！」

　その扉から、アルの顔が出てきた。私の顔をみて、なぜかちょっとだけ体をふるわせる。

「大人しくしてたか？」

「大人しく、してたよ！」

　多分。今日はおやしきのあちこちを歩いて回って、執事のおにいさんに「いつの間にか消えていてびっくりした」と言われたり、歌姫のおねえさんや、今はもう帰っちゃったけど街の人達とお話ししてただけだ。これは、「大人しい」にギリギリはいるはず！

「大人しく、してたんだよ！」

「いや、二回も言わなくて良い」

　アルが頭をポリポリかいた。

　アルはよくまゆげがキュッとなって、こんな仕草をする。これはどんな意味なのだろう？　もしかして、私がちゃんと言う事を聞いていたからびっくりしているのかな？

「えっへん！」

　なら、ちょっとだけいばっちゃおう！　そうして胸を張ったら、アルの眉毛はさっきよりももっともっとキュッとなったような気がした。

「ふぁ……」

　大きなあくびが出る。今日はおやしきの中をたくさん歩き回って、たくさんおしゃべりしたから、少し疲れちゃったのかもしれない。

「あら、結構長くお話してしまったかしら。もう遅い時間だものね。エフィちゃん、ちゃんと大人しくしていましたよ。可愛らしい妹さんで羨ましい限りです」

「いやあ、苦労させられっぱなしですよ、ははは」

　アルがさっきとは違った声と顔で歌姫のおねえさんに答える。アルのこういう所が、とてもふしぎだ。多分ウソなんだろうけど、アルのウソは私にはみぬく事が出来ない。

「では、私も今日はこれで失礼します。おやすみなさい」

「おやすみなさい！」

　歌姫のおねえさんを、手をふって見送る。おねえさんも、手をふり返してくれた。

　歌姫のおねえさんの姿が見えなくなると、いつものアルに戻る。

「……部屋に戻るぞ」

　つかれたような顔で私の手をひっぱったので、私は転ばないようにしながら急いで足をうごかした。




　部屋に戻ると、アルははじめに上着をぬいで、ベッドに飛び込むように座る。

　私も、ベッドはふわふわとしてて、気持ちが良いから飛び込むのは好きだ。アルと似ている所を見つけるたび、私はとてもうれしくなる。

「ああ、渡してなかったな。これが土産。寝る前だから一個だけだぞ、また明日やる」

「わあ！　ありがとう！」

　アルがかわいい袋に包まれたキャンディーをくれたので、ひとつだけ包みをはがして丸いキャンディーを口に入れる。

　舌の上でころころとすると、甘い味がじわっと広がってくる。おなかはあまりいっぱいにならないけど、甘い味はとっても幸せになる。私が幸せそうな顔をすると、アルもたまにちらりと笑うから、私はその顔を見るのも好きだ。

「……じゃあ、今日の話をまとめておくか。」

「うん！」

　いつもまちに調べ物をしにきて、ふたりがバラバラで行動した時には、こうしておやすみをする前に今日何があったのか報告をする。

　だれと何を話したとか、何を見つけたとか。全部話すようにって言われてるから、私はいつも通りに、今日おやしきを歩き回った事、歌姫のおねえさんと色々おしゃべりをした事を話した。

「その屋敷の探索や歌姫との話の中で、気になる事はあったか？」

　そう聞かれたので、ちょっとだけ目をつむって思い出してみる。

　おやしきが広かった事。これは多分、おかしい事じゃない。前に行ったまちみたいに、変なおじさんの銅像も無かったし。

　歌姫のおねえさんと話した事。おねえさんはこの街が好きだと言っていた。これも、おかしな事じゃないだろう。

「えっとね……」

　でも、私の思うおかしな事と、アルの思うおかしな事はちょっとズレてる。だから、いつも通り全部話してみる事にした。




「──なるほどな。なら、今日の所はそれ程収穫はなし、と言った所か」

　私の話を聞き終えて、アルが数回うんうんとうなずく。

　たくさんしゃべってつかれたからか、ふぁ、と今日何度目かの大きなあくびをしてしまった。今日はもう、ねむい。

「ああ、もう寝て良いぞ。また明日な」

　アルがそう言って、ポン、と頭を叩く。そうして、さっさと自分のベッドの布団にもぐりこんだ。

「おやすみ、アル」

「ああ、おやすみ」

　今日さいごの、あいさつをする。いつもそっけないけれど、アルはおはようって言えばおはようって言ってくれるし、おやすみって言えばおやすみって言ってくれる。

　だから、私はアルはいい人だと思う。そんな事をうんうんと考えつつ、私も自分のベッドの布団にもぐりこんで、目を閉じた。




　明日もこんな日が、続けばいいな。





【三日目】




　まだねむい。でも、もう朝かな？　目を開けると、まぶしい光が飛び込んできた。

　朝だ！　わたしは体をおこす。

　アルはもう起きてるのかな？

　と思って、アルのベッドを見る。アルはまだ横になってねていた。

「おはよう！　朝だよ！」

　大きな声で、アルにあいさつをしてみる。前にベッドに飛び込んで起こした事があったけど、たくさん怒られてしまったので、しばらくは出来ない。

　ちょっとだけ苦しそうな声を出して、アルがこっちを見る。

「……今何時だ」

　何時って、時計の事かな？　前に時計の読み方はおしえてもらったけど、むずかしくてわからなかった。

「ああ、すまん。お前はまだ時計は読めなかったな」

　目をこすりながら、アルがゆっくりと体を起こす。かみの毛がボサボサだ。

　フラフラしながら、服を着たりかみの毛をいじったりしはじめる。わたしも、身だしなみくらいはもう自分で出来る。

「……リボン曲がってんぞ」

　……出来る所だけは出来る。最後にアルに色々ととのえてもらって、今日もわたしはばっちりになる。

　アルはわたしに、今日もおるすばんをしてろと言って部屋を出て行った。昨日も、その前もアルはつれていってくれなかった。わたしもいっしょに行きたいのに！

　ほほをふくらませて、ひとりでぶーぶー言ってみる。小さいまちだと、いっしょにつれて行ってくれるけど、今回みたいに大きなまちでは、いつもおるすばんさせられる。

　わたしが迷子になるからって言ってるけど、そんなに迷子にならないよ！　……たぶん。

　部屋で大人しくしていても、つまらない。歌姫のおねえさんはもう起きてるかな？　今日も歌姫のおねえさんの所でおしゃべりしようかな。

　なんどかジャンプして、ガチャリ、とドアを開ける。このドアの取っ手は、わたしにとってはちょっと背が高すぎる。

　ドアを押して、長いろうかに出る。きのうは、ここで迷子になってそのまま冒険をしていた。おやしきって、本当に広い！　でも、今日はきっともう大丈夫。




　歌姫のおねえさんは、かいだんをおりた所の大きな広場っぽい所に、起きている時はいつもいる。大広間っていうんだって、きのう執事のおにいさんに教えてもらった。

　丸い大きなテーブルの周りにズラっとイスが並んでいて、おねえさんはそこにすわってまちの人とおしゃべりしてたり、歌を歌ったりしている。

　そして、その時のおねえさんはとても幸せそうだ。まちの人も、みんなみんな幸せそうだ。




　かいだんをおりて大広間に行くと、まだおねえさんはいなかった。かわりに、執事のおにいさんがそうじをしていた。

「ああ、エフィさん。おはようございます」

　執事のおにいさんが、にっこり笑ってわたしにあいさつをした。

「おはようございます！」

　わたしも、執事のおにいさんに負けないように大きな声であいさつをする。わたしのあいさつは、やまびこのように、おやしきの中をあちこちはねまわった。

「歌姫のおねえさんは？」

「ああ、ミーシャならたしかお風呂ですよ。今日はそんな気分らしいので」

　今、歌姫のおねえさんはおふろに入ってるみたい。朝におふろに入るの、気持ちいいのかな？　わたしは、夜しか入った事がないからわからないけれど。

「じゃあ、おにいさんおしゃべりしようよ！」

　歌姫のおねえさんがいないなら、執事のおにいさんとおしゃべりすればいいんだ。

そう思ってたのんでみると、執事のおにいさんは自分の手に持ったモップをちょっと何秒かみつめてから、息をひとつついた。

「そうですね。あらかた終わりましたし。良いですよ」

　やった！　執事のおにいさんとちゃんとおしゃべりするのは、はじめてかもしれない。いつもおやしきのあちこちに行ってるし。おねえさんとは、ちがう話もきけるかも。

　ここで待ってて下さい、と言われたので、丸いテーブルをかこんだイスのひとつにすわってまつ。ちょっと時間が経ってから、執事のおにいさんがカップとお皿を持ってくる。

「おかしだ！」

　お皿の上に、見た事のないおかしが乗っている。カラフルで、ころんとしてて、とってもかわいい！

「初めて見ますか？　マカロン、っていうんですよ。近所のお菓子屋さんで売っているんですけど、とても美味しいんです」

　わたしが目をキラキラさせている所を見て、お兄さんがそのおかしの名前を教えてくれる。どうぞ、とひとつ、わたしの手のひらの上に乗せてくれた。

　軽く転がしてみる。マカロンは、ころんころん、と私の手のひらの上でおどった。

　そのあとに、そっとひとくち、かじってみる。ふんわりとしていて、甘い味が口いっぱいに広がる。とても、おいしい！

「その表情を見るに、気に入って頂けたようですね。よかった」

　執事のお兄さんが、わたしにカップを差し出しながらそう言った。カップには、紅茶がそそがれている。紅茶は、前にも飲んだ事があるので知ってる。

「砂糖って、どのくらい入れますか？」

「たくさん！」

　わたしの回答に、執事のお兄さんはびっくりしたような顔をして、その後に子供っぽく笑った。そして砂糖をふたつ、私のカップに入れて、小さなスプーンでぐるぐるとする。

「マカロンも甘いですからね」

　小さなスプーンを私のカップから引き上げて、カップの下の小さなお皿のすみっこに乗せる。それから、私のとなりのイスに執事のお兄さんは座った。

「執事のおにいさんと歌姫のおねえさんって、むかしからのおともだちなの？」

　ふと、思った事をきいてみる。

　歌姫のおねえさんのその執事がおにいさん、と聞いてたけど、ふたりともとても仲がよさそうに見える。

「ええ、そうですね。この街で、昔からのお友達です」

　自分の分の紅茶をカップに入れながら、執事のおにいさんは答えた。

「歌姫のおねえさん、昔からお歌が好きだったの？」

「はい。昔から、よく歌ってました。僕は、ミーシャの歌が昔から好きなんです」

　執事のおにいさんはやわらかく笑った。朝の光が、そのよこがおをキラキラと照らす。本当に、歌姫のおねえさんが好きなんだろうな。

　わたしは、この言葉はウソじゃないんだな、という事をひしひしと感じて、ふんわりとした気持ちになる。

　人って、本当の事を言う時、特に好きなものの事を言う時、わたしの気持ちをふんわりとつかんでくる。この感覚は、ちょっとだけ好きだ。

　でも、ウソをつく人がいなくなったら、わたしはおなかがすいて倒れちゃうんだけど。

「人って、長くいっしょにいると、ケンカをするんだってアルからきいた事があるんだ。執事のおにいさんは、歌姫のおねえさんとケンカした事、ある？」

「えぇっと……」

　執事のおにいさんは、カップを口につけようとしていたけれど、私の質問で止めてカップをお皿の上にもどした。

「ケンカ……ないですね、そういえば。当たり前だと思えば、そうなのでしょうけど」

　当たり前？　どういう意味なんだろう。わたしは、執事のおにいさんの言葉にちょっとだけハテナマークがうかんだ。

　ウソは、ついていないと思う。たぶん。アルがいないと、はっきりしないけれど。

「おはようございます～」

　わたしが考えている所で、歌姫のおねえさんがほかほかとした湯気をまといながら、てくてくと歩いてきた。

「おはよう！　歌姫のおねえさん！」

　歌姫のおねえさんに、あいさつをする。

　歌姫のおねえさんは、目をぱちぱちとさせて、こちらを見た。

「おはようございます……えっと、エフィちゃん」

　わたしの名前をよんで、ふわりと笑うまでに少しだけ時間がかかった。

　ほんのちょっとだけ。でも、わたしはこのちょっとの時間を、ちょっとおかしいな、と感じた。




　　　　　＊




　昨日に引き続き、数時間街を巡ってみたが、有力な情報を手に入れる事は出来ないでいた。

「青い鳥なんて本当にいるのかよ……」

　どうにも、その存在自体が怪しくなってくる。今までに話を聞いた住人すべて、口を揃そろえて言う事がある。

〝青い鳥のおかげで、自分達は幸せだ──〟

　言い方に多少の違いはあれど、どの住人も明るい表情で、俺にそう伝えた。

　確かに青い鳥はこの街ではメジャーな伝説となっているようだが、それにしたって少しおかしくないか？

　もしかして、青い鳥とは偶ぐう像ぞう崇すう拝はいの類たぐいではないのだろうか。どうにも、宗教じみたものに感じる。自分自身に不幸な事が起きると、それが自分の行いのせいだとしても、神に八つ当たりをするやつだっているから、その逆があってもおかしくはない。

「……まあ、完全に道が閉ざされた訳ではないんだがな」

　もうひとつの道。昨日、あの髭を蓄えた中年男性の話を聞いてから、避けていた事がある。

　それは、陰気な住人に話を聞く事──。

　昨日から今までは、あの中年男性のように気さくな、明るい雰囲気の住人達を選んで話し掛けていた。と言うのも、「陰気な住人は実は化け物かもしれないから気をつけろ……」なんて話をタレ込まれたからだ。面倒事はなるべく避けたい。

　だが、行き詰ってしまった今、このまま陰気な住人を避け続けて聞き込みを続けても、この街に来た事自体、ただの無駄足に終わってしまう予感もしていた。

　ならば、仕方が無い。自分の身を守るだけの力は持っているつもりだ。

　上着やズボンに取り付けたポーチに仕込んだ武器をちらりと確認をしてから、俺は陰気な住人を探して、狭せまい路ろ地じに滑り込んだ。




「はぁ……」

　俺は今、大きな木の陰に潜んでいる。

　街の中はだいぶ歩いた。狭い路地から広い通りまで、くまなく。しかし、昨日まではちらほら見掛けた陰気な住人は、今日に限って一人も見当たらない。

　もしかして、あちらも俺の事を避けているのだろうか。心当たりが無いか記憶を辿ると、初日に噂話をしていたおばさん達の事を思い出す。

　あの屋敷に泊めてもらうなんて大丈夫か──確か、そんな事を言っていた。

　屋敷にいる住人──ミーシャや執事のフィルに関して、今の所、何の違和感も抱いてはいない。屋敷に遊びに来る住人達は──幾いく分ぶん、ミーシャの歌声に熱狂しがちな印象を受けるものの──皆気さくで、明るい住人達ばかりで、不審な所はなかった。

　……「明るい住人達ばかり」というのが少し気に掛かるが、まぁ、陰気な性質の住人は、人の家に遊びに行こうなんて発想に至らないのかもしれない。

　そんな事を考えて時間を潰していると、一人の住人が通り掛かった。木陰に隠れながら、その雰囲気を確認してみる。若い男性で、その顔は曇り空のように深く沈んでいた。

「……ちょっとお時間よろしいですか」

　素早くその若い男性の前に回りこんで、笑顔を作る。若い男性は驚いたのか、小さな悲鳴を上げてこちらの顔を見た。

「え、えっと……」

「旅をしていまして。少し、伺いたい事があるだけです。必要であれば御礼もお渡しします」

　力を込めずに、そう伝える。出来るだけ、通りすがりの弱者のフリをする。敵意を察さっ知ちさせなければ、人は少なからずこちらに信頼感を抱いてくれるものだ。

「御礼なんて……結構です。少しなら、大丈夫ですから」

　若い男性は了承してくれた。ここで話すのも何だからと、近くのベンチへ向かう男性に従い、俺は、特に何も言わずにその後を付いて行った。




　ベンチに着き腰掛けると、俺よりも先に若い男性が口を開く。

「あの……一昨日、この街にいらっしゃった旅人さんですよね。皆が言ってる外見の特徴と同じですし。あの屋敷に泊めて貰ってるって、本当ですか？」

　少し拍子抜けだった。まさかそちらから、その話を振ってくるとは。

「そうですが……あの屋敷には、何かあるのですか？」

「いや、屋敷もですが、今街全体で不思議な事が起きているというか……」

　表情を曇らせて、若い男性が一度俯く。

「不思議な事、ですか」

　気になる話だが、無理に聞き出してしまっては逆効果だろう。若い男性から口を開いて貰えるように、言こと葉ば尻じりを繰り返し、そのまま一時待つ。

「……明るい、住人がいますよね。びっくりするくらいに、気さくな住人が。僕達の間では……、あれは化け物なんじゃないかって噂が広がっているんです」

　驚いた。陰気な住人の方も、あちらの明るい住人達と同じ事を言っている。お互いを化け物かもしれないと、疑っているのだ。

「死んだはずの爺様が何食わぬ顔で通り過ぎたとか、遠くへ引っ越したはずの恋人がそこのベンチに座って笑っていただとか。どうにも、おかしな話ばかり最近聞くんです。それで、皆疲れてしまって。あの屋敷に住む歌姫の歌が、もしかして幽ゆう霊れいを呼び寄せているんじゃないかって噂うわさもあります」

「遠くへ行った恋人は、死んだわけではないのでしょう。何かの用事で戻ってきて街に滞在していてもおかしくないのでは？」

「ああ、それは僕の元恋人でして。別れてから引っ越したので、その後の生死は確かに不明ですが……戻ってくる用なんて、無いはずなんです」

　だからといって、幽霊や化け物扱いするのは如何なものか。しかし、今のこの陰気な住人達の立場からすれば仕方の無い事なのだろう。

　自分達の周りで、不ふ可か解かいな事が起きている。ならば、少しでも辻つじ褄つまの合う話を見つけて、自分達が狂っている訳ではない事を証明したいのだ。

「だから、あの屋敷にも、明るい住人達にも近付く人間はいません。旅人さんも、あの屋敷に泊まっているらしいという情報が僕達の中で共有されていて……。その、ご本人に向かって言いにくいんですが……もしかしたら幽霊なんじゃないかと……」

　成る程、それで俺の周りには陰気な住人が近付いてこなかったのか。歩き回ってても見つからない訳だ。大きな街とはいえ、二日もあればだいたいの住人に噂は広まる。向こうがこちらとの接触を避けているのであれば、土地勘の無い俺から出会うのは格段に難しくなる。

「そうだったんですね……でも、俺は幽霊じゃありませんよ。触ってみます？」

「ああ、今お話してそれはわかりましたので。話し掛けられた時はびっくりして、あの世に連れて行かれるんじゃないかって思いましたけど」

　若い男性が苦笑する。信じやすい性格をしているんだろうな、と俺も苦笑する。しかし、こうも憔悴しきってしまっていては、冷静な判断が難しくなってしまっても仕方が無いだろう。

「俺からも、ひとつ伺いたい事があって。青い鳥について、何かご存知ですか？」

「青い鳥……そうですね。昔から、この街にはそんな言い伝えがあって。でも、ただの伝説ですよ。最近、実際にいるなんて噂も最近出回ってますが……。その噂が流れるようになったのは、僕達がおかしな話を聞き始めたのと同じ時期だったので、たとえ真実だったとしても幸せを運んできてなんかいませんよ」

　表情をどんどん曇くもらせながら、俺に話し続ける。嘘を吐いているようには思えない。ならば、この若い男性の言う事の信しん憑ぴょう性は高いだろう。

　それはつまり、同じ時期に広まったという青い鳥の噂の信憑性も高まったって事だ。

「有難うございます、色々とお話頂いて」

「いえ……旅人さんも、気を付けて下さいね。もしかしたら、冗じょう談だんでなくあの世へと連れて行かれてしまうかもしれないので」

　若い男性はそう言って腰を上げると、数度お辞儀をして、早足で立ち去った。

　さて、これで陰いん湿しつな住人と呼ばれる方とも話をする事が出来た。ここの住人はお互いに、相手を化け物だとか幽霊だとかそういったものと認識をしているみたいだ。

　何が理由で、こうなってしまっているのかわからないが、どうやら青い鳥がこの件に何らかの形で関わっている、という説は濃厚になってくる。

「幸せを呼ぶなんて、可愛いものじゃない事は確かだがな」

　肩を竦めて、ベンチの背にもたれる。周りをぐるりと確認してから、腰ポケットに入れていた箱とライターを取り出して、箱の中身を確認する。煙草たばこはまだ数本残っていた。

　その内の一本を取り出して、火を付ける。前はよく吸っていたのだが、エフィが来てからはその数は減っている。ドラゴンの身体にも煙草の煙は悪いようだ、という話を羽の情報屋から聞いたのだ。

　エフィの火を噴く能力というのは、こういう所でこそその力を発揮するのではないか。一度そう思って、エフィに火を点けさせてみた事があった。

　結果を言えば、その時は煙草のみならず、俺の頭まで燃えかけた。

　今になって考えると、何故あの時そんなトチ狂った実験を思いついたのかはわからない。ただの興味本位だったのかもしれない。興味本位……それが一番危険なのだという事をあの時思い知った。

「……あんま美味くねえな」

　宙に漂い残っている白い煙を見つめながら、ボーっとした頭で考える。

　いつも買う銘柄とは違うからか、それとも嫌な回想ばかり思い浮かぶからか。煙草が短くなってもなお、気分は晴れなかった。

　二本目に手を出そうかとも思ったが、ここで無駄に消費してしまうのもアレだと思い、伸ばした手を止める。

　ため息をひとつ吐いて、ベンチ脇に設置されていた灰皿に短くなった煙草を押し当てると、煙草の箱を腰ポケットに乱暴にねじ込んだ。日はもうだいぶ傾き始めていた。

　今日はこのくらいにしておこう。どうにも、面倒臭い展開になりそうな気がして仕方が無い。だが、ここまで足を突っ込んで、タダで帰るのも癪しゃくだ。

「絶対見つけてやる……」

　命の危機を感じない内なら、どこまでも突っ込んでやる。命を懸かける気はさらさら無いが、その他のものなら出来るだけ懸けてやる。そして、それらを事細かに提示して、帽子の情報屋から高額な情報料をふんだくってやろう。絶対、びた一いち文もん負けてやらないからな。

　そんな考えが、煙草よりも精神を安定させる薬となった。




「ああ、おかえなさい。今日も遅くまでお疲れ様です」

　屋敷に着くと、椅子に座っていたミーシャが振り返り、温かい言葉とともに出迎えてくれた。

　てっきり、昨日同様エフィが飛びついてくるものだと思っていたので、少しだけ拍子抜けしてしまった。

「ああ、どうも……あれ、エフィは？」

　大広間をぐるっと見渡してみたが、エフィの姿が見当たらない。もしかして、迷子にでもなっているのか？

「ああ、ご心配はいらないですよ」

　ミーシャが、俺の死角となっている、丸テーブルの奥側へと手招く。

　覗き込んで見ると、ミーシャの膝を枕としてエフィが寝ていた。

「！　……すみません、とんでもないご迷惑をお掛けしてしまっていたようで」

「いえ、私と話し疲れての事でしょうから、ご迷惑をお掛けしたのはむしろ私ですよ」

　ふふふ、と小さく笑いながらミーシャは答えるが、俺にとっては笑いごとではない。エフィめ……と呑気に眠り続けているその顔をじろりと睨む。

「今日はずっと外を出歩かれていたようですが、何かお探し物ですか？」

　エフィを起こすべきか悩んでいた俺が答えを出すよりも先に、ミーシャが問い掛けてくる。

「ええ、そんな所です。もしかして、俺、また疲れた顔してました……？」

「えぇ。観光にしては、だいぶ疲れた顔をされて帰ってこられたな、と思いまして」

　笑顔で取り繕っているつもりだったが、やはり多少、疲労が顔に出てしまっているのだろう。そこまで温い環境で育った覚えは無いのだが、ここ数日は特に疲れやすい気がする。

「そんなに気になりました？」

　苦笑しつつ、問い返してみると、彼女はええ、と頷いた。

「ははは、すみません。折せっ角かくゆっくりとしたお時間を過ごされていたのに、そこにこんな辛しん気き臭い顔を見せてしまって」

「いえ、構いませんよ」

　ミーシャは笑ったが、俺は此処で彼女に対して小さな違い和わ感かんを抱き始めていた。

「では、早めに休む事にします。……エフィも連れて行きますので」

　体を揺すぶったりしてしまうと、ミーシャの方へも振動が伝わってしまうため、そっと抱きかかえる。そのまま肩で担ぐような形にしたのだが、エフィは起きない。完全に爆ばく睡すいしているようだ。

「随分と大胆に運ばれるのですね」

　ミーシャがその姿を見て、一言呟いた。

「ご心配頂かなくても、俺達の間ではこれが日常ですので」

　そう答えて、お辞儀をした後、足早に二階の部屋へと戻った。




「……本当に目が覚めてるのか？」

「ぱっちりだよぉ～」

　俺の問い掛けに、エフィはいつもより篭った声で応答した。

　部屋に着いた瞬間に目覚めたので、ベッドの上に降ろしたのだが、直前まで爆睡していた事もあり、この有り様だ。

「じゃあ、話をまとめるぞ」

「ふぁい」

　情けない返事はスルーしつつ、俺自身が収穫した話をまとめる。

「此処の住人には気さくな……明るい住人と、暗い住人の二つのパターンにわかれている。それも、お互いを人とは違う存在なのではないか、と思っている。この事について、お前は何か思い当たる事は無いか？」

「うーん……歌姫のおねえさんの所に遊びに来るのは、明るい人ばっかりだったよ。その、暗い人達についてのお話も、誰にも聞いた事無いよ」

　なら、ここに来る住人はエフィにはそんな情報を吹き込んだりはしていない、という事か。そもそも、探ろうとしていなければそんな情報出す必要も無いしな。

「じゃあ……次に、俺が違和感を感じた話をする。いつも通り、その違和感について何か思う事があれば言え」

　エフィが頷く。いや、これはまた眠り掛けているのだろうか？　頬を軽く抓つねってやると、はっ！　とした表情でその頭を持ち上げた。

「まず、ミーシャは俺にこう聞いてきた。〝今日はずっと外を出歩かれていたようですが、何かお探し物ですか？〟ってな」

「それ、何かおかしいの？」

　エフィが首を捻る。

「俺は前日も、その前々日も外に出た。なのに、その疑問をぶつけてきたのは今日だ。別に、これだけなら何でもない、前から気になっていたんだろうな、と解釈する事だって出来る」

　丁寧に説明をしているつもりなのだが、エフィはずっと左右に首を振っている。俺は、その姿が玩具の首振り人形に見えた。

「この〝今日は〟 って部分が、違和感を感じるんだ。さっきも言った通り、俺が外出したのは今日が初めてじゃない。なのに、この単語をわざわざ付け加える必要があるのか？」

「うーん……確かに、ないかも？」

　これは、理解出来ていないな。その証拠に、今語尾が上がったぞ。

　別に、こうしてエフィに話す事で、自分自身今持ち合わせている情報を整理しているだけなので、問題は無いが。

「あ、それならわたしも、似たような事、あったよ！」

　エフィのその言葉に、素直に驚く。いつもは聞いた事に答えるだけで、自ら情報を持ってくるのは珍しい。その内容がどんなものかは、まだわからないが。

「わたしね、今日の朝、執事のおにいさんがお菓子をくれてね、マカロン？　ってお菓子、食べたの！　それがね、とってもふわふわしてて、甘くてね……」

「マカロンについての情報は必要無い」

　何故か熱心にマカロンについて語り始めようとしたので、言葉で遮って中断させる。

「えっと……そうだ！　それで、おふろに入ってた歌姫のおねえさんが戻ってきたから、マカロンを食べながらお話したの。そしたらね、歌姫のおねえさん、〝エフィさんは甘いものが好きなのですね〟 って言ったの」

「なるほどな」

　そこは確かに、違和感を感じる。エフィが甘い物好きだという事は、俺達が此処に来た初日に彼女も認識していたはずだ。何しろ、俺とエフィは彼女の目の前で、クッキーの袋を渡す、渡さないでひと悶もん着ちゃくあったのだ。

　その後も、エフィはミーシャとクッキーを食べたいと駄々をこね、それに対して、彼女は「甘いものが大好きな、エフィちゃんが召し上がって下さいな」──そう、確かに言っていた。

　だが、そうなると別の違和感も浮上してくる。それは、たとえばそれが嘘だとして、エフィの前でその発言をして何も起きなかった事だ。

　エフィは、嘘を察知する能力も兼ね備えている。本人自身が察知しているかは謎であるが、この嘘を主食とする能力自体が、人の嘘に呼応する。

　嘘というのは、自分が吐いているつもりでも、実際には嘘が自分に憑いているのだ。後ろめたい気持ちや罪悪感、後悔、それらを集めて憑いた嘘は、大きなものになっていく。そうして、人というのは完全に嘘に憑かれる。こうなってしまうと、お先真っ暗だ。エフィは、この人に憑いた嘘を察知し、具現化させ、食べている。

　もちろん、この能力で察知出来ない嘘も存在する。それは、嘘を吐いた本人がその嘘に対して罪悪感等を抱いていない場合。

　エフィの前で平然と嘘を吐けるのは、嘘を吐くのが本当に上手いヤツだけだ。簡単に言えば、俺みたいなくそったれ野郎という事になる。

　ミーシャは、俺と同類とは思えない。ならば、他に導き出される可能性は──

「……明日、俺もミーシャに話を聞きに行くか」

　とにかく、本人から確かめずに決め付ける事は出来ない。明日は外に出る前に、ミーシャの所へ行こう。

　……そう言えば、エフィの反応が無い。こちらが一言発せば、ウンともスンともなりとも反応を返すのだが。ふと、エフィの方へ目をやると、エフィは大の字になって寝ていた。

　そんなに話し込んでいたのか……ミーシャの方は疲れた素振りは無かったのだが。

　歌う際、あれ程迫力のある声量を保って歌っているから、見た目と裏腹に体力があるのかもしれない。

　くだらない方へ思考を引っ張られつつ、エフィの体を抱き上げ、隣のベッドへと移す。布団を掛けてやると、その布団を蹴り飛ばした。……なかなか寝相が悪い。

　再度、布団を掛けなおして自分のベッドへと戻る。上手くいけば、明日に大きな進展があるはずだ。そんな考えを最後に、俺も眠りについた。





【？？？】




「……ミーシャは、歌う事が好きなの？」

　ええ、と彼女は頷いた。

「私ね、良く覚えているの。自分の名前や、歌う事が好きな事。大好きな家族の事。良く覚えているの」

　寂さびしさを織おり交ぜながら微笑む。彼女に、あまり悲しそうな顔はしてほしくない。

「僕、ミーシャの歌好きだよ」

「うふふ、嬉しい」

　僕は少しだけ腰を浮かせて、ベンチの上の彼女との距離をこっそりと縮める。

「僕がミーシャの歌が好きだって事は、覚えていてくれるのかな」

「ええ、そうね。私、貴方が私の歌を好きだって言ってくれる事、大好きよ。だから、きっと覚えるわ」

　僕はその言葉に、一種のときめきと、悲ひ哀あいを覚えた。僕はミーシャが覚えているのかどうか、その先を知っている。

「僕は、覚えてるから」

　僕の言葉に、ミーシャは一瞬面食らったような顔をして、振り返る。

「僕は……覚えてるから」

　もう一度、今度は自分を納得させるように呟く。ミーシャは、そう、と言って、ふわり、と口元を緩めた。

　彼女は、自分を守れない。自分自身を蝕む怪物から、その身を守る事は出来ないのだ。

　だから、僕が守ってあげたい。そこに、理由は無い。ただ、僕自身がそうしたいと願っただけだ。

「フィルは、優しい人ね」

　その時の彼女の横顔が、僕は今でも忘れる事が出来ない。





【四日目】




　エフィに揺さぶられて目が覚める。どうにも最近、目覚めが悪い。最近疲れやすい事とも関係があるのだろうか。

「今、なんじ？」

　それは俺が聞きたい事なのだが……ベッド脇に置いていた鞄から時計を取り出し、針の位置を確認してみる。

　時計の時刻は、既に十二時を回っていた。寝坊というレベルではない。

　エフィを連れて、部屋の外へと出る。扉を開けた瞬間、透明な歌声が一階の大広間の方から流れ込んできた。

「歌姫のおねえさんだ！」

「いつも歌ってるのか？」

「うん、お昼は住人の人が集まって、毎日そこで歌ったり、お話したりしてるよ」

　最初にこの屋敷に訪れた時に、執事のフィルも、たしかそんなような事を話していた事を思い出す。ただ、いつもはこの時間には既に屋敷を出ていたから、本当に毎日歌っているとは思わなかった。さすがに住人達が周りにいる前で、歌を中断してまで話を聞こうとするのは野暮というものだろう。

　周りにいるのはすべて明るく気さくな住人ではあるといえ、質問が質問なだけに、後ろから刺されかねない。それに、ミーシャの歌は俺の体にも癒しになると言える。

「歌、聴いてくか」

「うん！」

　エフィと共に二階から大広間を見下ろす形で、ミーシャの歌を静かに聴き始める。この屋敷に初めて来た時とは、違う歌を歌っている。

「歌姫のおねえさんの歌、とってもステキだよね」

「だから歌姫って呼ばれてるんだろ」

　特に面白くもない返しをした所で、ミーシャの歌は一番盛り上がる部分であろうパートに入る。

「……今まで、お前が聴いた中で。同じ歌を歌った事はあったか？」

「ん？」

　俺の問いに、エフィが疑問系で返してくる。聞こえなかったのだろうか。

「んん……歌ってなかったと、思う」

「そうか」

　不安げに答えた事が少々気に掛かるが、エフィはそこまでアホではない。毎日違う歌を歌っている、という情報を新たに脳内に書き込んでおき、意識をミーシャの歌へと戻した。




「あら、アルさんにエフィさん。こんにちは」

　ミーシャが紅茶を淹れながら、俺達に挨拶をする。

「お二人もよろしかったら、召し上がりませんか？」

　手に持ったティーポットを微かに揺らして、ミーシャが訊いてくるが、「少し話を訊きたいだけなので」と丁重に断る。

「俺が此処に来た時、買って帰ってきたものをエフィがまた食べたいと言い出したんですが、俺、それが何だったか忘れてしまって。ミーシャさんなら、あの場に一緒に居たし、覚えてらっしゃるんじゃないかと思いまして」

　俺の質問に、ミーシャの表情が少しだけ硬まる。

「此処にいらしたのは……三日前でしたよね」

　こちらの様子を伺いながら、ミーシャはゆっくりと応える。

「ええ、確か」

　ミーシャの反応を待つ。彼女はしばらく考え込むような素振りをした後に、静かに頭を下げた。

「すみません……私にも、わかりかねます」

「そうですか、こちらこそいきなりティータイムをお邪魔してしまってすみません。どうぞ、ごゆっくり」

　ミーシャにお辞儀をして、エフィの肩を叩く。あっ、という声をあげて、エフィはミーシャに手を振りながら、後を付いてきた。

「どこに行くの？」

「あの執事の所」

　エフィから、あの執事と歌姫は昔からの馴染みだという話を聞いている。ならば、確実にミーシャについて何か知っているだろう。

　今考えられる可能性はふたつある。

　ひとつは、ミーシャは何らかの理由で記憶を失ったという可能性。

　ここ数日、エフィはミーシャとかなりの時間を過ごしている。その間、何か大きな事故があったというような話を見聞きしたというような報告はなかったから、何らかの理由について今の段階では検討もつかない。だが、もしかしたら──街の住人達がおかしい理由とも何か繋がりがあるかもしれない。

　もうひとつは、最初に会ったミーシャと、今のミーシャが別人である可能性だ。

　その場合、あの陰気な住人が言っていた「死んだ祖父を見た」だとかいう類の、幽霊話と何かしら繋がりがありそうな気がする。

　ただ、俺自身はどうしてもあれが別人のようには思えなかった。

　どちらが本物かわからないが、少なくとも本物のミーシャが嘘を吐く理由は無いだろうし、そもそも嘘を吐いていれば、嘘を餌とするエフィが気付くはずだ。

「執事のおにいさん、いたよ」

　エフィの言葉にはっとして、指を指された方向を見る。フィルは、テラス越しにある広い庭で、掃除をしていた。

「ああ、こんにちは。どうかされましたか？」

　フィルが手を止めて、こちらを振り返る。

「また迷子ですか？」

「ううん！　今日は、迷子じゃないよ！」

　エフィが溌剌とした声で答える。

　お前、屋敷内で迷って此処まで来た事があるのか。大広間から結構な距離はあったと思うのだが……。しかし、今はそれを確認している場合ではない。

「すみません、少しお話を伺ってもよろしいですか？」

　俺は二人の間に流れる和やかな空気を分断し、フィルに問い掛けた。




　　　　　＊




　彼女を守る。彼女が、笑って楽しく過ごせるように。

　幼い頃から、僕はすべてを彼女に捧げていた。そこに明確な理由は無い。ただ、僕がそうしたいと思っているからそうしているのだ。

　庭の手入れをしながら、ふと物思いにふける。

　本当に、このままでいいのだろうか。

　その答えが出る前に、後ろから足音が聞こえてくる。振り返ると、数日前から此処に泊まっている旅人の兄妹、アルさんとエフィさんが立っていた。




「……何でしょうか？」

　この人達は、この街に来てからずっと何かを探っているようだった。自然と鼓こ動どうが早くなる。

「ミーシャさんの事なのですが……失礼ですが、彼女は物忘れが激しかったりする事はあるのでしょうか？」

　いきなり、あまり聞いてほしくない質問を投げ掛けられ、言葉に詰まる。何と答えれば良いのだろう。

「我々がこの屋敷を最初に訪れた日に、彼女が見聞きしていたはずの事柄について、先ほど質問をしてみました。でも、彼女はまったく答えられなかったんです。それだけなら、うっかり忘れた……と言えるかもしれませんが、実際、会話の端はし々ばしに引っ掛かる所がある」

「……たとえば、どんな事でしょう」

「具体的に言うと……知っているはずの事について、まるで初めて知ったかのような反応を示すんです。かと言って、我々を騙したり、からかっているような素振りもない。だから、彼女の記憶は何らかの理由で消えてしまったのか、と考えたんです」

「……その事、ミーシャに尋ねました？」

　大きな不安と焦しょう燥そう感に駆かられる。

　非常にまずい。ミーシャに、自分自身の記憶が失われているのだという事は悟られてはいけない。彼女は悲しんでしまうだろうから。

　いや、知られてはまずい事は、これだけではない。他にも……。

「いえ、さすがに『記憶が無いのですか？』なんて質問はしていません。ある程度、そこで察しましたから」

　沈黙を続ける僕に構わずに、アルさんは話を続ける。冷静さを保とう。そうすれば、バレないはずだ。

「そうですね、頭に強い衝撃を受けるような事故に遭ったとか。あるいは、病気や遺伝で年齢が若くても、物忘れが激しい人がいると聞いた事もありますし……何者かによって意図的に消された可能性もあるかもしれません。フィルさんは何か知っている事はありませんか？」

「それは、貴方達がこの街で調べている事と何か関係があるのでしょうか？」

　僕の問いに、アルさんは「はい」と頷いた。

　藪やぶ蛇へびになるかと思って、何を調べているのか具体的に尋ねた事はなかったが、ミーシャに何の関係があるというのだろうか。

「そうですか……。おそらく、アルさん達が会ったのは、シャルロットでしょう」

「シャルロット……？」

　予想外の回答だったのだろうか、アルさんが目を丸くする。

　そりゃあそうだ。僕だって予想外だ。今、口から飛び出したのは出任せの嘘なのだから。

「ミーシャには、双子の姉がいまして。たまにこちらに遊びに来るんですよ」

　此処まで言ってしまったら、もう止められない。嘘を吐く事に何も感じない訳ではない。

　でも……仕方が無いだろう。

　ずっしりと、体が重くなるのを感じる。罪悪感からだろうか。いや……、

　本当に、重い？

「うわっ！」

　足元に、黒い物体が纏まとわりついている。形だけ見れば猫のような愛らしい生き物に似ているが、その全身は黒く、泥のように不完全で一部が崩れ、完全に得え体たいの知れないものだった。

　必死に振り払おうとするが、化け物は僕の片足に纏わりついたまま、微び動どうだにしない。

「嘘を吐かれましたね」

　アルさんのその言葉に、足元から視線を上げる。

「ご心配なく。まだ、小さな嘘です。貴方がこれ以上嘘を吐かなければ、襲われる事もありません」

「食べていい？」

　アルさんの隣のエフィさんが、目を輝かせながら僕の足元を見つめている。

　一体、何なんだこれは。

「お前、腹空いてたのかよ」

「食べたい！」

「ああ、わかった、わかった。いいぞ」

　二人でそう言葉を交えた後、エフィさんが僕の足元に飛びついてくる。勢いよくきたものだから、そのまま体も傾いて、尻しり餅もちをついてしまった。
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「あちゃー……ああ、すみません。そのままでもいいので、お話を続けさせて下さい」

　ノー、と言える状況でもない。化け物に足元をとられているので、逃げ出す事も出来ない。僕は、小さく頷いた。

「そうですね……貴方の足元に現れた、その化け物と、エフィについての説明からしておきましょう。まず、エフィはドラゴンです。ドラゴンって、知ってますか？」

「勿論、知っていますよ。不思議な能力を持って生まれてくる種族でしょう」

「そうです。エフィの場合は、嘘を食べる能力を持っています。誰かが嘘を吐くと、その嘘を形にして、食べる。貴方の足元の化け物が、それです」

　足元に視線を戻すと、化け物は僕の足からは消えていて、代わりにエフィさんの両手の中にいた。

　口いっぱいにその化け物を頬張りつつ、美味しい料理を食べているかのような満足げな表情を浮かべている。確かに、食事をしているみたいだ。

「と、言う事で理解はして頂けたようですね。では、次に。何故嘘を吐いたんです？」

　鋭い目つきで、こちらを睨みつけたような気がした。すべて見抜かれている。

「すみません……」

　口を開いて出たのは、謝罪の言葉だった。この人の前で、嘘は吐けない。本能的に、そう察知したのだ。

「ミーシャは……病気なんです。生まれつき持った病気で、彼女の記憶は三日に一度、すべて消えてしまうんです」

　ぽつり、ぽつりとミーシャについて説明をする。アルさんは、真剣な眼差しで僕の話を聞いてくれた。

「ただ、たとえば、自分の名前や自分の家族の事。歌が好きな事。彼女にとって大切なものは、すべて覚えているみたいです。それ以外の記憶は……僕の事も、彼女は三日経ったら忘れてしまうんです」

　声が震える。ずっと前から理解している事のはずなのに、裏腹に心は震えていた。

「でも……彼女にそれを伝えてしまったら。三日経てば病気の事も忘れてしまうとは言え、とても悲しむんです。昔、一度伝えた事はあったのですが、あんな表情は二度とさせたくないんです。だから……彼女には、黙ってて貰えませんか」

　俯うつむき気味に伝える。

　相手に嘘を吐いておいて、お願いをするなんてどうかしている。でも、もう僕には後が無かった。

「大丈夫ですよ」

　想像していたよりも、ずっと優しい声を掛けられて驚く。

「実は、エフィがドラゴンだっていう事実も、あまり人には言えないものですので……ほら、珍しい存在は、それだけで狙われやすいでしょう。俺も大勢で飛び掛られたら、流石に守りきれないですし。ですから、お互い秘密という事で」

　苦笑して、アルさんは僕にお願いをする。

　先程本能で察知した雰囲気とは、えらく違っていた。彼も、もしかしたら、もっと大きな隠し事をしているのだろうか。

「……わかりました」

　地面に尻餅をついたままの情けない体勢を整えて、立ち上がる。アルさんは僕に手を伸ばして、それを手助けしてくれた。

「執事のおにいさん、もうウソ、つかないの？」

　ふいにエフィさんに痛い所を突かれて、疲れに似た後悔に襲われる。

　どうやら、食事はもうを済ませたようで、少し膨らんだおなかをポンポンと叩いている。

　……本当に嘘を食べるんだな。

　ドラゴンというのは、不思議な生き物だ。

「貴方達の前では、嘘は吐けないと悟りましたから」

　食事うそのおかわりを期待していたのだろうか、エフィさんが少しだけがっかりしたような顔をする。

「……それでは、俺達は引き続き調べ物がありますので」

　アルさんがお辞儀をして、僕に笑顔を向ける。僕も改めて謝罪をし、お辞儀をしてから彼らを見送った。




「……大丈夫？　大変だったみたいだね」

　アルさん達の姿が完全に見えなくなった所で、誰もいなかったはずの背後から声を投げ掛けられた。

「青い鳥……」

　振り返った視線の先に立っていたのは、青い鳥だった。

　青い鳥、と呼んではいるが、人間の背に大きな鳥の羽を生やしたような姿なので、この呼び名は未だに違和感を覚え、慣れない。

「何で言わなかったの？」

「君が、自分の存在は人に話してはいけない、って言ったんだろ」

「そうだっけ」

　とぼけたような表情をしてから、青い鳥はゆったりと微笑む。背中に生えた、大きく深い青色の羽が風で揺らいだ。




　青い鳥との出会いは、この屋敷の物置の整理をしていた時だった。

　正確には、この時にはまだ青い鳥は今の姿形では無かったのだけれど。

　見つけた時は、大きな卵の姿だった。

　何の卵だろう？　でも、こんな所に置いていては割れてしまいそうだ。

　そう思い、僕が卵を丁寧に抱きかかえようとしたその瞬間、卵の殻にヒビが走った。

しまった、少し乱暴にしてしまっただろうか。戸と惑まどう僕をよそに、卵のヒビはピシピシと音を立てて広がっていく。

　やがて中から顔を覗かせたのは、人間の子どものような生物だった。

　人間のような、と表現したのは、その子の背中に大きな翼が生えていたからだ。青空を閉じ込めたような、綺麗な羽。数秒、その美しさに見惚れてしまっていた。

「……君は誰？」

　自然と僕の口から飛び出したのは、その子の正体を探る問い掛けだった。

「ボク？　うーん。誰だろう？」

　質問を、質問で返されてしまった。

　どう対応して良いのかわからずに、表情に苦笑が滲んだ。

「あ、これはわかる。ボク、君の願いを叶えるために来たんだ」

「えっ？」

　願いを、叶える？

「それじゃあ……君は、『青い鳥』かな？」

　この街には、昔から青い鳥の伝説があった。

　どんな願いも叶えてくれて、人々を幸せにしてくれる、伝説上の存在。

　その子の背中から生えている、青い羽を見ているうちに、そんな気がしてきたのだ。

「君がそう呼ぶのなら」

　なんとも、曖昧な返事だ。でも、今はそれが何でも構わなかった。肝心なのは、願いを叶えてくれるかもしれない、という事。

「じゃあ、早速だけど……お願いしても良いかな？」

「何？」

　僕にはずっと、ひとつの願いがあった。

「……ミーシャっていう、僕の友達がいるんだけど。その子の病気を治してほしいんだ」

「うーん……」

　本当に願いを叶えてくれるのだろうか。願いに見合う代だい償しょうを求められやしないだろうか。思い切って願いを告げた途端、今後は急に不安になる。

ところが、青い鳥はあっさり首を振り、

「その願いは、ボクの力じゃ叶えられないかも」

　飄ひょう々ひょうとした態度で、僕に答えた。

　なんだ……何でも叶えられるわけではないのか。目に見えて落ち込む僕の様子を気にする風でもなく、青い鳥はさらに問い掛けてくる。

「他にない？」

　そんな事訊かれても、今言った願いこそ、僕の心からの願いだ。それ以外に、特に思い浮かぶものは無い。ミーシャの事だけが──と、そこまで考えて、ひとつ思いつく。

「あ……じゃあ、ミーシャの幸せ。ミーシャが悲しまずに、ずっと幸せに笑って暮らしてほしいな」

　口に出してみると、かなりあやふやな願いだ。もしかしたら、これも駄目かもしれない。

「ああ、それならボクの力でも出来るかも。良いよ」

「えっ？」

　本当に？　思ってもみなかった答えに、本当に大丈夫なのだろうか、という不安が募る。

「心配は要らないよ。きっと、そのミーシャさんは幸せになる」

　そう言った瞬間、青い鳥は大きく羽を広げる。

　物置いっぱいに広げきると、室内がフラッシュをたいたように眩しく光った。

「これで、君の願いは叶ったよ」

　恐る恐る、閉じていた瞼を開ける。そこには青い鳥が先程とは特に変わりない表情で立っていた。

「……今ので、終わり？」

「うん」

　拍子抜けだ。いや、まだ外に出ていないからどう変わっているのかもわからないのだが。

「たぶん、君の願いは叶ったよ」

　こちらの不安を大きくさせる単語を頭に付けて、青い鳥が胸を張る。

「ボクは青い鳥。君の事は、何て呼べばいいのかな？」

　そういえば、僕の名前をまだ教えていなかった。

「えっと……」




「フィル」

　青い鳥に名前を呼ばれて、顔を上げる。

「……本当に、願いは叶ったんだよね」

「フィルがそう思うのなら」

　いつも、青い鳥はこうして僕の問い掛けに曖あい昧まいな返事をする。

「何考えてたの？」

「君と会った時の事、ちょっとだけ思い出していたんだ」

「ああ……ボクが裸だったからか、君は酷ひどく赤せき面めんしていたよね」

　……その事は、あえて触れないようにしていたのに。

「フィルは幸せにならなくても、良いの？」

「僕は良いんだよ。ミーシャが幸せなら、それは僕の幸せでもあるんだ……ああ、掃除、中断しちゃってたな。早く続きをやらないと」

　脇わきに転がっていた箒ほうきを拾う。そうだ。僕自身は、幸せにならなくたって良いんだ。




　　　　　　＊




「これからどうするの？」

　アルは、スピードを上げて歩いている。わたしも、おいて行かれないようにがんばってついて行く。

「街の外に出て、青い鳥を探す」

　アルは歩きながら、わたしの質問に、早口でこたえた。

げんかんの所の大きな扉の前で、ようやくアルは足をとめる。

「おるすばん？」

「ああ」

　またおるすばん。でも、仕方ない。エフィ、いい子だから約束は守るよ。

「エフィがこの屋敷にいて、もし青い鳥を見つける事があったら、俺が帰ってきた時で良いから報告してくれ」

「なんで、急にそんなに急いでさがしてるの？」

「青い鳥がもしかしてドラゴンじゃないのかって疑ってる」

　青い鳥が、ドラゴン……？　鳥なのに？

「ドラゴンって、私とおんなじ？」

「ああ。とても人間業わざだとは思えない。実際に見たと言うヤツが出てから、この街はおかしくなり始めたと言った。青い鳥が本当に存在するのだとすれば、この街がおかしくなっている原因はドラゴンである可能性が高い」

　アルがわたしの頭をポンと叩いて、玄関の扉のドアノブに手を掛ける。

「もし青い鳥がドラゴンだったとして、その能力は何だ……記憶障害を起こす能力か？　この能力なら、嫌な記憶だけ消された住人は明るく、幸福な記憶を消された住人が陰湿な住人にわかれると解かい釈しゃくする事は出来るが……ドラゴンの能力は個体によって異なるらしいから、まだ特定は出来ないか……」

　そんなむずかしい事をブツブツとつぶやきながら、アルは外へ出て行った。




「歌姫のおねえさん、いないな……」

　大広間で丸いテーブルの下とか、小さな木のうしろとかをしらべてみたけど、歌姫のお姉さんはいなかった。

「お昼ね、してるのかな？」

　そう思ったけれど、人のへやにかってに入るのはダメだってアルは言っていた。

「どうしよう……」

　頭をひねって、考える。アルも考える時は、いつもこうしている。

　そうだ、さっきは広いお庭に執事のおにいさんがいたよね。それなら、おにいさんとお話しようかな。

「そうしよう！」

　こうして、わたしの答えは６秒でみちびき出された。




「あれ？」

　広いお庭にもどってきたけど、執事のおにいさんもいなくなっていた。

「むー……」

　執事のおにいさんがいなかった場合を考えてなかった。どうしよう。

「こんにちは」

　うんうんとなやんでいたその時、わたしの横から声がきこえてくる。初めてきく声だった。

　ふりかえると、そこには青い羽を生やした、めずらしい人が、庭を囲むフェンスの上に座っていた。

「はじめまして！　わたし、エフィーナ！　エフィでいいよ」

　大切なじこしょうかいを大きな声で言う。ちょっとびっくりしたのか、青い羽の人はビクッとかたをふるわせる。

「元気だね。ボクは、青い鳥だよ」

「えっ？」

　青い鳥？　アルが探してたのって、青い鳥だったよね。

「でも、鳥さんじゃないよね？」

「エフィがそう言うのなら、そうなのかも」

　かも？　うーん、この人の言う事は、少しわたしにはむずかしい。でも、さっきアルが言っていた事は覚えている。

「じゃあ、青い鳥さんってドラゴン？」

「ボクは、青い鳥だよ」

　青い鳥さん。わたしに、じこしょうかいをして、あのウソのかいぶつは出なかった。じゃあ、この青い鳥さんはウソをついていない。だから、つまり……よくわからない。

「わたしね、お話出来る人、探してたんだ。お話しない？」

「いいけど」

　やった！　お話出来るなら、青い鳥さんについて何かきけるかも。

　アルも青い鳥さんの事知りたがってたし、このお話をしたらきっとよろこぶよね。
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「ドラゴンって、何？」

　フェンスから飛び降りながら、青い鳥さんがきいてくる。

「えっとね、色んな力を持っててね、えーっと……空、とべるよ！」

　これが、わたしのせいいっぱいのドラゴンの説明だった。

　空はとべるけど、かってにとんだりはするなってアルに言われてるから、むやみやたらにはとべないけれど。

「へぇ、すごいな」

「わたしはかってにとんじゃダメ、って言われたからとべないけれど、青い鳥さんも羽あるよね？」

「うん。使った事は無いけれど、飛べるかもね」

　小さくジャンプをして、青い鳥さんが背中の羽をはばたかせる。ばさばさという音とともに、青い鳥さんの体は宙にういていた。

「すごーい！」

「でも、鳥だから飛べて当たり前じゃない？」

　青い鳥さんは別におどろくわけでもなく、しずかに地面におり立つ。

「たしかに……」

「羽があったり、面白い力を持っていたり。ボク達、にてるかもね」

「でも、青い鳥さんはドラゴンじゃないよね？」

「うん、ボクは青い鳥だもん。フィルがそう呼んだから、そうだと思うよ」

　執事のおにいさんが、そうよんだ？　エフィも、アルがお前はエフィーナだって呼んだから自分もそうよんでいる。みんなも、そうなのかな。

「じゃあ、執事のおにいさん……フィルさんは、青い鳥さんのパパ？」

「うーん、違うかも。フィルはフィルだよ。あえていうなら、ボクの友達、かな」

　わたしは生まれた時、アルを直感でパパだと思った。それがドラゴンの「とくちょう」なのだとアルは言っていた。じゃあ、ほんとうに青い鳥さんは、ただの青い鳥さんなのかもしれない。

「そうだ、ボクの存在は他の人には内緒にしておいてね」

「どうして？」

「明確な理由なんて無いよ。誰にでも言ってるし」

　青い鳥さんは、ケロっとした顔をして答えた。でも、エフィは約束、守れるもんね。

「わかった！　誰にも、言わない！」

「うん」

　今のは、約束したよ、のおへんじなのかな？

「じゃあ、ボク眠くなってきちゃったから。お昼寝しようかな」

　青い鳥さんがあくびをする。つられて、わたしもあくびをした。

「エフィも眠いんだね。じゃあ、おやすみ」

　青い鳥さんは地面からふゆうする。そのままフェンスの向こうがわへと行ってしまった。

「えーっと……じょうほうをまとめよう！　青い鳥さんは、青い鳥さんだった……空も、とべる！　以上！」

　よし。これでアルがいつ帰ってきても、大丈夫だね！




　　　　　＊




「……すみません、少しだけ良いですか？」

　俺の横を通り過ぎようとした住人に話し掛ける。正確には、俺が隠れていたオブジェの横を、だが。

「えっ？　いや、あの、私……」

「少しだけで良いので！」

　陽気とも、真剣であるとも受け取り難い態度で頼む。目の前の陰気な中年女性は、渋々ではあるが、俺の頼みを聞き入れてくれた。

「青い鳥の噂って、ご存知ですか？」

「ああ……はい。確か、一年程前に実際に現れたとか……」

「一年程前？」

　それが本当ならば、かなり詳しい情報だ。その真偽を明確にしておきたい。

「私の主人から聞いた話ですが……一年程前に、青い鳥に会ったそうなんです。自分は青い鳥だって自己紹介もしていたそうですし、実際に青い羽も生えていたそうで……」

「……青い鳥って、喋るんですか？」

「喋ったらしいですよ。確かに羽は生えていましたが、見た目は人間のようだったと言っていました」

　人に近い形をしていている。

　──やはり、青い鳥はドラゴンなのかもしれないか。いや……人間の中にも、羽の生えた種族はいるが。俺も、そんなヤツを知っている。

「あの、もう良いですかね？」

　こちらの顔を怪け訝げんそうに見つめながら、中年女性が尋ねてくる。

「あぁ、はい。教えていただいて、ありがとうございました」

　お礼とお辞儀をして、早めに話を切り上げる。

　あまりじっくりと訊きすぎると、陰気な住人達の間であの旅人に捕まると根ね掘ほり葉は掘ほり話を訊かれるぞ、なんて噂を流されかねない。

「……エフィの方も、何か収穫があれば良いんだがな」

　中年女性の姿を見送り、体を翻した所でふと思う。

　今日、外に出てから序盤はずっと青い鳥探しのために街中を渡り歩いた。陽気な住人達は皆快く知っている事を教えてくれたが、どれも聞いた事がある情報ばかりで、収穫無しだ。

　その後は、今のように陰気な住人に話を聞いて回っていた。

　俺の事を避けているから、まだ数人にしか尋ねる事は出来ていないが、その内の三人は青い鳥に会った、もしくは会った人が知り合いにいる、というかなり具体的な情報を得る事が出来た。

　その三人から聞き出せた情報はどれも共通点がある。

　青い鳥は、人間の言葉を喋り、見た目も人間の背中から鳥の羽を生やしたような姿であった、という事だ。

　先程言った通り、羽を持つ獣人の種族もいる。だが、その種族は特別な能力──たとえば、人々を幸せにする能力を持っているなんて話は一度も聞いた事が無い。

「……帰るか」

　このままここで考えていても不毛だ。連日の聞き込みで疲労もたまっている。俺は早々と思考を放棄して、少し早いが、今日はもう屋敷に戻る事にした。




　屋敷の玄関の扉を開けた瞬間に、エフィが飛びついてくる。お腹の辺りに飛びついてきたものだから、呻き声と共に倒れそうになった。

「なんだ、随ずい分ぶんと元気だな」

「あのね、エフィ、青い鳥に会ったよ！」

「！」

　まさか、本当にエフィの方にも収穫があったとは。これは運がいい。

「そうか、よくやった。じゃあ、部屋に戻って話をまとめるか」

「うん！　あ！」

　エフィがそうだ！　という顔をして、こちらに手を差し出す。

「今日のお菓子は？」

「あ」

　……完全に、忘れていた。




「……いい加減、機嫌直せよ」

「だって、アル約束やぶったもん！」

　部屋に戻ってから、エフィはずっとこの調子だった。目を合わせてくれない。完全に機嫌を損ねてしまったようである。

「そもそも、俺は毎日買って帰るとは言ってねーぞ」

「むー……」

　こちらにちらり、と顔を向ける。

「ほら、キャンディーの残り。今日は嘘も食ったし、これで我慢しろ」

　ベッド脇に置いている鞄から、前に買っていたキャンディーの残りを取り出して、エフィの前で揺らす。

　エフィは何度かその揺れを目で追ってから、静かに俺の手から受け取った。

「がまんする！」

「じゃあ、青い鳥について聞かせろ。会ったんだろ？」

「んーふぉ、ふぁふぉひふぉひふぁふへは！」

「……喋る時はキャンディーは口の端に入れとけ」

　俺の言葉に、エフィがいそいそとキャンディーを移動させる。その後、もそもそとはしつつも、話し始めた。

「青い鳥さん、ドラゴンじゃなかったよ。わたしが、青い鳥さんはドラゴン？　って聞いたら、自分は青い鳥だよってこたえたんだよ！」

「嘘の化け物は出なかったのか？」

「うん。だから、青い鳥さんは青い鳥さんだよ！　あ、空も飛んだし」

　エフィが両手を使って、羽ばたくような動作をする。

「お前にも羽があるのに、そのジェスチャーをする意味はあるのか？」

「エフィの羽、青い鳥さんみたいに大きくないもん」

　青い鳥の羽は大きかったのか。ドラゴンであれは、羽の大きさは自身の能力の大きさを表していると聞いた事がある。

「念のため確認するが、青い鳥は、人間のような姿をしていたんだな？　で、背中にでかい青い羽があると」

「うん、そうだよ！」

　陰気な住人達から仕入れた情報とも一致している。まさか屋敷の敷地内に現れるとは思わなかったが。

「それで、青い鳥はどこに行った？　次はいつ現れる？」

「うーん……わかんない……」

　エフィの話によると、青い鳥は眠くなったと言って立ち去ってしまったという。もし「一週間に一度しか姿を現さない」という陽気な住人達の証言が真実なのだとすると、面倒な事になったのは間違いない。しかも……

「ドラゴンではない、か……」

　嘘の化け物が現れなかったというのだから、真実なのだろう。真相に少し近付いたかと思えば、同じだけ難解になっていく。

「……寝て整理するか」

「ねると、せいり出来るの？」

「人間っていうのは、寝ている間に脳が勝手にその情報の整理をしてくれるんだ」

　そんな情報を何処かで聞いた。それが正確なものであるかどうかは、俺にとってはどうでもいいが。

　寝不足の時よりは、ちゃんと寝た方が頭は良く回る、という事だけは経けい験けん則そくでわかっている。

「じゃあ、わたしもせいりする！　おやすみ！」

「待て」

　いそいそと布団に潜り込もうとしたエフィを、首根っこを掴んで引き上げる。

「なに！　ねようとしたのに！」

「それは俺の布団だ」

　エフィは舌をペロリと出して、俺から目を逸らした。
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【五日目】




今日は特に寝坊をする訳でも無く、いつも通りの時間に起きる事が出来た。昨夜早めに寝た事が功をなしたのだろうか。

　エフィには屋敷で再び青い鳥を探すように指示を出しておき、俺はというと相変わらず街をフラついていた。

　街の住人達、それも陰気な住人の目の前にも青い鳥は現れたという話を聞いている。陰気な住人は、あの屋敷には気味悪がって近付かないので、青い鳥に出会ったのは屋敷の外という事になる。

　ならば、屋敷だけでなく外も探す必要があるし、外で出会う可能性も十分にある。……可能性があるだけで、出会うとは限らない。それに「一週間に一度しか現れない」という話が本当だった場合は、根本的に無意味な捜索という事になるわけで……。

「停滞気味だな……」

　実際、青い鳥に直接会えない事には何の進展もない気がする。エフィと一緒に屋敷内を捜索した方が良かっただろうか。

　そのとき、頭上に大きな影が落ちた事に気付いた。

「ん？」

　空を、何かが飛んでいた。鳥ではない。

　それは人の背から翼が生えたような姿をしているが、青い鳥でもない。見覚えのある顔だったから、間違いようがない。

　そんな事を考えている内に、空を飛んでいた本人がこちらに気付き、こちらへ向かって徐々に高度を下げてくる。

　やめろ、降りて来なくてもいい。

「──数カ月振りだな」

　願いもむなしく、俺の目の前に優雅に降り立った男が話し掛けてくる。

　若干白髪が混じった青髪に、二色のピンどめ。右目には黒い眼がん帯たい。そして、やたらでかい図体。警けい騎き隊たいの隊長を務めている、ドラゴンだった。名はニールという。

「わざわざ警騎隊の隊長さんが、こんな所に何の用だ？　観光か？」

「いや、ご覧の通り。仕事だよ」

　ニールが肩を竦めながら、微笑して答える。

　俺とこの隊長さんは、俺が幼い頃からの顔馴染みでもある。

　警騎隊というのは、国中の事件の調査をし、解決を目的とする組織なのだが、俺が昔からそういった事件に足をつっこみまくっているせいか、出くわす事が多い男だった。

「今は何と言う名前を使っているんだ？」

「アル」

　そして、こちらの事情も大体把握している。だから、こうした普段の態度を隠す必要もない。

　本来、詐欺師という職業柄、あまり仲良しこよしは出来ない相手ではあるのだが。

「そうか、アル。君がいるという事は、やはりこの街では確実に何かが起きているのだろうな」

「心外な物言いだな……」

　こちら側からしても、同じ気持ちではあるのだが。警騎隊が出動したという事は、つまり、この街では確かに何かが起きている、という事なのだ。

　それが、人間の仕業のものであるのか、否か。隊長様から少しでも情報を聞き出せれば良いんだがな。

「ん？　うおっ！」

　突然、足元から黒い霧きりのようなものが湧わいてきて、咄とっ嗟さにその場から退く。

　同時に、本能的に危険を察知した俺は、腰元に忍ばせていたナイフを取り出して黒い霧の方へと刃を向けた。

「ああ、すまない。驚かせてしまったようだな。この黒い影は私の部下のものだから、そう身構える事はないぞ」

　影？　部下？　ニールが俺を諭さとすように言った。彼の部下という事は、おそらくドラゴンだろう。

　いや、ドラゴンじゃない限り、こんなモン発生させる訳がない。

　もやもやとした黒い霧は一箇所へと集まっていき、やがてひとつの塊となる。その塊の中から、ピンク色の髪と、鋭い目つきが特徴的な一人の少年が姿を現した。あんまり若い見た目に、ニールの「部下」という話を疑ってしまったが、警騎隊の制服を着用している所を見ると、本当のようだ。

「隊長、色々と調べましたが大方隊長の予測通りかと思います」

「そうか。ご苦労だったな」

　ニールがその少年に労いの言葉を掛けた所で、少年がこちらに気付いたのか視線を向ける。いや、むしろ睨にらみつけられた。

「……なんだよ」

　何故初対面で、早々に睨みつけられなければならないのか。愛想の無いヤツだな。

「隊長、誰ですかこいつ」

　俺の問いは無視して、少年はニールへと問い掛ける。なんだ、理由はわからないが嫌われてんのか俺？

「彼はアル。そしてアル、こいつはブレットだ。まだ見習いだが、とても優秀な人材だ」

　ニールがブレットと紹介した少年の肩を叩いて、俺の前へと差し出す。

　自己紹介を促したのだろうが、ブレットは相変わらず俺を睨みつけるだけで、口を開かなかった。

「……すまない。彼は少々、口下手なんだ。許してやってくれ」

　苦笑しつつニールが俺に謝罪する。口下手の度合いを超えているような気がするのだが。いや、それ以前に、ブレッドという少年は、とても警騎隊に所属しているとは思えないような若さだ。
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「……警騎隊ってのは、ガキのお守りまで業務中にやってんのか？」

「貴様、隊長に向かって何て口の利き方だ！　市中引きずりまわしてその四肢をもいでやるぞ！」

　お前、俺に対して掛ける初めての言葉がそれなのか。しかも市民の安全を守る組織の一員から出る言葉とは到底思えない。

「ブレット、失礼だろう。ああ、不快な思いをさせてしまったのならすまない。力の制御もまだ上手くいかない故、あまり興奮させないようにしてくれ」

「俺は何もしていないんだが」

「この男からは犯罪のニオイがする！」

　酷い言われようだ。まぁ、その判断はあながち間違いではないのだが。

「その判断は誤りではないだろうが、犯罪者と決定付けるためには証拠が必要なのだ。そう決定付けられるまでは彼も私達が守るべき一般市民である」

　……その言葉は、本当に俺をフォローしようとして発しているのか？　ほぼ答えを言ってしまっていないか。

「さっきの黒い霧みたいなのは何だったんだ」

　話の流れを変えるために、唐突に切り出す。相変わらずブレットの方は俺に対して口を閉ざしているので、代わりにニールが口を開いた。

「……影のドラゴン、と我々は呼んでいるな。今見たように、黒い影状になる事で障害物を無視しての行動が可能で、その対象は自分自身のみならず他の物体にも作用させる事が出来る」

「便利そうな能力だな」

　さりげなく褒めたつもりだったのだが、ブレットの方は無反応だった。なかなかこちらを居辛い雰囲気にしてくれる。

「……そういえば、隊長さん達はこの街に何しに来たんだ？　俺も此処に来て何日としか経っていないが、隊長さんが直々に出張ってくる程大層な事件が起きてるのかよ」

　一番気になっていた事をぶつける。

　この国では、あちらこちらで連日、大小様々な事件が起きている。警騎隊には大勢の隊員が居て、それぞれ分散して事件の解決に当たっている。

　そんな中で、隊長のニールが直接出向いて来る事件なんていうのは殺人事件や、抗争等の特に危険な事件が主だ。もしくは──ドラゴンに関連する事件か。

「ああ……この街の住人からの依頼でね。どうにも、ちょっとした謎の現象に悩まされている住人が多く出ているらしい」

「謎の現象？」

「死んだはずの人間を見掛けただとか、そこにはいないはずのものを見掛けたりだとか。でかい虫に襲われたなんて話も聞いた」

　……それは酷いモンだな。

　幽霊を見ただとか言う話は、陰気な住人からも聞いていたが、ここまで非現実的な現象が揃ってくると、いよいよ怪しげな薬でも流行っているのではないかと疑ってしまう。

「その現象とやらは、隊長さんが出動する程のモンなのか？」

「そうだな。この謎の現象を引き起こしていると思われる力は、街全体を覆っているみたいだ。これ程大きな力で街が覆われている原因も、理由も、街の住人には見当もつかないらしい。犯罪組織が関わっていたり、何らかのテロだという可能性も否定は出来ないから、私達が出向いたというわけだ」

　街全体が、大きな力で覆われている？

　この街は、その辺の街よりも結構大きな街で、その分、住人も多い。それが本当に何らかの力によって覆われ、謎の現象が引き起こされているしているのだとしたら……。陽気な住人と、お互いをい化け物だと認識している辺りも、この謎の力が影響しているのかもしれない。

「隊長、業務内容を易やす々やすとその男に話しても良いのですか」

　ニールが話を続けようとした所で、ブレットが明らかに不機嫌を顔と声に滲ませながら抑止させる。

「注意しろ、と言っているだけだから良いのではないか？」

「それにしたって、詳細をつらつらと述べすぎています。注意ならその辺りでもう十分でしょう。事は急を要します。調査の方に戻りましょう」

　見習いであるはずなのに、既にニールとは肩を並べているかのような口振りだ。いや、ドラゴンの力や年齢は見た目と必ずしも比例するものではないから、もしかしたら本当に同列にあたるのかもしれないのか。

「すまないな、調査の方に戻らなければ。君も、そのような現象に悩まされていると見受けられる住人とは出来るだけ距離を置き、干渉しないようにしてくれ」

「わかった。ああ、そうだ。最後にひとつだけ、聞きたい事があるんだ」

「隊長！」

　俺が呼び止めたニールの気を引くように大きな声でブレットが呼び止める。周りの影が、大きな炎のように揺らいでいた。怒っているのだろうか。

「いや、すぐ終わる。ちょっとした事だ」

　この話さえ聞ければ、色々と考えがまとまるかもしれない。だから、今此処でどうしても聞いておきたかった。

「なんだ？」

　ニールが反応を示す。ブレットの方は苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたような面おも持もちで、静かに数歩後退した。

　なるほど、ニールの方は少し強請ればすぐに情報を提供をしてくれるのだが、このブレットというのはなかなかお堅いヤツらしい。これから手強い相手になるかもしれないな。

「その街全体を覆っている力って──」




「……そうか、ありがとう。それが知りたかっただけだ」

　体を翻して、その場から退散しようとする。そろそろ、ブレットの方の不機嫌ゲージがマックスになりそうだったからだ。

「なんでお前、そんな不機嫌そうなんだ？」

　ふと思った事を、上半身だけを軽く捻り、ブレットに問い掛けてみる。

「俺とお前は初対面だろ。なのに、どうしてそんな事になってんだ。何が原因でそんなにイラつかせているのかわからなければ、こちらも注意しようがないだろ」

　頑なに口を開こうとしないブレッドに、重ねて問い掛ける。火に油を注いでしまったかもしれない。だが、予想に反し、ブレッドは目を反らしながらもぽつりぽつりと応えてきた。

「……僕だって知らない。ただ、お前のその頬の傷を見た辺りから、急に腹立たしくなってきた。それだけだ」

　……何て理不尽な理由だ。

　ニールと話をするために、口元を覆っていたマフラーを下したから、必然的に頬の傷を見せる事になってしまったのは確かだ。しかし、この傷は昔色々あって他人につけられたもので、ブレットには何の関係も無いとは思うのだが。

　二人の間に流れた沈黙を見かねたのか、ニールがぽつりと呟く。

「その傷は……あの組織にいた頃につけられたものだったか」

「そうだな。めでたくおさらばしようとした時に、切りつけられたモンだ」

「ふむ……」

　ニールが何やら考え込んでいる。

「ドラゴンは基本、主と記憶や感情を共有したりする事はないのだがな。稀に、そういったドラゴンもいる。ブレットが、そうだという事だろう」

「どういう事ですか？」

　ブレットの方が話に食いついてきた。

「ああ、彼は昔……」

「その話はやめろ、今度は俺が不機嫌になる」

「そうか」

　俺の抑止にニールは素直に応じる。

　昔にいた組織というのは、もう終わった事だが、実際には終わっていない。過去の話は、あまり思い出したくない事ばかり思い出してしまうので苦手だ。

　……それにしても、主から影響を受けるドラゴンってのはあまりないのか。俺とエフィを見比べても、確かにそんな気がする。人の子みたいに顔が似る訳でもないみたいだし。

「……邪魔したな。じゃあな」

　これ以上、引き出せる情報も無いだろうと判断し、そそくさと急ぎ足で立ち去る。

　ニールの方は別れ際に挨拶をしてくれたが、ブレットの方は相変わらずむすっとしたまま何も喋らず、しばらくしてから舌打ちのようなものが背後から聞こえた。
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「おっ！」

　歌う声がきこえてくる。小さいけれど、キレイな声だ。

「歌姫のおねえさんかな？」

　さっき大広間で会った気がするけど、いどうしたのかな？

　でも、おねえさんが歌っていた歌だから、おねえさんだと思う。歌は、大きなお庭のある方向からきこえてくるようだ。

「歌姫のおねえさん！　……あれ？」

　庭にやってきたが、歌姫のおねえさんは、そこにはいなかった。かわりに、青い鳥さんがフェンスの所にすわって、歌っていた。

「やぁ、エフィ。こんにちは」

　青い鳥さんがわたしに気付いて、フェンスからと飛びおりる。

　そのしゅんかんに、さっきまで流れていた歌声が止まったから、さっきの歌は青い鳥さんが歌ってたのかな。

「さっき歌ってたのって、青い鳥さん？」

「うん、そうだよ。ミーシャに教えて貰ったんだ」

　やっぱり。だから、歌姫のおねえさんと同じ歌を歌っていたんだ。

「青い鳥さんは、歌姫のおねえさんと昔からのお知り合い？」

「ううん。僕が生まれてからは確かにずっと一緒にいるけれど……多分、一年とちょっとだけ。だから、昔じゃないよ」

　一年とちょっとだけ？　そう言われて、青い鳥さんの全身をまじまじと見つめてみる。身長は私よりもちょっと低いくらい。人って一年でこんな大きさになるんだっけ？

　でも、青い鳥さんは鳥さんだしな。人でも、アルは「今は人の種類もたくさんいるからな」って言ってたし。

「ミーシャとフィルの事は良く知ってるよ。昔の事も。気になる？」

「本当？　気になる！」

「でも、エフィはボクとの約束を破っちゃったからな。どうしようかな」

　あ。そうだ、青い鳥さんは自分の事はナイショにしててね、って言ってたんだ。でも、アルに青い鳥さんの事、話しちゃった。

「ごめんね、青い鳥さん」

　しゅんとする。わたし、約束守れなかった。わるいこだ。

「ううん、ボクは気にしてないよ。あれは挨拶みたいなものだから、そんなに大事なものでもないんだ」

「そうなの？」

「そうだよ」

　青い鳥さんは、ケロっとした顔をしている。本当に、気にしてないみたい。じゃあ、わたしも気にしない方がいいのかな。

「えーっと……ミーシャとフィルの、昔話だったね。知っている事しか話せないけれど」

「その昔話は、誰から聞いたの？」

「もちろん、ミーシャとフィルからだよ」

　あれれ？　歌姫のおねえさんと、執事のおにいさんから「昔の事」をきいた？

「……でも、歌姫のおねえさん、むかしの事はおぼえてないんだよ」

　昨日、執事のおにいさんが、そう言ってた。三日たつと、その前の記憶は消えちゃうんだって。だから、むかしのお話は出来ないはずだ。

「確かに、ミーシャは記憶が消える病気にかかっている。でも、エフィも聞いたと思うけど、全部忘れるわけじゃないんだよ。大切な過去だったら、ミーシャは覚えているみたいだからね」

　たしかに。それも、執事のおにいさんが言ってた。自分の名前や、家族とか大切なものはおぼえているんだって。

「ミーシャはね、おぼろげだけど、昔の記憶はあるんだ。公園のベンチによく座っていたとか。きっとそこは、彼女にとって大切な場所だったんだろうね。でも、そこで何をしたかなんて事は覚えてないみたいだった」

「ベンチにすわって、歌ってたんじゃない？」

「どうだろうね」

　青い鳥さんは、どこか遠い目で、他人ごとのようにつぶやいた。

「フィルはね、ミーシャの記憶が消えた日の朝。ミーシャを起こした後に、〝はじめまして〟っていつも言うんだよ」

「……はじめましてじゃないのに？」

　フィルさんは、おぼえているのに。なんで、「はじめまして」って言うんだろう。

「多分、ミーシャが混乱しちゃうからだ。フィルの事も忘れてしまっているのに、また会ったね、何て言われても困ってしまうだろう」

「うーん……」

　なんだか、変なかんじがする。歌や、自分の名前は忘れていない。でも、執事のおにいさんの事は忘れちゃう……？

「どうかした？」

「執事のおにいさん、昔からずっといっしょにいるのに……」

　わたしも、まだ生まれてちょっとだけだけど、アルの事は大切だ。

　歌姫のおねえさんは、ずっといっしょにいる執事のおにいさんの事、大切じゃなかったのかな？

「そうだね。でも、仕方の無い事なんだと思うよ。抗えない、呪いみたいなものさ」

「歌姫のおねえさん、とってもステキな人なのに」

「関係ないよ。呪いも、幸福も。それはすべての人に、平等に与えられるものだから」

　びょうどうって、そんなにヒドイものなんだ。こういう時って、なんて言うんだろう。たぶん、きっと──

「かわいそう……」

「そうだね。呪いに掛けられてしまう人も、幸福に縋る人も。ミーシャもフィルも、可哀想な人だ。そして、そんな可哀想な人に手を貸してしまうボクもきっと可哀想なんだ」

「えっ？」

　それは、どういう意味なんだろう。

「ふふ、自分で自分を可哀想、なんて言っちゃいけないよね。こういうのって、他人の評価ありきのものだろうから」

　そう言った後、青い鳥さんはあくびをして、背伸びする。

「ああ、今日も疲れちゃったな。ボク、すぐ疲れちゃうから」

「どうして？」

「うーん。多分、ちょっとはりきり過ぎちゃってるんだ。こんなにたくさん頑張らなくたって良いんだろうけど、フィルのためだと思うとね」

「執事のおにいさんのため？」

　青い鳥さんは、眠たそうに目をこすって回答する。

「うん。フィルは、ボクの大切な友達だから」

「ふーん、そっか！」

　おともだちのために、青い鳥さんはいっぱいがんばってるんだ。わたしも、もっともーっとがんばらないとな。そして、大きくなりたい！

「うーん……そろそろ限界かな。おやすみ、エフィ」

「青い鳥さん、おやすみ！」

　羽ばたいて宙にうかぶ青い鳥さんに、手を振っておやすみのあいさつをする。

　青い鳥さんは、フラフラとよろめきながら、フェンスのむこうがわへと飛んでいった。




「おかえり、アル！」

　玄関ホールで待ちかまえていた私は、大きな声で、いつもどおり夕方に帰ってきたアルに元気よくおかえりを言う。

　青い鳥さんと同じで、アルも、最近は帰ってきたらいつもフラフラとよろめいている。

「アルも、つかれてるの？」

「ああ、そうだな。まぁ、もうすぐ終わるだろう。部屋に戻るぞ」

　アルはわたしのうでをぐいっとひっぱって、早足で歩く。わたしは何かを言うよゆうもひまもなく、ただ必死に、おいていかれないように走った。

「……ああ、歩くの少し早すぎたか？」

「早くないよ！」

　そう返したけれど、アルは少しだけ歩くスピードを落としてくれた。




　部屋について、アルがいつも通りうわぎをぬいで、ベッドにすわる。わたしも、アルのとなりによじのぼって、すわった。

「今日、俺の知り合いから話を聞く事が出来てな。この街の事、あとは青い鳥の事も聞いたりした。で、色々わかってきた事がある。明日、決着をつける」

「アル、おともだちがいるの？」

　わたしのことばに、アルがピクリとする。

「……俺に友達はいねぇ」

「ふーん」

　わたしは、どんな反応を返せばいいのかわからなくて、てきとうなへんじをする。もしかしたらアルも、「かわいそうな人」なのかな。

「……なんだよ、その反応。まぁいいが……とりあえず、ここまでの事をまとめておこう。まず、ミーシャの事。これは、お前も聞いたと思うが彼女は三日で記憶を失う」

「でも、大切な事はおぼえてるんだよね」

「ああ。そしてミーシャの病気を嘆き、ミーシャを助けようとしたやつがいる」

「執事のおにいさん？」

「なんだ、今日は冴えてるな。その通りだ。で、ある日ミーシャを助ける能力をフィルは手に入れた。それが、別の所にも大きな影響や被害をもたらしている」

「ひがいって？」

「まぁ、良くない事、全般だな」

　つまり、執事のおにいさんが病気のミーシャを助けようとしたちからが、このまちに大きなわるい事をあたえている……？

「それって、どうして？」

「フィルが手に入れた力っていうのは、ドラゴンの力の事だ。まあ、ドラゴンの力は人知を超えた能力だしな。街全体に影響を及ぼしても、おかしくないだろう。で、その力が街に影響を及ぼし始めた時期と、同じ時期にフィルの近くに現れた存在──それが、お前も会った青い鳥だ。つまり、青い鳥はドラゴンである可能性が高い」

「でも、青い鳥さんに〝あなたは、ドラゴン？〟ってきいた時、〝青い鳥だよ〟って答えたよ。それで、ウソのモンスターも出なかったんだよ」

　わたしのこのしゅちょうに、アルが少しだけむずかしい顔をする。

「そこなんだよな……。こればかりは、俺も青い鳥に直接話を聞かないといけないと思っている。というか、たぶん話を聞かないとこれ以上進まない」

「青い鳥さんなら、今日も、その前もあの大きなお庭の所にいたから、明日もいると思うよ。お話、出来るかも」

「そうか……一週間に一度しか現れないっていうわけじゃなさそうだな。じゃあ、明日話を聞こう。青い鳥がドラゴンかどうか、そしてその生みの親はフィルであるかどうか」

　フィルさんが、青い鳥さんのパパ？

「今日、青い鳥さんは執事のおにいさんの事、大切な友達なんだって言ってたよ」

　わたしの言葉に、アルが反応する。

「それで、ウソは出たか？」

「ううん。出なかった」

「そうか……」

　アルがうーんと、うでをくんでしずかになる。まだ色々、なやんでいるみたいだ。しばらくして、大きなため息をひとつつくと、そのままベッドにたおれてしまう。

「……今日はこのへんで寝よう。じゃあ、おやすみ」

　そういってアルが目を閉じたので、わたしはアルのおなかのあたりにとびこむ。

「まって！　いっこ、いっこだけ！」

　まだ、ちょっと気になる事がある。アルをよび止めると、アルはちょっとふきげんそうな顔をしながらも、体を起こす。

「まだ何か用か」

「その、青い鳥さんののうりょく？　って、わたしとおなじ？　青い鳥さんも、ウソたべるの？」

「いや、青い鳥は……あー……ダメだ、眠い。明日な」

　そういってアルは、まくらにあたまをダイブさせる。

　わたしはそれは本当に気になる事だったので、ちょっとだけゆすぶったり、ほっぺをペチペチとしたりしてみたけれど、デコピンをされてしまったので大人しく自分のベッドにもどる事にした。

　明日で、おわらせる。おわっちゃうと、わたし達はまちから出る。

　これは、いつもの事だ。この前も、その前も。おわったら、まちを出ておわりになる。

　おわりっていうのは、ちょっとだけさみしいものだ。少しだけこころがジンとしたけど、目をつむって、わたしはねむりについた。





【？？？】




　僕は、自分の事が嫌いだった。

　どんくさいし、特別に褒められるような所も無い。それに、将来の夢だって無い。僕には何も無かった。でも、別にそれでも良かった。

　──だって、そんな自分でも別に困る事なんて無かったから。




　でも、君に出会って何かが変わったような気がしたんだ。僕自身が、目に見える何かを得た訳ではないんだけれど、君に何かを与えて貰った気がしていた。そして、今まで何も持っていない事に何も疑問を抱かなかった自分を、とても恥ずかしいと思ったんだ。

　初めて出会ったあの日、あの公園のベンチで楽しそうに歌っていた君の声に、救われた気がした。僕は、その時の事をよく覚えている。

　だから、僕は「君に何かを与えられる人間になりたい」って。そう思ったんだ。

　君は、もう忘れてしまっているんだろうけど。僕はそれでも構わないよ。




「本当に？」

　隣で、青い鳥が僕に問い掛けてくる。

　木々のざわめきだけが聞こえる、静かな夜。僕は、屋敷の庭へとやって来て、青い鳥と話をしていた。

「ボクは、そういう風には見えないんだけどな」

　そういう風には見えない。何故だろう。わからない。けれど──

「僕は、何回考えても、今のままで良いと心から思ってるんだけれど」

「そっか」

　青い羽を、冷たい夜風にさらしながら青い鳥は静かに頷いた。

「君は……フィルは、このままで良いと。本当にそう思っているんだね」

「それは、どういう事？」

「幸せって、長くは続かないものなんだよ」

　寂しそうな、そしてどこか苦しそうな表情で、青い鳥が呟く。

「もしかして、君が辛いのかな」

「ボク？　そうだね、今の君達を見ているのはとても辛いよ」

「僕は辛くないけれど」

「いいや、ボクは〝君達〟って言ったんだ」

　君達……僕の事だけじゃ、ない？

「僕以外に、誰の事を言ったの？」

「それは……ううん。今は、言わない。きっと、すぐにわかるだろうから」

　意味深な言葉だけ残して、答えをあやふやにする。僕は心の中が少しだけモヤっとした。

　その時、隣で青い鳥が急に激しく咳き込んだ。びっくりして、青い鳥へと視線を向ける。

青い鳥はゆっくりとその顔を上げると、僕へと微笑を向ける。その笑顔に、少しだけ胸が痛む。

「……やっぱり、君が一番辛いのかな」

「ボクの事は、良いんだ。このために、ボクは生まれてきた。だから、フィルのためならこのくらい、何て事ないんだ」

　どうして、青い鳥はここまでして僕に尽くしてくれようとするのだろう。あの出会いの日から、ずっとこうだ。

　御お伽とぎ噺ばなしの青い鳥は、一人だけのものではなく、街中の人間に幸せを与えていた。

　今、街にはたしかに幸せそうな人間もいるが、不幸せな顔をしている人間も同じくらいいる。青い鳥と出会う前は、こんな事はなかったハズだ。

「もしかして、誰かを幸せにするために、もう片方の誰かを不幸にしなくちゃいけない、何て事はないよね？」

　不安に思った事を青い鳥に聞く。青い鳥は、深呼吸をして呼吸を落ち着かせていた。

「ボクの能力では、そんなのは必要ない。ただ……そうだな、この能力は、幸福にも不幸にも出来る、って事かな」

「それは……どういう事？」

「幸せの正体を知ってしまったら。どうなるんだろうね」

　そう言って、青い鳥はどこか遠い所を見つめた。この言葉の意味は、何なのだろう。

「それじゃあ……ボクはもう寝るよ。フィルも、また朝早くミーシャを起こさなきゃいけないんだろう。早く寝なよ」

「そうか……そうだね」

　ごくたまに、こうして夜に青い鳥に会いに来る事がある。

　初めて青い鳥と出会った日に「自分は夜行性だから」と本人が言っていたため、青い鳥と話したい時は夜に会うようにしていたのだが、しばらくして「別に昼でも問題無い」と言われてからは、夜に会う事も少なくなっていた。

　今日は久々に、夜風に当たりたい気分だったので庭に来たら、青い鳥がフェンスの向こうから顔を覗かせて来たため、話をしていたのだ。

　青い鳥に挨拶を済ませて、庭の花壇を囲むレンガから腰を上げる。




〝幸せの正体を知ってしまったら。どうなるんだろうね〟




　自分の部屋に戻るまで、この言葉がずっと胸の中で渦巻いていた。

　何になると言うのだろう。

　そのまま幸せでいる事が出来るのか。それとも、もしかして不幸になってしまうのか。

　──青い鳥は、幸せの正体を知っているのだろうか。

　青い鳥のこの言葉は、今日の僕をなかなか寝付かせない原因となった。





【六日目】




　清々しい朝。光のカーテンが、木々の隙間をすり抜けてボクの頬を照らす。体を起こすと、寝床にしている大きな木の幹がゆっくりと揺れた。

　いつも通りの朝だ。何も変わる事は無い。ボクが生まれてから、何も。

　でも、最近は少し疲れやすいかもしれない。ただ、それだけだ。たとえ、力を使い果たして死んでしまうのだとしても、ボク自身はそれでも構わないと思っている。

　だって、それがボクの使命であり、運命なのだろうから。

「おはよう、今日もいい天気だね」

　木の枝の先にとまり、さえずっていた小鳥達に話し掛ける。小鳥達は、チュンチュン、と反応を示したが、果たして挨拶を返してくれているのか確証はない。

「青い鳥、なんて呼ばれてるけれど、ボクには君達の言葉はわからないみたいだ」

　ボクは、ボク自身を誰だかよく知らない。だが、フィルもミーシャも、街の住人達も青い鳥、とボクを呼んだので、ボクは青い鳥なんだろう。

　知っている事と言えば、ボクのこの力。フィルは、人を幸せにする力だと呼んだ。

　だけど、ボクは違うと思う。何故そう思うのかは、ハッキリとは言えないんだけれども。必ずすべての人を幸せにする力なんてのは、この世に存在しないと思う。

　その人にとっての幸せが、他人にとっても必ずしも幸せであるとは限らないのだから、それはきっと当たり前なのだろう。

「やっぱり、そろそろ限界なのかな」

　この能力を使い始めて、一年とちょっと。上手く扱えている自信は無い。

　いや、ボク自身の目で見たり、話を聞いた限りでは上手く扱えていないのだろう。笑ってしまうよね。生まれたばかりだったからかな。

「見栄を張り過ぎてしまったのかもしれないな」

　毎日、たくさんの自分のエネルギーを使っている。それも、ほぼ一日中、フル稼動だ。そりゃあ、いつガタがきたってなんらおかしくない。

　ボクは、御伽噺の中の青い鳥にはなれないんだ。

「エフィは今日も来ているのかな」

　最近、この街に旅人が来た。

　片方がアル。直接話をした事はないけれど、フィルが呼んでいたから合っていると思う。

　もう片方がエフィ。エフィはなんだか、ボクと同じにおいがする。直感で、そう思った。

　エフィは、明るくて、元気で、ちょっとだけおばかなんだけど、とても楽しそうに話をする。そして、よく笑う。それは、幸せそうな人が見せる笑顔だった。

　この街で、そんな笑顔を見せる人間なんて今はもう、ほとんどいない気がする。よく笑う住人もいるが、あれは偽りの笑顔だ。

　エフィと話がしたいな。そして、あの笑顔が見たい。その間だけは、ボクも、幸せだと錯覚する事が出来るから。

「エフィ？」

　フェンス越しに、何者かの気配を感じる。

「おはよう」

　屋敷の庭に繋がるフェンスから顔を覗かせると、いつものように挨拶が飛び込んでくる。

　だけど、その挨拶をボクに飛ばしてきたのは、エフィではなかった。




　　　　　＊




「いいか、お前はミーシャの所へ行ってろ」

「なんで？」

　エフィが首を傾げる。

「そこが一番安全だと思ったからだ」

　そう言った後、エフィは良くわかっていない様子のまま、「わかった！」と言って部屋を飛び出して行った。……難しい事は言っていないし、きっと、大丈夫だろう。

「さて、と……」

　エフィの言った通りであれば、青い鳥は一昨日フィルと話をしたあの庭にいる。

　いなかった場合はどうしようか……。いや、連日エフィと同じ場所で話したと言うのだから、あちらもエフィと話をしたくて、庭にやってくるのかもしれない。

　今日はエフィではないが──俺とも話をしてくれるだろうか？

　どう話を切り出すか、その辺りも、慎重にいかなければならないだろう。……だが、時間を掛ける余裕はあるだろうか。




　色々と考えている内に、あの広い庭へと辿り着く。

　残念ながら、青い鳥の姿は、見えなかった。そう簡単にはいかないか──ため息をついて踵きびすを返そうとした所で、

「エフィ？」

「！」

　知らない声が、庭のフェンス越しから聞こえてくる。よく見ると、フェンスの奥から、少し青髪がはみだしていた。もしかして、青い鳥だろうか。

「おはよう」

　はやる気持ちを抑えて冷静に挨拶を投げ掛け、まずは相手の反応を待ってみる事にした。

「エフィじゃないよね。確か、君はアル」

　フェンスの向こうから、一人の子供が顔をのぞかせる。

「なんだ、知ってるのか」

「フィルと、此処で話をしてたのを見ていたから」

　青髪の子供が、一旦顔を引っ込めてフェンスを勢い良く飛び越える。

　フェンスの高さは結構あるので一瞬焦ったが、青髪の子供は背に生やした羽で羽ばたき、ふわりと地面に着地した。

「今日は、エフィは来なかったんだね」

「ああ。今日、お前と話がしたいのは俺だったからな」

「へぇ」

　青髪の子供が微笑む。

「まず、聞きたい事がある。お前が青い鳥か？」

「うん、そうだよ」

　特に隠す素振りも無く、青髪の子供はこっくりと頷いた。

「それで、ボクに何か用？」

　どう話を切り出そうかと考えていると、あちらから話を振って来た。話が早いのは助かる。

「お前だな。街全体に力を使って、覆いこんでいるのは」

　俺がそう言うと、青い鳥は少しだけ顔を俯けた。

「……そっか。アルは、もう色々とわかってるんだね」

「ああ」

　重大な事実をあっさりと認めた青い鳥は「それは、そこまで重要な事ではない」と言うかのように、微笑を崩さずに俺とゆっくり目を合わせてきた。

　年齢の割に、達観しているというか──どこか掴み所が無いその様子に、違和感を覚える。

「じゃあ、話をする代わりに、ボクからもひとつお願いをしても良いかな」

　突然の提案に、少し身構える。

「変な事じゃないよ……ある人を、救ってほしいだけなんだ」

「それは誰の事だ？」

「それは──」




「……それは、一体どういう事だ？」

　青い鳥の思いがけない言葉に、素直に困惑する。

「そのままの意味。アルがボクに聞く事、そしてボクがこれから話す事。これをすべて聞けば、きっとアルもわかると思う」

　意味深な微び笑しょうを貼り付けたまま、青い鳥はぽつぽつと、すべてを話し始めた。




「エフィをあっちにやったのは失敗だったな……」

　急ぎ足で、ミーシャの元へと向かう。当たりを付けていた大広間にはいなかったため、広い屋敷を探し回る羽目になってしまった。エフィはミーシャに会えているのだろうか。

　早めに見つけて話を聞かなければならないのに。

　苛立ちと焦りから、自然と進める足も速くなる。

　もはや駆け足に近い状態で壁を曲がろうとしたその時、死角となっていた所から突然人影が見えた。咄嗟に止まろうとしたが、勢いが殺せずに軽く肩をぶつけてしまうった。

「ああ、すみません、急いでて……」

「いえ、僕は大丈夫ですよ。……どうされたんですか？」

　目の前に立っていた人物は、フィルだった。

　──どうすべきか。

　この時、俺は数秒の間にありとあらゆる可能性を考えていた。

　このままミーシャの所へ行ってもいい。だが、俺の考える〝最悪の事態〟となっていた場合、俺はそれを解決する術を持ち合わせていない。

　その〝最悪な事態〟を解決する鍵となりそうなのは、フィルだ。ならば、ここで一度フィルと話をした方が良いかもしれない。

「ミーシャさんを探しておりまして。大広間にいませんでしたから……」

「ミーシャは……自分の部屋にいます。ここ最近、体調不良が続いていまして。何の御用でしょうか？」

　体調不良。嫌な予感が背筋を撫でる。

「その……体調不良と言うのは？」

「えっ？　いえ、熱やそういったものはないのですが、息苦しそうにしたりしていまして。昨日は、歌も歌えていなかったみたいですし……」

　昨日、姿を見なかったのはそれが理由だったのか。

　歌えなくなるほどに悪化しているのならば、症状自体は、数日前から現れていたという事だ。

「じゃあ……少し急いだ方が良いかもしれません」

「えっ？」

　フィルの表情が少々強張る。

「ミーシャに……自身の記憶が失われている事を話しましょう」

「はぁ!?」

　フィルは今までに見せた事のないような、年相応の純粋な驚きの表情を浮かべる。

「貴方、何を言っているのかわかっているんですか？」

「ああ、わかっている」

「ミーシャは……その事を言っても、すぐに忘れてしまうんです！　なのに、そんな辛い事を伝えるなんて。わざわざ、辛い目にあわせるなんて！」

　フィルは必死になって提案を拒絶する。フィルの反応は正しい。俺だって、一度はフィルに黙っておく、と約束までしたのだから。

「でも、ミーシャは今のままでも辛いと思うぞ」

　俺の言葉に、フィルは一瞬、硬直した。

「なんで、あなたまでそんな事を……」

「ボクが話したんだよ」

　後方から声が聞こえ、フィルの視線が俺から逸れる。

　俺の背後から、青い鳥が現れる。青い鳥もミーシャやフィルが心配だと言っていたので、連れて来ていたのだ。

「ボクは、ミーシャともお話をしていたんだ。それで、その事を話したらそうするべきだとアルに教えて貰った」

　青い鳥は、フィルやエフィ、街の住人達の他にも、ミーシャとも定期的に話をしていたらしかった。その話の内容も、先程色々と教えて貰った。

「と、言う訳だ。これ以上、青い鳥に力を使わせていても、ミーシャも青い鳥も辛いだけだ。青い鳥も……いくら人間ではないとは言え、死んでしまうかもしれない」

「人間ではない……それは当たり前でしょう。御伽噺の中に出てくるような存在なのですから」

「そう。それだ。だが、正確に言えばコイツは青い鳥でも何でもないんだぜ」

「青い鳥じゃない……？」

　フィルは、情報の処理が追いついていないようで、ぽかんと口を開けたまま固まってしまう。そりゃあ、いきなりこんな真実をマシンガンのように撃ち込まれているのだから、仕方が無い。でも、本当に伝えなければならない事は、ここからだ。

「──コイツは、ドラゴンだ」

　俺のこの言葉で、フィルは完全に固まった。

　やはり、フィルも青い鳥がドラゴンだと言う事を知らなかったのか。

「……エフィさんと同じ、ドラゴンだと言うのですか……？　その、根拠は？」

「まず、この羽。すべてのドラゴンは、角と羽を持っている。青い鳥の耳の辺りにも、羽のような物が飛び出しているが、青い鳥の角はこれなんだろう」

　そう説明すると、フィルは青い鳥の羽や全身へと視線を泳がせる。

「ただひとつ、疑問だったのは、エフィと会った時に青い鳥が〝ボクは青い鳥だ〟と自己紹介をして、それが嘘だとエフィに認識されなかった事。話を聞けば、まぁ納得はした」

「ボクは、君が〝青い鳥〟だとあの時呼んだから……自分でもそうなんだって思っていたんだ」

　つまり、青い鳥自身も「自分がドラゴンである」という事に気付いていなかったのだ。そのため、エフィに自己紹介した際も、『真実ではないが、嘘をついたわけではない』という状況が生まれ、嘘のモンスター達が現れなかったのだろう。先程青い鳥から話を聞いた際に、そう納得した。

「コイツを、〝青い鳥〟と最初に呼んだのはお前らしいな。なら、青い鳥が生まれた時の事をお前はもちろん知ってるんだろう？」

「……」

　フィルはただ静かに、俺の問い掛けを聞いていた。答える気は無いようだ。

「……突然現れた大きな卵から生まれた、コイツの姿を見たんじゃないのか。ドラゴンのエフィも同じように生まれたのを、俺はこの目で見てる」

　フィルの口角が僅かに震える。やはり、青い鳥の──ドラゴンの主はフィルだ。

「このままじゃ、お前もミーシャも不幸なままだぞ」

「っ……貴方は、知らないでしょう！　僕が、どんな気持ちでミーシャの記憶が消える三日後の朝に、〝はじめまして〟って挨拶をしているのか！　心にこみ上げてくる感情を抑えて、あたかも他人のように振る舞う。こんな時……ミーシャにどんな想いを抱いてるのかも……」

　何かが爆発したように、フィルが反論をしてくる。

「ああ、俺はお前じゃないからな。逆に、お前だって俺の事なんて知らないだろう」

「知るわけがないでしょう！」

「そうだ、でも俺だけじゃない。お前は、ミーシャの事だって知らない。青い鳥の事もだ」

「えっ？」

　フィルの顔色が変わる。

「どういう、意味ですか」

「お前は、コイツの能力について。何を知っている？」

　チラリ、と青い鳥の方へと視線を移した後、俺へと視線を戻してフィルが答える。

「……人を幸せにする能力じゃないんですか」

「それは、御伽噺の中の青い鳥だろ。コイツはさっきも言った通り、青い鳥ではなくドラゴンだ。ドラゴンには、固有の能力がある。コイツの場合……」

「幻を見せる能力」

　俺の言葉を遮って、青い鳥がフィルに言い放つ。

「え……？」

　フィルが小さく、驚きの声を漏らした。




　青い鳥と話をした時、俺は昨日ニールから聞いた話と、そこから組み立てた仮説を思い返していた。

　街でニール達と別れる直前、『この街を覆う力の元は、何だ？』という俺の最後の質問に対し、ニールはこう答えた。

『この街を包んでいる力は、ドラゴンの力だ。これは、間違いない──』

　この答えは、俺が考えていた仮説と一致していた。

　では、この街で起きている謎の現象とは具体的にどういうものなのか。

　お互いがお互いを「化け物ではないか」と疑いあう、極端に陽気な住人と、陰気な住人。

　陰気な住人が言う、死んだ人間や、この街に居ないはずの人間を見たという話……。

　俺は、陰気な住人達から得た情報をまとめて、ひとつの仮説を立てた。

　陰気な住人達が見ているのは幻なのではないか？　と。

　信じられない部分や疑問に思う所はあったが、街の中で限定して起きている現象である以上、「街を覆う力によって、幻を見せられている」と考えるのが一番しっくりくるのだ。

　ならば、陽気な住人は何なのか？

　彼らは、皆幸せそうにしていて、幽霊を見たというような話は一度も聞かなかった。陰気な住人とは別の幻を見せられていて、だからあんなに楽しそうにしているのだろうか。

　そう考えると辻褄が合うような気もするが、なぜ住人によって見える幻が異なるのか、それがどうしてもわからなかった。

　青い鳥の「願い」を聞き入れた後、俺はその疑問を青い鳥にぶつけた。すると、予想外の答えが返ってきた。

「……本当は、ミーシャの周りにちょっとだけ。僕の力で〝幻の住人〟を作る予定だったんだ。記憶をなくしてしまう病気のせいで友達が出来ないミーシャのために、毎日彼女の元へ遊びに来させて、彼女を寂しがらせないようにって。その〝明るい住人〟、ってアルが呼んでいるのは、全部ボクが作った幻だよ」

　青い鳥のこの答えを聞いて、心底驚いた。

　なにしろ、あんなにも人間らしく明るく振る舞っていた住人達が、すべて幻だと告げられたのだから。まったく、気が付かなかった。

「正確には、記憶を形として呼び起こす能力……って言うのかな。明るい住人達、あれは皆、この街にたくさんいる別の住人達の記憶から作り上げたんだ。実際にいた人間を土台にして、幻として作り上げただけなんだ」

　だから、どの幻もあんなに人間らしかったのかと合点がゆく。

「なるほどな。それじゃあ、ミーシャの眠っている記憶を形にして見せてやる事も出来るんじゃないのか？」

　純粋な疑問をぶつけてみる。記憶から何かを呼び起こせるのなら、本人が思い出す事が出来ない、失われた記憶を取り戻して形にしてやる事も出来るのではないか。それを見せれば、一度忘れてしまっても、何度だって思い返す事が出来るはずだ。

「僕の能力では、眠ってしまった古い記憶や、失われた記憶を形にする事は出来ないんだ。誰かがしっかり記憶している事柄を基にして、幻を作り上げるだけ。たとえ記憶の奥底に眠っているものを無理やり形にした所で、本人が覚えていなければそれはただ歪なものにしか見えないだろう。僕の能力で出来る事なんて、本当にちっぽけなものなんだ」

　寂しげな表情で、青い鳥は答えた。

　きっと、青い鳥なりに色々とやってみたが、駄目だったのだろう。

「……お前は、どうしたいんだ？」

「さっきも言った通り、ミーシャを。ううん……フィルも、街の人間もボクが不幸にしてしまっている。だから、彼らを、彼女達を救ってほしい」

「それはさっき聞いた。お前はいいのか？」

「えっ？」

　何が？　と言いたげに、青い鳥が首を傾げる。

「俺なら、お前も救ってやれる」

「へぇ……お人好しだね」

　それはきっと違う。ただ、このままコイツらが面倒な事になるのを、見ていられなかっただけだ。

「これ以上、能力を使っていたってお前の体はぶっ壊れるだけだろ。今、能力を使わなくてもいい状況にするか、お前の体がぶっ壊れて能力が使えなくなるか。結局、行きつく先は同じだ」

　青い鳥は考える素振りをしながら、俯く。

「そうだね……このままじゃ、結局同じだよね。わかった、ボクも救って貰おうかな」

　俺は頷く。そして、庭を出て、二人でミーシャの元へと向かった。




「じゃあ……ミーシャの元へやって来ていた住人達は幻で。しかも、その被害は僕達のいる屋敷の外まで広がっている、という事ですか」

「ごめんね、フィル。ボクが気付いた時すぐに、言えなかったのが悪かったんだ。力の制御も上手くいかないまま、何も言えないまま……ずるずると今日まできてしまったんだ」

　青い鳥がフィルに謝罪する。

「お前と一緒に、ミーシャの所へと行きたいんだ」

　フィルの方は、まだ納得がいかない、というような顔をして、協力を渋っているようだった。

「頼む……こうしてお前に足止めされている間にも、ミーシャはどんどん自分を追い込んでいる。手遅れになっていたとしても、お前がいれば何とかなると思うんだ。お前が、ミーシャを救ってやれる」

　俺の言葉が、フィルの足枷を外す鍵となったらしい。

　フィルはひとつ息をついて、こちらへと視線を合わせた。

「わかりました。ミーシャの部屋は、こっちです」

　フィルは、俺達をミーシャの部屋へと誘導してくれた。




　フィルとぶつかった廊下のさらに奥へと進むと、ひとつの扉が見えてきた。

　フィルは三回扉をノックして、扉越しに声を掛ける。

「ミーシャ、僕だよ」

　その後、しばらく待つ。しかし、どれだけ待っても、扉の向こう側からミーシャの声が聞こえてくる事はなかった。

「ミーシャ……？」

　いつもは、すぐに返事があるのだろう。フィルが首を傾げながらドアノブに手を伸ばすと、ガチャリ！　と音がして、突然扉が開く。

　中から、ミーシャではなくエフィが飛び出してきた。

「あっ！　とどいた！　あのね、歌姫のおねえさんが、たいへんなの！」

　そう言って、エフィが真っ先に俺の手を引いて室内へと引き入れる。エフィの言葉にただ事ではないと感じたフィルと青い鳥も、俺達の後にバタバタと続いた。




「ヴヴ……」

　白く大きなベッドの上に、獣の唸り声のような声を出す、モンスターのようなものが座っている。人の形に似ているが、その形は一つにまとまらず不完全で。その表情は、少しだけ悲しそうに見えた。

「間に合わなかったか……」

　俺が予測していたうちの、最悪の事態になってしまっていた。

「エフィ、どうだ」

「うーん……このままじゃ、あふれてるから、わたし食べきれないよ……」

　たしかに、目の前にいるのは、黒い泥のようなものを全身から溢れさせている。

　数歩近付いてみるが、唸るだけで何もしない。こちらを攻撃する意思は無いようだ。

「ちょっと待って下さい……ミーシャは、どうしてしまったんですか……あの化け物に食われてしまったんですか!?」

　フィルは泥を溢れ出させるモンスターを指さして、慌てた声を出す。

「……ちがう。そこにいるのは、ミーシャだ」

「！」
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　そう、これはミーシャだ。泥で形が崩れ、ほぼ原型を留めてはいないが。

「ミーシャも、ずっと嘘を吐いていたんだ。エフィが側にいたおかげで、ミーシャに憑いた大量の嘘が形になって現れた。そして……見事に溢あふれちまって、こうなったって事だ」

「嘘……？」

　エフィが近付くと嘘は形を成す。ひとつふたつならば、先日、フィルの足元に纏わりついていたような、可愛らしい見た目のか弱いモンスターだ。エフィの食事として、一瞬で平らげられてしまう程度の。

　しかし、嘘が大きくなると、しだいに嘘が宿主を覆い、果てにはこうして人を飲み込んでしまう。こうなると、エフィでも食べる事は出来なくなる。

「本当は、フィル。お前がこうなっちまうんじゃないかと俺は危惧していた。ミーシャが記憶を失うたびに〝はじめまして〟と言っていたらしいしな。だが、青い鳥の話を聞いて、本当にやばいのはミーシャの嘘だと思った」

「その嘘って、何なんですか……！」

　フィルが、乱暴に俺の胸倉を掴んでくる。焦りや不安から、完全に自分を抑制しきれなくなっているのだろう。

「こればかりは、青い鳥も気付いていなかったようだからな。そりゃあ、本当にバレたくなければ、誰にも話さない方が良いに決まってる。だから──これは俺の推測になる」

　興奮状態となっているフィルにも聞き取りやすいように、単語を区切りながらハッキリと伝える。

「それは……？」

「ミーシャは、お前の事を覚えている」

　そう伝えた瞬間、フィルから手の力が抜けた。

「どういう……意味、ですか……？」

「青い鳥は、ミーシャともよく話をしていた。その時、お前の話が良く出ていたというんだ」

「うん、ミーシャはボクからフィルの話を聞きたがってた。記憶が消えた日は、特に」

　青い鳥も、フィルを諭すように語り掛ける。フィルは戸惑いを隠せずに、その額に汗を滲ませたまま、黙って俺達の話を聞いていた。

「本当にお前のすべてを忘れているのなら、毎度そんな事しないはずだ。だから、お前の姿か名前か。または両方か。お前の一部は、記憶が消える日でもミーシャはしっかりと覚えていたんだ」

「なら、どうしてそれを隠す必要があったんですか」

　フィルの声は震えていた。お互い隠し事をしていたために、ミーシャは嘘に取り込まれてしまった。フィル自身も、もう気付き始めているのだろう。

「それはお前と同じ理由だろうな。〝悲しませたくなかった〟……名前や姿は覚えているのに、どんな風に過ごしたかだとか、そんな事は思い出せないんだ」

　フィルがごくり、と唾を飲む。

「自分にとって大切なものであるのはわかっていたのに、どんな風に今まで過ごしてきたのかわからない。なら、お前みたいに〝はじめまして〟と言ってしまった方が、お前を悲しませなくて良いと、ミーシャは判断したんじゃないか」

「そんな……じゃあ、ミーシャは自分の記憶が失われている事に気付いていたって事ですか」

「家族の事にしろ、自分の事にしろ。一部しか覚えてなければ、そりゃあ忘れているとはいえ自分でも何かおかしいと気が付くだろう。ミーシャはそんなにバカじゃないはずだ」

　下唇を噛んで、フィルが俯く。

　今までただひたすらに隠してきたもの、それが実はすべて無駄な行為だった。

　それは、フィルだけではない。ここにいる三人全員に言える事だろう。

「ミーシャに憑いた嘘を剥がすには、お前の言葉が必要だ。ミーシャにすべて伝えてやれ」

「伝えるって、今さら何を……」

　フィルは悔しさを滲ませた声を振り絞った。すべてを理解した今、罪悪感か……それに似た何かに苛まれているのだろう。表情は暗く沈んでいる。

「自分の胸に訊けよ。言いたい事いっぱいあるんだろ。長くなっても良い。お前の言葉だけが、ミーシャを救ってやれるはずだ」

　フィルの背中を軽く叩いて、嘘にまみれ輪郭がおぼろげになってしまったミーシャの前へと押し出す。

　フィルは、戸惑うような視線をこちらに送ってきたが、俺が何も言わない事を確認すると、覚悟を決めたのか、ゆっくりと深呼吸をする。

「ミーシャ」

　フィルは、ミーシャの名前を呼んだ。




　　　　　＊




　私は、自分の事が嫌いです。

　私は、記憶をなくしてしまいます。それは、病気のせいなのかもしれないし、自分のせいなのかもしれません。君は、教えてくれないけれど。

　でも、朝に君が私に挨拶をしてくれる時。私は、幸福に包まれたような感覚になるんです。君が、私に与えてくれたものは何だったのか、思い出せないのですが。

　いつ、何処で出会ったのか。君の姿や、名前は覚えているのに。何故、思い出せないのでしょう。

　君も、私の事を忘れてしまっているのでしょうか。本当に、私達は〝はじめまして〟なのでしょうか。

「どうして、思い出せないの……」

　胸の奥がとても痛い。そして、苦しい。

　きっと君は、どんな時も私の事を大切にしてくれたのでしょう。優しくしてくれたのでしょう。笑顔にさせてくれたのでしょう。

　でも、そんな君の表情は、私の中のどこを探しても見当たりません。

　周りが真っ暗闇な、迷路に投げ出されたかのようです。

　私の好きな自分の名前。愛する家族から貰った、大切な名前は思い出す事が出来ます。

　私の好きな家族。その顔と名前、そして少しだけですが、一緒にご飯を食べた日の事を部分的に思い出す事が出来ます。

　私の好きな歌。歌詞が、思い出せなくても。メロディーは思い出す事が出来ます。

　そして、私の好きな君。大切だと思うのに、それだけはわかるのに。

　何故、君の姿と名前以外、何も思い出せないのでしょうか。

「フィル……」

　君の名前を呟いてみました。今さら名前を呼んだ所で、私の周りの暗闇が晴れる訳ではないのですが。

「──……」

「えっ？」

　誰かの声が遠くから聞こえてきます。これは、私の知っている声──？

「ミーシャ」

　今度は、ハッキリと聞こえてきました。この声は、私が良く知っている、大切な君の声。

「フィル！」

　頑張って声を出します。最近は、体調が悪くて思うように歌も歌えなくなっていたので、ちゃんと届くのか不安でしたが。私は、精一杯声を上げて、フィルの名前を呼びました。

「僕、ミーシャに謝らないといけない事があるんだ」

「私も、フィルに謝らないといけない事があるの」

　私の喉は、何かが詰まっているようでした。いつもより、声が小さくなります。だけど、気にせず私は暗闇の中で声を張り上げ続けました。

「僕、嘘を吐いてたんだ。君のご両親がお仕事で遠くに行ってしまう事になって、君の事を任された時。少しだけ、プレッシャーだった。僕なんかで良いのかって。お屋敷に雇って頂いた時ですら、胸が張り裂けそうだったのに」

「そんな事ないわ」

　きっと、お父様もお母様もフィルの事を気に入ってくれていたはず。だから、お屋敷に呼んだんだと思う。その日の事は、もう思い出せないけれど。

「記憶が消えた日、病気の事は君のご両親はいつも朝に説明していたらしいから、僕もそうしなければいけない、と思った。けれど、初めて伝えたあの日、君がとても悲しそうな顔をしたんだ。それで、僕、嘘を吐いてしまった。君に〝はじめまして〟って言っちゃったんだ」

　私が空っぽになる日。フィルは、いつも〝はじめまして〟と言っていた。どうしてそんな事を言うのか、わからなかった。本当に私の事を忘れてしまったのかと思うと、不安だった。

　でも、違ったのね。

　私のためを思って、そう言ってくれていたんだわ。

　でも……でもね。

「私も〝はじめまして〟じゃない事、わかっていたの。でも、言えなかった。口から出せない時、私、とても悲しくなったんです」

「だから、ちゃんと謝ろうと思う。ごめんね、ミーシャ」

「私も！」

　私も、ちゃんと謝らなくちゃいけない。

　なのに、泥のようなものが喉まで流れ込んできて、その言葉を口に出す事が出来ない。

　謝らなくちゃいけないのに……フィルに、ちゃんと言わなければならないのに。

（私も、フィルに謝りたい！）

　そう心の中で願った瞬間、暗闇から一筋の光が差した。

「剥はがれた！」

　可愛らしい声が聞こえてきて、光が大きくなる。

　眩しい。けれど、私はその光に向かって、必死に手を伸ばした。




「ミーシャ！」

　フィルの顔が見える。次の瞬間には、私の体はフィルに抱き締められていた。

「ごめん、本当にごめんね、ミーシャ」

　声を震わせながらフィルが謝罪をする。その体も、僅かに震えていた。

「ううん、私も。私も、フィルに謝らないといけないの」

　今まで溜め込んでいたものは。私を暗闇へと引きずり込んだものは。

　もう、剥がれ落ちた。

　だから、今ならちゃんと言える。

「私、フィルの事、覚えているのに思い出せなかったの。あなたの名前と顔はわかるのに。それ以外は何も思い出せなかったの。だから……そんな事をフィルに言ってしまったら、悲しませてしまうと思って。言えなかったの……」

「そうか、そうだったんだね。良いんだよ。僕には、昔から特徴なんて何も無かったんだから。名前と顔を覚えてくれていただけでも、僕自身の事をすべて忘れていなかったのなら。それは、とても嬉しい事なんだ」

「フィル……！」

　フィルの名前を呼ぶ。私の目から、涙が落ちた。

「ごめんなさい……」

　最後に声を絞り出す。ちゃんと、フィルに聞こえたかな。

　その後は、フィルに寄り添ったまま、静かに二人で泣き続けた。






[image: ]








【七日目】




　いつもより静かな朝。

　大きな白い丸テーブルを囲むようにして、俺とエフィ、そして青い鳥が座っている。

　俺達はお菓子と紅茶を振る舞って貰う事になり、ここでこうしてフィル達を待っていた。

「わたし、あんまり食べられないかも……」

「まあ、あんだけでかい嘘食えばそうだろうな」

　人の形を崩す程に大きくなった嘘だ。この先一週間程度は何も与えなくて良いくらい満腹になっていてもおかしくはない。

　一度に一週間分も満たされる程食べた事は無いので、どんな感覚かはわからないが。ドラゴンは、胃袋の作りも人とは変わっているのだろう。

「これで、皆幸せになれるかな」

　青い鳥が、微笑みながら呟く。昨日とは違い、ただ純粋な表情に見える。




　昨日、ミーシャから嘘を引き剥がした後、青い鳥は街全体に使っていた能力を解除した。

　青い鳥の言った通り、陽気な住人、と俺が称していた住人はほとんど消えた。

　街には当然混乱も訪れたが、警騎隊からの説明もあり、夕方になる頃には、以前の活気を少しずつ取り戻しているように見えた。ここの住人達の適応能力はかなり高いらしい。

　ミーシャの所へ遊びにくる住人も消えてしまったので、ミーシャが寂しがってしまうのではないか、とフィルは心配をしていたが、ミーシャはフィルが聴いてくれるのならば良い、と笑って答えていた。

　ミーシャの歌と人柄があれば、また彼女の周りには自然と人が集まってくるだろう。

　今度は、幻ではない住人が。少なくとも、俺はそう思った。




「前よりはマシだと思うぞ。もう、青い鳥なんて呼ばれる事も無くなるだろうけど」

「そうだね。もともと力を使ってる時だけ、この羽は出てきてたから。それ以外にも出せるけれど、疲れちゃうんだよね」

「……そういえば、俺もこの街では異常に疲れやすかったな」

　ニール達に街で会った時には、『ドラゴンの力が街全体を覆っているために、その負荷が何らかの形で人間にも影響を出しているのでは？』と言われた。

　まぁ、ただ単にエフィに振り回されたりして蓄積されていた疲労が、ここでどっと出てきただけなのかもしれないが。

「警騎隊の隊長さん達とは、会ったんだろう。どうするんだ？」

　ミーシャ達の一件が終わった後、ニール達警騎隊がこの屋敷にも尋ねて来たようだった。

　俺は、あのブレット、というやつにまた睨まれるのはご勘弁願いたかったので、エフィと共に部屋の中に引っ込んでいたのだが。

「うん。でも、ボクはここに残るって言ったよ。この街、大好きだし」

「そうか。警騎隊の方が安全だとは思うが」

「うんとね、この街にはそんなに悪い人もいないし。あ、あと大きな木がたくさんあるし。ボク、大きな幹に横たわって寝るのが好きなんだ。だから、こっちの方が良いかな」

「ねぇ、何の話をしてるの？」

　エフィが話の途中で割り込んでくる。

　ここで俺は考えた。

　青い鳥がドラゴンだった事。そして街全体に掛かっていた幻を見せる能力の事。警騎隊の説明。

「……お前はアホだから、話に入ってこなくて良いんだよ」

　俺は、それらをすべてエフィにわかりやすく伝えるのは面倒……いや、困難だと思い、一蹴する事にした。

「えー！　なんでなんで！　教えてよーパパのいじわる！」

　ここでエフィが更に突っ掛かってくる。

　しまった。逆にスイッチを入れてしまったみたいだ。

「アルはエフィのパパなの？」

「うん！　あと、アルって名前もウソなんだよ！」

　エフィが青い鳥に軽々とネタ晴らしをする。あまりにもすんなりと口を滑らせたものだから、止め損ねてしまった。

「それでね……モゴモゴ！」

「それ以上言うと、今後永遠におやつ無しだからな」

　エフィの口を塞いで、これ以上何も言わせないように阻止する。俺の腕の中で、エフィがモゴモゴとバタついていた。

「君達、やっぱり面白いね」

　青い鳥がくすくすと隣で笑う。

　俺からしてみれば、面白い事なんて何も無いんだがな。

「おまたせしましたー」

　ここで、タイミング良くお菓子と紅茶を持ってきたミーシャ達に俺は救われる事になる。




「本当に、もう宜しいんですか？」

　ミーシャが寂しげにこちらに語り掛ける。

「ああ、本来の目的である情報収集も終わったし。そろそろ、違う所に行かなければならない。旅人の宿命、というヤツだよ」

「そうですか……。それでは貴方達の旅路に幸福があらん事を、お祈りさせて頂きます」

　澄みきった声で、ミーシャは俺達に祈りを捧げてくれた。

「色々とご迷惑をお掛けしました」

　その隣で、フィルが深々と頭を下げる。

「まぁ、もう済んだ事だ。気にすんな」

　ぶっきらぼうに謝罪を遮ると、フィルはまじまじとこちらを見つめる。

「……アルさん、初対面の時とは随分雰囲気が変わりましたね」

　そういえば、今はフィル達に対しての話し方は、普段とはあまり変わらない「素」の話し方に戻ってしまっている。詐欺師という職業柄、あまり本来の姿をさらすのは好ましくないのだが……。

「昨日は急がなければならない場面だったし、一度素の状態を出してしまえば、もう隠す必要も無いからな」

「でも、そちらの方が、アルさんに合っていると思います」

　それはどういう意味なのだろう。目つきが悪いからか？

「そうだ、これあげる。エフィ達に、友情の証として」

　悶々としていると、青い鳥が俺達の目の前にやって来た。

　そして、腰の辺りをもぞもぞと探った後、そこから数枚の青い羽を俺達に差し出す。

「キレイ！」

「ふふ、エフィはたくさんお話してくれたしね。また、お話出来ると嬉しいな」

　青い鳥が、寂しさを微かに滲ませながら、エフィに微笑んだ。

「そうだ。もう、〝青い鳥〟なんて呼べないよな。ちゃんとした君の名前を考えなくちゃ」

　フィルが唐突に、そう呟いた。まぁ確かに、実際には青い鳥ではなかったのだから、今のままだとこの先困る場面はあるかもしれない。唯一、事態をよくわかっていないエフィだけが、首を傾げながらも、青い鳥がどんな名前にするのか興味津々といった顔だ。

　青い鳥はしばらく考えていたが、ふいに顔を上げる。

「じゃあ、アルがいいな」

「……なんでだよ」

　青い鳥がそう言った時、心底驚いた俺は「げっ」、と変な声を漏らして、つっこんでしまう。

「どうせ嘘の名前ならさ、いいでしょ？　ボクに頂戴よ、アルって名前」

　耳元で、小さな声で囁かれる。どうやら、他の二人には知られないようにと気を遣ってくれているらしい。

「あー……」

　返答に窮する。偽名であるとはいえ、なんで俺の名前なんだ。

「まぁ……いいけど」

「やった」

　青い鳥が満面の笑みで、小さく呟く。

　その後、ミーシャ達への方へと振り返って、

「ボクはアルに助けて貰ったから、忘れないようにボクの名前もアルにしたいって言ったんだ。そしたら、アルが使ってもいいって。だから、ボクは今日からアルだ」

　そう、二人に伝えた。詐欺師よりもよっぽど詐欺師らしい口ぶりに、舌を巻く。

「そうか、それは素敵だね」

「うふふ、良かったわね、アル」

　フィルやミーシャも、青い鳥と一緒に嬉しそうに微笑む。

　前日までは、その名前は俺が呼ばれていたからか、どうにもむず痒い気持ちになる。

「また、この街には来られるんですか？」

　フィルが俺に尋ねてくる。

「そうだな……気が向いたら」

「また、歌姫のおねえさんの歌、ききたい！」

「あら、嬉しい。じゃあ、たくさん歌の練習をしておかなくちゃね」

　ミーシャは少し屈んでエフィの目線に合わせ、エフィの言葉に答えた。

「じゃあ、そろそろ失礼します」

　このままでは、エフィがより一層にこの街から離れられなくなってしまう。そう思った俺は、体を翻してエフィの手を少し強引に引っ張り、街の外へと続く道を踏み出した。

「ばいばい！」

　エフィは、完全に街に背中を向けてしまう前にミーシャ達へと手を振り、別れの挨拶をする。

　背後から、さようなら、という声が小さく聞こえた。




「……ん？」

　少し進んだ先で足元を見ると、小さな花が咲いている事に気付いた。

　いや……小さな花が、足元から行く手に向かって順番に花開き俺達の進む道を彩っていく。

　まだ寒い季節だ。花が咲くには早い。これは青い鳥の粋な計らいなのだろう。

　青い鳥の能力の範囲は、街の外にまで及ぶらしい。本当に広いな。

　……もう少し、情報を得ておくべきだったか。

「すごーい！」

　夢のような光景に、エフィが感動の声を漏らす。

「青い鳥のヤツかな。ま、こんな能力の使い方なら、全然良いだろう」

「青い鳥さん、じゃなくて、アルさんだよ！」

　エフィが俺に怒る。

「ああ、わかったわかった。まあ、あの街にももう寄る事は無いだろうがな」

「……やっぱり、あのまちには、もう行かないの？」

　俺の言葉に、エフィが暗い顔をする。

「前にも言ったが、俺は自由に街を行ったり来たりしている訳じゃない。いつどこで、誰に見られてるかわからないし、突然刺されてしまってもおかしくはない仕事だからな。俺が刺されたら、嫌だろ？」

　エフィが、黙ったまま首を縦に振る。

「そういう事だ。良好な関係を築けた相手だからこそ、迷惑は掛けられない。だから、俺達がまたあの街に行く事は無い」

「うー……」

　エフィはアホながらも、俺の言っている事の意味は大方理解出来ているのだろう。だが、それでも納得はしきれていない様子で、完全に膨れてしまっている。

「……色々解決出来たなら。もしくは、世界一周して、もう他に行っていない街が無くなったら。そしたらまた、連れて行ってやるよ」

「ほんと!?」

　まぁ、もちろん嘘なのだが。

　エフィは俺の嘘には気付かないし、これで良いだろう。

「ん？」

　突然、携帯のベルが鳴る。通話ボタンを押して耳へとあてると、帽子の情報屋の声が耳に飛び込んできた。

『やっほ～青い鳥探しは終わった？』

「ああ、収穫アリだ。次会った時にでも取引させてくれ」

『わお！　すごい。さっすが、凄すご腕うでの詐欺師だね。じゃあ、次はバーミリオンタウンでどうかな？』

「バーミリオンタウン？」

『朱の街』……か。聞いた事の無い場所だな。

　通話が終わったら、その街までのルートを調べておかなくては。

『そこもね～面白い伝説があんのよ。じゃ、私は先に行って、待ってるからね～。何か困ったら電話してきて』

「ああ、わかった」

　そこで電話を切ると、エフィが誰から？　と言うようにこちらを見つめてくる。

「……次に行く街が決まった。バーミリオンタウンだ」

「ヴァ？」

　上手く聞き取れなかったのだろう。アホみたいな声を、疑問系でエフィが出す。

「おいしいおかし、あるかな？」

「ああ、あると良いな」

　……次は、金を多めに用意しておかなくては。エフィが一緒だと、今までの用意ではいつ尽きても、おかしくない。




　俺には、まだ解決出来ていない事がある。一番初めに、自分の家族に吐いた嘘。この嘘が、今でも俺から剥がれ落ちてくれない。

　俺達のこの旅は、言い換えればただの逃避だ。俺は、ずっと逃げ続けている。

　きっと、一生背負っていかなくてはいけないものなのだろうと思う。

　許しを請う気も無い。それで良い。




「わたしも、パパのウソ、食べれるようになったらいいな」

「パパって呼ぶな」

　俺のつっこみに、エフィはぐえ、と言うような声を漏らした。

　……エフィが、俺の嘘を食べる。そんな日が来る事は、あるのだろうか。

　もしあるとするなら、それは俺が救われる日なのかもしれない。……なんて、今ではそんな事を考えてしまうようになった。

　こんな小さいアホに、期待を寄せるなんてのはおかしい話なのだが。

「わたし、パパとずっといっしょにいられるように、がんばるから！」

「そうかよ」

　あの衝撃的な出会いから、俺はこいつに振り回されっぱなしだ。

　だけど。

　……今は、しばらくこのまま振り回されている事が、幸せなのかもしれないな。
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　ウソじゃない。これは、たぶん、ウソじゃない。

　パパのウソは……あ、わたしがパパってよんだのはナイショにしててね。デコピンされちゃうから！

　それで、パパのウソは本当にわからない。ほかの人はウソをつくと、モンスターみたいなのが出て、わたしがパクッ！　って食べちゃうの。

　でも、パパは出てこない。なんでだろう？

　気になって、聞いた事がある。




「なんでパパのウソ、モンスターにならないの？」

「いいかエフィ、嘘っていうのはな、バレなけりゃ嘘にはならないんだぜ」




　うーん、むずかしい。でも、パパはエフィはアホだから、わからなくてもいいって言ってくれたよ。やっぱり、パパってやさしい！

　あ、そういえば自己紹介してなかった。

　わたしは、エフィーナ。ドラゴン！　ウソをたべる力をもってるんだよ。

　甘いおかしも大好き！　だけど、おかしじゃ、おなかはいっぱいにならないの。でも、大好きだから、食べるよ！

　パパとはじめて会ったのは、わたしが生まれた時。たまごのなかから、パーンと生まれたってパパが言ってた。

　そしてエフィーナってなまえをもらったよ。そういえば、パパの本名ってなんなんだろう？　いつも、ウソのなまえだからわからないや。

　わたしは生まれた時、自分が何ののうりょくをもっているのか、自分でもわからなかった。ほかのドラゴン達は、自分でわかるらしいんだけど。わたしはアホだから！　そう、パパが言ってた！

　何が出来るかわからなかったから、とりあえずパパの近くにいる事にしたの。




　はじめて行ったまちで、パパははじめてあった人に、たしか自分はしょうにん？　だって自己紹介した。

　その時は、たしかグリードってなまえだったかな。

　そのあと、その人にやどを紹介してもらって、そこにとまる事になったの。

　そして、ちょうさって言って、色々な人にはなしを聞く事になった。あ、このまちは小さかったから、いっしょにつれてってくれたんだよ！

　で、とある人にはなしをきいた時、ポンッ！　ってモンスターが出たの！　その人はびっくり！　パパも、びっくり！　わたしも、びっくり！

　何がなんだかわからなくなって、もうてんやわんや！

　とにかく、そのモンスターの正体をたしかめようとして、ちょっとゆびでつついてみる。モンスターはキュッと言って、ふるえた。

「どうすればいいんだろう」

　とほほ、とわたしは困っちゃう。だって、この時これが何かわからなかったから。

「食べてみろ」

　パパが言った。えっ？　これ、食べられるの？

　おそるおそる、モンスターをもち上げて、はしっこの方をかじってみる。

「おいしい！」

　おいしかった。これは、わたしには食べられるものなんだ。

「それが何なのか、未だハッキリとしないが……一つだけ、ハッキリとしている事がある」

　パパはそう言って、はなしを聞いていた人へとふりかえる。

「お前、今嘘ついたな」




　そのあと色々あったんだけど、その時もモンスターが出たりして、これはウソをつくとでるモンスターだ、ってパパが言ったの。

　だから、わたしはウソを食べるドラゴンなんだって。ウソ食いドラゴン！　ちょっと、カッコイイ。

　でも、パパのウソは食べられないなんて、ちょっとおかしい。たくさんウソをついてるのに。何か、ヒミツがあるのかな？

　……わからないなら、しらべればいいんだ！

　そこで、わたしはしばらくパパをちょうさする事にした。

　ちょうさは、パパがいつもしてるから、わかるもんね。……あ、ちゃんとメモしとかなくちゃ。忘れちゃうし。

　前に、パパが何かを買った時にオマケでもらったって、メモとえんぴつ、くれたもんね。これで、じゅんびはバッチリ！




　パパは、他の人みたいにちゃんとしたお家をもっていない。車ももっていない。

　だから、人の所にとめてもらったり、はいしゃくしたりしてる。

　はいしゃくって、ぬすむって事？　ってパパに聞いたら、パパはぬすむんじゃなくてかりてるだけだ、って言ってた。でも、車をもってる人とはなしをしている時に、こっそりカギをとってたの、わたし見てたけど、そのあと、カギを返した所は見なかったよ。

　次のまちに行く時、じかんがかかっちゃって一日じゃつかない時は、おそとでねたりする事もある。そういう時は、食べものも、近くからとってくる。

　木の実をとってきたり、ウサギさんをとってきたりする事もある。たまに、草を食べる事もある。

　わたしじゃ食べられないものばっかりだけど、パパは何でもたべる。パパは、すごいな。たまにおなかこわしちゃう事もあるけど。

「パパはウソ、食べないの？」

「食べられるなら今こんなモン食ってない」

　おなかをこわして、ちょっと苦しそうにパパは言った。

　パパはウソは食べられないらしい。ドラゴンとにんげんってちがうらしいけれど、どのくらいちがうんだろう。ちょっとだけ、気になった。




　べつの日。こんどは、ちがう所をちょうさしてみる。

　パパは、目つきがわるい。そして、ひだりのほっぺにキズがある。

　このキズはむかしネコにひっかかれたんだって言ってたけど、本当なのかな？

　あとは、よく口元をかくせる服をきたり、てぶくろもよくしてると思う。

　口元は、気がゆるんでも大丈夫なようにで、てぶくろはたしか「しもん」がのこらないからいいんだって言ってた気がする。

　しもんがのこると、いけないのかな？　しもんって、なんだろう。

　服は、ちがうまちに行くたびにあたらしく買う。

　そのまちの流行の服をきてたほうが、相手は心をひらいてくれるんだって。お金はかかるけど、人のしんらいにまさるものはないって言ってた。

　たしかに、目の前に知らないヘンな服の人が出てきて、はなしかけられたら、わたしもこまっちゃうかも。

　あとは、きがえる時。服をぬいだ時に、おなかの所にツギハギがあったたよ。

　あれはなんだったんだろ？　オシャレかな？　これは聞きそびれちゃったから、わからなかった。

　こんどきがえる時、きいてみようかな。でもパパ、いつもわたしより先におきちゃうから、きがえてる所みれないんだよね。




　そういえば、服いがいにも、かみのけや、目の色もかわったりする。これは、またちがう日にきいたはなし。

　かみのけはそめたり、カツラをかぶったりするんだって。でも、カツラはお金がかかるらしいから、そめる事の方が多いよ。

　青っぽくなったり、緑っぽくなったり。とってもカラフルなの。

　目の色は、そういう事が出来るアイテムがあるんだって言ってた。コンタクト、だったかな？　わたしもつけたい！　って言ったけど、ダメって言われちゃった。

　かみのけも、わたしはそめちゃいけないって。なんか、かみのけがいたむんだって。かみのけも、いたい！　って言うのかな？

　パパは、本当はどんなかみで、どんな目の色をしているんだろう？　そう思って、パパに聞いてみたの。

「本当のパパって何？」

「……何だ、その哲学的な質問は。っていうかパパって呼ぶなよ」
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　ちょっと、一回では伝わらなかったみたい。

「かみのけとか、目の色とかいつもちがうでしょ。本当はどんなかみのけで、どんな目の色をしているの？」

　こんどは、ちゃんと言えた。パパも、ああ……となっとくして、答えてくれる。

「そうだな……髪の色は、お前と同じかな。目は青だ」

　わたしと同じかみの色で、青い目の色。そんなかっこうをしたパパは、まだみた事ない。いつか、みれるかな？

「そういえば、今のしつもんにはちゃんと答えてくれるんだ」

「別にお前に教えても困る内容じゃないし。しかもお前、答えなかったらしつこく質問してくるだろ」

　そんなにしつもんしてるっけ？　まぁいいや。

　またひとつ、パパのじょうほうをわたしはゲットしたんだ！




　パパについてちょうさをつづけて、まだ色々とわからない事がたくさんある。

　まず、パパのおしごと。パパは、「さぎし」っていうおしごとをしている。

　どんなおしごとなの？　ってきいたら、あんまり人にいっちゃいけないおしごとだって。ウソをつくのが、おしごとらしい。

　だから、はじめてのまちで、はじめての人にあいさつをする時は、おいしゃさんだったり、べんごしさんだったり、たび人になったりする。

　でも、今まで一度もそれがウソだってバレた事が無い。

「基礎的なモンの勉強はしてるからな」

　パパはそう言ってた。

　同じようなおしごとをしてる人いがいには、ウソをつかないといけないらしい。そうしないと、バレちゃうらしいから。

　ウソを人にバレないようにするコツって、なんなんだろう。うーん。わたしは、ウソをついてもバレちゃう。

　それに、パパって人のウソをみつけるのもとくいだ。

　ウソがじょうずだから、みつけるのもうまいのかな？




　ほかには、パパがすきなもの。きらいなもの。まったく、思いつかない。

　たぶん、これは知られてもこまらないはず。だから、ちょっときいてみる。

「パパの好きなものって、何？」

「酒と金と女」

　早かった。

「お酒って、おいしいの？」

「食べ物じゃなくて飲みモンだぞ。まあ、お前は飲むなよ。これはでっかくないと飲めないからな」

　そう言って、手にもっていたコップを口の所へもっていく。

　今飲んでるのが、お酒なのかな？

「わたし、もうでっかいよ！」

「チビじゃねぇか」

「チビじゃないよ！」

　前よりちょっと大きくなったもん。……ちょっとだけ。たぶん。

「ドラゴンに酒って、どうなんだ……？」

　パパはパパで、なんだかなやんでいる。

「お金もすきなんだよね」

「まぁ、たくさんあれば大体の事は出来るしな」

　お金は、この世界で暮らすにはひつようで、大切なもの。

　だって、お金があれば甘いものがたくさん食べられるし、他にも色々買ってもらえる。

「わたしも、お金大好き！」

「お、おう。なんか、お前が言うとやらしさが無いな」

　パパはちょっとこまったかんじで、顔をしかめる。

「やらしさってなに？」

　わたしのこのことばに、パパはさらに顔をしかめてしまう。

「いや、いい。金が好きなのは悪い事じゃない」

　うーん。やらしさは、またこんどしらべてみよう。

「じゃあ、女の人はなんですきなの？」

「なんでって……」

　さっきよりも、なやんでいる。そんなに、むずかしい理由なのかな？

「男はだいたい好きだと思うぞ」

　ふーん。そんなものなのかな？

「ほんとに？」

「ああ」

　パパが本当だって言うなら、本当なのかも。いや、ウソなのかな？

「わたしは、甘いものが好きだよ！」

「知ってる」

　わたしだけがパパの好きなものを知るのは、ふこうへい、っていうやつだと思って言ったんだけど、パパはもう知ってたみたい。

「好きだから、甘いもの、たくさんたべたい！」

「ダメだ」

　わたしが言いおわったちょくごに、パパが低い声で言う。

「なんでー！」

　好きなものは、たくさんあった方がいいのに！

「いいか、何かを好きになる事は悪い事じゃない。だがな、好きな物に溺れるのはいけない。酒にしろ、金にしろ、女にしろ、甘い物にしろ、だ」

　うーん？

「じゃあ、どのくらいの好きならいいの？」

「一日いっこくらい」

　うーん、ちょっとだけものたりない。

「でも、わたしガマンするよ！　おぼれないように、する！」

「おう」

　パパの言う事は、ちょっとだけむずかしい。もう少し色々しらべたら、わかるのかな？




「よし！」

　とりあえず、今日のちょうさした分のメモは終わった。

「うーん、がんばったけど、やっぱりパパの事はよくわかんないな」

　今までメモした分を見かえしたけれど、白いページもまだたくさんある。まだまだちょうさはたりない。

　そういえば、わたしは自分の事もよくわかってない気がする。ドラゴンって、何なんだろう？　まだ、わたし以外のドラゴンには会った事が無い。

　いつか、会える事はあるのかな？　他のドラゴンは、どんな「のうりょく」をもってるんだろう。

「何やってんだ、エフィ」

　パパが、おふろから戻ってきた。

　やばい！　このちょうさは、ヒミツだからバレちゃったらダメなんだ。

「なんでも、ないよ！」

　いそいで、まくらの下にメモちょうをかくす。ここなら、バレないもんね。

「そうか、早く寝ろよ」

　ほら、バレてない。わたしもけっこう、出来る子だね！

「おやすみなさい！」

「ああ、おやすみ」

　パパのあたらしい事を知るたびに、ちょっとだけうれしくなる。

　あしたも、がんばってちょうさをしようと思う。えいえいおー！




　　　　　＊




「……なんだこりゃ」

　エフィが寝てる隙に、急いで枕の下に隠していた物をそっと引き出してみる。

　そこから、前にエフィにあげたメモ帳が出てきた。

「うわ、字きたねぇな」

　だが、エフィに字なんか教えた覚えは無い。

　生まれた時からある程度言葉は喋ってはいたが、まさか読み書きまで出来るとは。

「いや……これ、〝書いたつもり〟なだけか」

　先程からページを捲り内容を見ているが、文字らしい文字が一文字も存在せず、ミミズの行進のようになっている。

「まぁ、いいか」

　メモ帳を閉じ、エフィを起こさないように元の場所へ戻すべく、そっと枕をめくる。そして、位置から角度まで寸分も違わぬように慎重に置いた。

　エフィ相手にここまでしなくとも、とは自分でも思うが、アイツは変な所で勘が鋭いからな。

「やっぱり、まだまだわかんねぇな……」

　ため息が零れる。

　エフィが生まれてから時間も経ったが、ドラゴンについて謎な部分は多い。

　観察自体は怠らないようにしておこう。ドラゴン自体、希少価値の高いものだ。大切に扱わなければならないだろう。

　……というか、目を離すと何をしでかすかわからないからな。

　エフィの顔をしばらく見つめた後に、自分のベッドに戻る。

　そのまま、俺は眠りについた。
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　この世界には、今現在、動物などを除けば大きく分けて二つの種族がいる。人間とドラゴンだ。

　人間は昔は、獣人や妖精など多岐にわたる種族ごとに事細かに区別されていたようだが、今は一括りで人間と呼ぶようになったらしい。

　いつから現れたのか、そもそもドラゴンというものが何故生まれるのか、どうして人の元だけに現れるのかなんてのは、ドラゴンである私達自身でも知る事がない。

　自己紹介が遅れたが、私の名前はニール・メイスフィールド。

　先程も言った通りドラゴンだ。警騎隊の現隊長を務めている。

　警騎隊とは、街の治安を守る組織で、まあ戦う警察とでも認識して貰えば早いと思う。

　前警騎隊隊長が、私の生みの親だった。強く、逞たくましい女性だった。今はもう、この世にはいないのだが。

　おっと、暗い雰囲気にしてしまったな。すまない。あまり重く受け止めないでくれ。そもそも、人間とドラゴンではその寿命から違うのだからな。

　……そうだな、折角なのでドラゴンがどんなものか、私達がどのような活動をしているか、書き記しておこうと思う。

　既に百年以上は生きているので、長生きな生物特有の長話となってしまうかもしれない。この前も、おじさんは話が長い、と子供達に言われてしまった。少し反省はしている。

　まあ……結局は私自身も、今の状況を軽くまとめたい、というのがある。それとなくで目を滑らせて貰っても構わない。




　まず、ドラゴンについて。ドラゴンは、様々な能力を持って生まれてくる。

　たとえば、私だと不死の能力。即死レベルの攻撃を受けようと、時間があれば回復する。そのドラゴンがどんな目的で、何故その能力を持って生まれてくるのか、というのはまだ解明されていない。

　しかし私は、ドラゴンは〝人の願いから生まれる〟のではないか、と考えている。この持論は、ある女性から教わったものだ。

　先程話した私の生みの親、警騎隊前隊長。名はエミリアだった。

　エミリアは、とにかく強かった。並みの男性よりも勇敢で、剣の腕前もかなりのものだったし、人望も厚い人だった。だから、警騎隊の隊長を務めていたのだろう。

　私が生まれた時、エミリアは驚きつつも、すぐに何かを察したような顔をした。エミリア自身は、何故私が生まれたのか、あの時すでにわかっていたのかもしれない。

　一部のドラゴンは固有の能力の他に、火を噴いたり、風を操る能力も微かながら持って生まれてくるものもいる。私は特に何も無かったが、強いて言えば他の人間やドラゴン達よりも腕っ節は強かったのかもしれない。初日に、食事をするためのスプーンを曲げてしまった時に、察した。

　その後、たくさんの事を私はエミリアから学んだ。剣の扱い方や、警騎隊の活動。それに、私のようなドラゴンがどんな扱いを受けてたりするのか、という事を。

　彼女は、すべてを救いたいと言っていた。夕暮れの陽を閉じ込め、静かに煌いていた瞳が、今でも印象に残っている。

　エミリアと生活を始めて数年後、私は彼女に聞いてみた事がある。

　私は、何故生まれたのか、と。

　何故あの時、エミリアにそのような質問をしてしまったのかはわからない。ただ、エミリアは少しだけ顔に影を落として、口を開いてまず初めに、私にこう答えた。

「私の願いを叶える為に、生まれたと思うの。貴方に限らず、ドラゴンは皆そうなのかもしれないわ」

　その後、彼女は私にその言葉の意味を語り始める。警騎隊は仕事柄、危険な場所への突入も少なくはない。そこで、命を落としてしまう事も……少なくは無いのだ。

　つい先日まで、一緒に談笑していた仲間が。笑い合っていた仲間が突如そこから消えたなら。誰よりも仲間想いなエミリアにとって、その事実はあまりに辛く、急所に銃弾を撃ち込まれるのと、ほとんど同じような痛みを伴うのだろう。

　そのような素振りは、その数年の間でも、一瞬も見せる事は無かった。強者と呼ばれる彼女の中にも、そのような弱さがあったのだ。

　そんな彼女を少しでも支えるために。私はこのような能力を持って生まれたのか。その時、曖昧だったものが色々とはっきりした。

「こんな顔見せるのは、貴方だけだからね」

　そう言ってエミリアは、初めて弱さを含んだ表情を見せた。私はその時、彼女を一番人間らしく感じたかもしれない。その後もエミリアは、私の前では時折、弱さを見せるようになった。




　……と、いう風に。この持論について、私自身が思い当たる節はこの辺りである。保護した他のドラゴン達から話を聞いたりする限りでも、この説はかなり濃厚なものではないかと思う。

　ああ、先程私は既に百年以上を生きていると言ったな。お察しの通り、ドラゴンの寿命は人間よりも遥かに長い。

　人の寿命が百年だとすると、ドラゴンは二百年程だと言われている。

　何故、ドラゴンが人間の倍程度の寿命を生きられるのかはわからない。そもそも、ドラゴンは人の姿に似ているとはいえ、生せい殖しょく器官というものは存在しないので、繁はん殖しょく等も不可能だ。それも、ドラゴンの希少価値が高いとされる所以であろう。

　しかし、寿命を縮めるとされるあらゆる障害を取り除けば、人間の寿命は二百年にもなる、というような話も聞いた事はあるので、そこから私達の寿命も決定付けられたのかもしれない。そこまで長く生きている人間を、見た事はまだ無いが。

　だから、遅かれ早かれ先に旅立つのは、主である人間の方だ。私もエミリアが旅立つまでにその事をすでに知っていたので、覚悟は出来ていた。

　──覚悟はしていたものの、やはり一番近しく、深い繋がりを持った者を失うというのは、得も言えぬ喪失感があった。

　私には痛覚というものは存在しない。そのはずなのだが、この時、初めてどこかが痛むのを感じた。これを、エミリアは何度も体験していたのだろう。

　私なら数度死んでいたと思う。これを耐え抜き、部下達に対しそんな素そ振ぶりをおくびにも出さなかった彼女は、やはり強く逞しい女性であったのだろう。




　……そう言えば、会うたびに名前や姿を変えているあの彼も。最近、ドラゴンを連れていたな。朱の街で再会した際に、その事実を知った。

　嘘を主食とするドラゴン。遠くから見掛けただけだが、身体は、女性寄りだったように思う。前述した通り、ドラゴンには生殖器等というものが存在しない。だから、声色、身体の丸み等で判別する。

　スレンダーな体型の場合、かなり判定が厳しくなる。この前会った青い鳥、と名乗ったドラゴンがその例だ。あの子はどちらで認識されているのだろう。

　色々と書いてしまったが、実際には、そんなに困る事はない。ドラゴンとして生きていく限り、気にする必要は無いものなのだ。

　ドラゴンとしてではなく、という例はどういうものなのか。それは、人間に混ざって生活をする場合になる。この場合についても、後で少し語ろう。




　一度、警騎隊の活動についての話に戻ろう。警騎隊は街の事件の解決や、他にはドラゴンの保護を行ったりもしている。

　ドラゴンは、様々な種族が一ひと纏まとめに人間と呼ばれるようになってなお、区別されて呼ばれる程に珍しく、特別扱いされている。神と崇める地域も存在しているそうだ。

　そのため、悪い輩の目にも留まるのだ。神というものは確かに平等らしく、そういった輩の願いにも呼応してドラゴンの卵を与える事もある。

　そうでない場合でも、略奪や強奪──元の主を殺害してまで奪われる事も珍しくはない。その後奪われたドラゴンはどうなるのかと言うと、闇市で高値で取引されたり、奴隷として売買されたりと、良くない方へと利用される。

　そんな輩からドラゴンを取り戻し、保護をするのが、警騎隊だ。

　保護したドラゴンには、ある程度成長するまで教育を施し、その後、ドラゴン自身に将来を選択させる。

　ドラゴンとして生きるか、人間として生きるか。

　まず、ドラゴンとして生きる場合。

　この場合は、ほとんど警騎隊に入る事になる。ドラゴンとして他の場所へ行っても、また狙われるだけだからだ。そもそも、保護されたドラゴンは、人間から酷い扱いを受けてきた者ばかりなので、ドラゴンとして他の場所で生きていく、なんて言う子はほとんどいない。

　次に、人間として生きる場合。

　この場合は、戸こ籍せきの取得他を警騎隊がサポートし、不安や疑問をなるべく解消してやってから送り出す。

　元々、外見だけではドラゴンかどうかの判別は困難だ。耳は尖ってはいるが、人間にもそのような種族は存在する。手当り次第に攫って行く輩もいるが、能力を使わない限り、ドラゴンだとバレる事はまず無い。

　能力を使った場合どうなるのか。最も特徴的なのが、我々ドラゴンが能力を使用する際に、生える角と羽だ。

　能力を使わない場合でも力をコントロールすれば角と羽を出したり引っ込めたりする事は出来、訓練をすれば、その羽で空を飛行する事も可能になる。

　便利な能力だが「私はドラゴンです」と高らかに宣言しながら空を遊泳しているに等しく、危険でもある。そのため、人間として生きるドラゴンには、能力の使用が固く禁じられている。

　また、人間との結婚も出来ない。事情を知っているドラゴン同士で、人間の振りをしつつ籍を入れる、といった例は存在するが。

　窮屈そうな事例を書き連ねてしてしまったが、実際には、彼らは特に不自由なくのびのびと生きている事が多い。もともと、人間として生きる事を選ぶドラゴンは、争い事が苦手な内向的なタイプばかりだから、トラブルを起こすなんて事も滅多に無いのだ。




　……と、警騎隊に保護されたドラゴンの行き先はこのような感じだ。

一方で、警騎隊に保護されずに、人間社会に紛れ込んでいるドラゴンもいる。

　それが、あの詐欺師、テオバルド・レオンハーツと一緒にいた、エフィーナというドラゴンのような例。主である人間と共に行動をするパターンだ。

　大きな街から外れた場所にひっそりと暮らしている場合は、人目に付かず安全なため、特にこういった事が多い。

　ほかにも、青い鳥、と名乗ったあの子のように、最初から周りにドラゴンと認識させずに生きている場合もあるし、ドラゴンを授かった主自身から、警騎隊に預かって貰いたい、と依頼される事もある。後者は特に、生まれてすぐのドラゴンは力の制御が出来ずに、角や羽を出したままになる事も多く、周囲に主ともども狙われてしまうリスクが高いからだ。

　あの詐欺師の場合、彼自身が強いから、幼いドラゴンとハイリスクな二人旅がこなせているのだろう。心労の方は、計り知れなかったが。




「隊長、何しているのですか？」

　ふと、声を掛けられて手を止める。顔を上げると、ブレットがそこに立っていた。

「いや、少し日記でもつけておこうかと思ってな。最近、物忘れも多くなってきたようだから」

「多分、死亡回数が多くなったのでそのショックだと思うのですが……」

　心配そうな顔をしてこちらの様子を伺ってくる。ブレットからこうして感情を向けて貰うまでにも、なかなか時間が掛かったものだ。

　昔の彼の姿を思い出しつつ、一人で感傷に浸る。

「少し、隊長が出向く仕事の数を減らしても良いのではないですか？　僕は隊長のお体の方が心配です」

「不死身のドラゴンに対して掛ける言葉ではないとは思うが」

「不死身、とは言っても、正確には外部から受けた傷を回復させる能力でしょう。老ろう衰すいというものはあるはずです」

　確かに、ブレットの言う通りだ。私の能力は、外部から受けた傷を速やかに回復し、その前の状態に戻る能力だ。周囲は「不死身のドラゴン」なんて呼んでくれるが、寿命が来れば普通に死ぬだろう。

　ドラゴンは歳の取り方すら、人とは少し異なっている。個体差はあれど、ほとんどが実年齢と見た目とが一致していないのだ。

「あの、隊長。先程からずっと手が動いているのですが……日記とは、そのように長々と書くものなのですか？」

　ブレットの言葉に、ピタリ、と手の動きを止める。確かに、これは日記ではないような気がする。更に良く考えれば、日記を書こうとしていた訳でもない気がする。

「そうだな……日記ではないかもしれない。伝記の方が近いかもしれないな」

　伝記、というのも違う気がするが。日記よりは、近い気がする。

「ブレットも書き記してみてはどうだ？」

「僕の一生なんてクソにも満たないですよ」

　ブレットが謙遜する。……彼は時折、どこで覚えて来たのかわからない、荒い言葉を使う事がある。

　こちらで保護してからは、そのような言葉を教えた覚え事は無いので、きっと元の主の影響なのだろう。

「汚点を書き残しておけば、これから先同じ道を歩まないようにするための訓示にもなるだろうさ」

　そう伝えると、ブレットは考え込んで、数十秒後に小さく頷いた。

「確かに、隊長の言う事もわかります。どれに書けば良いんですか？」

「そうだな、私のを使うといい。まだページも余っている」

「……隊長の続きに書いたら、隊長の伝記としての意味が無いのでは？」

　確かにそうだ。まぁ、細かい事は良いだろう。

「私の伝記ではない。ドラゴンの伝記だ。だから、ドラゴン達の様々な生き様が書かれていれば良いのではないか？」

「なるほど……さすが隊長ですね」

　わりと適当な事を言ってしまったのだが、ブレットは感心した風に、うんうんと首を小さく縦に振る。昔から変わったのは良いが、どうにも私を信仰し過ぎている気もする。

「どの程度まで書けば良いのでしょう」

「なに、書けるだけ、好きなだけ書くといい。私のを読んで、参考にしても良い。今から書くのは、自分自身の写し絵のようなものなのだからな」

　椅子から腰を上げて、ブレットに座るように促す。普段私が利用しているものだからか、ブレットは少しだけ躊躇ためらったが、ようやく椅子に腰を下ろすと、机の上に乗せられたノートと向き合った。

　パラパラとページを捲る。ブレットは、文章を読むのが早い。普段から本や大量の書類に目を通したりするからだろうか。いや……若さの違いなのかもしれない。

　その後、自身の影から右手をむき出して、彼はペンをとった。




　　　　　＊




　僕の名前はブレット。ブレット・グレイヴスだ。

　正直、隊長の言葉に乗せられてペンをとってはみたものの、何を記せば良いのかわからない。今まで仕事の書類以外で、こうして紙と向き合う事もなかった。

　それ程までに、僕の人生というものは薄暗く、淀よどんだものだからだ。

　そうだな、まずは名前の説明でもしておこうと思う。僕のこの名前は、警騎隊現隊長、ニール様に付けてもらったものだ。

　由来は、直接聞いた事は無いが、今思い返せば出会いの場が墓場だったからかもしれない。その出会いについても、書き記しておこう。




　あれは、今からもう十年ほど前になるのだろうか。隊長と出会う数年前に、僕は生まれた。

　主と呼ぶのも腹立だしいが、此処では便べん宜ぎ上そう書き記しておく事にする。僕の主は、とあるギャング団に所属していた。そのギャング団のメンバーである証として、身体の何処かに必ず入れるという、赤い蜘蛛くものマークは覚えている。

　後はお察しの通りだ。隊長の手記を読めば、粗方の予想はついていると思う。奴隷というのとは多少違うかもしれないが、見世物のような扱いは受けていた。

　僕は、「影のドラゴン」と呼ばれている。

　もう少し詳細を話すと、影のように障害物をすりぬけたり、または自分が持ち上げられる程度のものであれば、物体を自由に移動させたりする事も出来る。

　この能力から考えるに、僕の主の願いは都合の良いスパイの人材や、密みつ輸ゆに使えるルート等が欲しかったのだろう。

　あの時の僕にはそんな事を考える余裕は無かったが、コイツらに能力を見せてはいけない、と直感的に思った。だから、生まれてからずっと口も開かずに、黙っていた。

　幸い、何かを主食とするドラゴンではなかったため、飲食の必要は無い。飯や水を与えられなくとも、生き長らえる事は出来た。

　その結果、思い通りにならない事を激怒した主に鞭むちで打たれたり、致ち命めい傷しょうとなる部分を避けて銃で撃たれたりした。主は、あらゆる手で口を開かせようとし、こちらに能力を使わせようとしてきた。その傷跡は今でも消える事はなく残っている。

　そこまでされて、何故反抗をしなかったのかというと。これも隊長が既に書き記しているが、──生まれたばかりのドラゴンは能力の制御が効かないのだ。

　この能力だと、暴走をすれば自分自身でさえ、どこへ飛ばされるのかわからない。地中にでも生き埋めになれば、隊長のような能力は持ち合わせてはいないので、普通に死ぬ。

　だから、完全に扱いきれるようになるまで。虎こ視し眈たん々たんと、その時を待っていた。余裕ぶっこいて笑いながらこちらを見ている奴らの首筋を、一瞬で喰い破ってやれるその時まで。

　生まれてから数年後。奴らの目が離れている隙に、能力の扱い方を、手当り次第に探った。そして、能力をもう完璧に扱えると確信した。

　一瞬だった。奴らが集まった時。まずは、能力を使って、拘束具や檻から素早く脱出する。その後、奴らが突然の事に硬直している間に、その足を掴み、地中へと引きずり込む。

　ただ、一度に引きずり込める数は限られている。その時は、同時に能力を使えるのは五人が限界だった。

　残りは、奴らの持っていた武器を利用した。扱い方は、毎日目の前で、わざわざ至近距離で披露してくれていたから良く知っていた。

　実際に扱うのは初めてだったが、こういった武器が上手く扱えないというのは、きっとそこに躊躇ためらいがあるからだと思う。

　狙いを定めて、引き金を引くだけ。もしくは、刃を貫くだけ等、至し極ごく単純なものばかりだ。それに、僕に躊躇いというものは存在しなかった。

　時間にすれば、三分未満だっただろう。あの時、僕の周りには数十人は立っていた。今、立ち上がっている人間は一人もいない。

　……人間は、いなかった。変わりに、僕の目の前には一人のドラゴンが立っていた。

　僕は、このギャング団以外の人間を見た事は無い。だが、奴らが別のドラゴンを取引に利用しようとしていた可能性はある。

　その時、何も伝えられずとも、直感でソイツがドラゴンである事を理解した。多分、ドラゴン同士、直感で理解出来るものがあるのだと思う。

　相手は、堅苦しい服を着て、その服以上に堅苦しい表情でこちらを見つめている。

　これが、僕と隊長との初めての出会いだった。

　今思い返すと、当時の自分に対してかなり憤りを覚えるのだが、隊長がこちらに足を踏み出した瞬間、僕は既に攻撃の体勢に入っていた。

　確かに銃弾は彼の心臓付近を貫いたし、ナイフが全身にいくつも突き刺さった。だが、あの人はこちらに歩み寄ってくるのを決して止めなかった。

　僕の近くまでたどり着いた時、初めにその大きさに驚いた。僕が幼いから、というのもあったが、隊長は背丈がかなりある。それ故に、威圧感もあったのだろう。

　その時、初めて恐怖を感じたのかもしれない。自分に掠り、傷つく事も躊躇わずに残っていたナイフを投げつけようとした。すると、あの人はナイフを自分に届くよりも先に、その大きな腕を盾に迫ってきて、刃を貫通させながら僕の目前へと来た。

「私は死ぬ事も無いから、何も思わなくて良い。君を傷つける気も無い」

　もう、僕の近くに武器となるものは無い。でも影で引きずり込める位置だ。

「私自身も、自分が死ぬ事に関しては特に思う事は無い。ただ、君のように私以外の者が死ぬというのは、私にとっては心苦しいものなのだ」

　……なのに、それが出来なかったのは、まだ僕自身の中に何かが残っていたからかもしれない。

「自分の身を削ってまで、恐れなくて良い。私はただ、こうして君の両手のひらを握るために来たんだ。ただ、それだけで良い」

　そう言って、僕の両手をとり、優しく握った。隊長の手はかなり大きく、その時の僕の両手は少しも見えないくらいに、完全に覆われた。

「私の主に教えて貰ったんだ。こうすれば、扱う言語が違えど、種族が違えど。相手が、こちらに対して壁を作っていたとしても。こうすれば、互いを共有する事が出来るのだとな」

　あの人は、そう言って柔らかい表情を浮かべた。

　その言葉を聞いて、僕は震えた。恐怖や敵意からではない。心の底から、溢れてくる何かによって身体は共鳴していた。僕はこの時、この人を神か何かだと認識したのかもしれない。いや、そう言われても違和感は無いと──




「……少し、誇こ張ちょうして書き過ぎてはいないか？」

「そうですか？」

　隊長のその言葉に、手を止めて聞き返す。特にそのような意図を入れてなかったと思うのだけど。

「私にはそんな記憶は無いぞ。確かにその台詞は言って、ブレットの手をとったが、そこまで聖人扱いされるような立ち振る舞いはしていないと思うが」

「僕からすればこんな感じだったのですが」

　そう伝えると、僕の言葉に隊長は首を捻った。この動作は、もしかして自分が忘れただけではないのか、と記憶をたどり直している動作だ。

「……私に心を開いてくれたのは、もう少し先だったよな？」

　確かに、これではこの時点でこの人の人柄に惚れて、ついて行ったようにも取れる。僕からすれば、この時既にこの人の持つ何かに惚れていはいたのだが。

「連れて帰ってから、しばらく経ってもなかなか口は開かないし、能力を使って他の子は寄せ付けないし。人間に対しては本気で殺しに掛かっていたような気がするぞ」

「隊長には心開いてましたよ」

「ああ……他の面々に対しての壁が厚かっただけか。それでも話はなかなかしてくれなかったが」

「僕、口が固い方なので」

　……使い所を誤っている気もする。だが、実際には隊長に対してだけは、ここに来た当初から特別な目で見ていた事に変わりは無い。

　あの時の僕は、感情表現の仕方が下手だっただけなのだ。

「しかし、ここまで書いてしまうと、もう特に書く事はありませんね」

「もう無いのか？」

「あの傲慢なクソ詐欺師への批判を書けと言われればまだ数ページ埋まりそうですが」

　隊長への問いに答えると、隊長はしばらく黙った。

　その合間に鳥のさえずりが聞こえて、その声が鳴き止むと共に、再び隊長が口を開く。

「いや、止めておこう」




「あれ、ニール様にブレット様っ！　何をされているのですか！」

　しばらくゆったりとした時間が流れていたが、突然、明るく跳ねた声が後方から聞こえてきた。

　振り返ると、金髪を独特な形に二つに括った、少々たれ気味なサファイア色の瞳が印象的なドラゴンがこちらを見ていた。

　彼女の名前は、アイリス。今はまだ警騎隊見習いだが、その能力はなかなか便利で、役に立つものだ。隊内で新しい部隊を作ろうと話も出ていて、その部隊を彼女に一任しよう、という話も出ている。

「あっ！　わかりました！　書類の整理……いえ、机の上にのっているのは書類の用紙ではないですし、そもそもこの時期は書類の整理はほぼほぼ終わっているのでは……ああっ！」

　アイリスの悲鳴と共に、小さな地鳴りが響く。何もない所で、どうやって転んだのかわからないが、アイリスが床に蹲うずくまっていた。

　……どうにもアイリスは慌てやすいのか、それとも考えなしが過ぎるのか、こうした一面が目立つのが勿体ない。

　隊長がなかなか新部隊結成に踏み切れないのも、彼女のこういった一面が心配だからなのだろう。宙に舞う書物やホコリを眺めながら、僕はそう思った。

「……大丈夫か、アイリス」

　少し屈み込む姿勢になって、隊長がアイリスへと手を伸ばす。アイリスは照れ臭そうな、恥ずかしそうな表情をしながらその手をとった。

「あれ……それって、書類じゃないですよね？　何ですか？」

「これは……何でしたっけ。ドラゴンの……伝記？」

　良く考えれば、伝記とは違うものなのではないのか？　そういった議論が、僕の脳内で段々と大きくなり始めた。伝記とは、その人の一生を綴ったものではなかったか。

「多分？」

　そう称した隊長自身でさえ、この言いようだった。まあ、それはそこまで重要な事柄でもないか。

「へぇ！　私もこの伝記？　書いてみたいですっ！」

　アイリスは興味深々に、ページを捲ってみている。

「ああ……僕はもう書く事は無いし。どうでしょう、隊長」

「ページが埋まれば、情報も貯まる。良いと思うぞ」

　隊長の返事を聞いて、椅子から腰を上げる。

　アイリスはいそいそと空いた椅子に腰掛けると、ペンをとった。




　　　　　＊




　私の名前は、アイリス・アッシュベリーですっ！　えーっと……私の主は、フランツというおじいちゃんでした。普通のおじいちゃんです！　あ、もう死んでます。

　私の能力は、目の前にあるもの、何でも！　分析する事が出来る能力です！　私の主のおじいちゃんが、わからない事はとことん調べて知りたがるようなお人でしたので、この能力を授かったのでしょうか？

　そうですね……もうほとんどの事はニール様とブレット様は書いてると思うんですけど。えーっと……あっ！　そうだ！　私は、女性型のドラゴンです。着ている警騎隊制服も、女性用のものです！

　女性の警騎隊、というのは珍しいみたいです。とは言っても、人間の警騎隊隊員の話ですが。ドラゴンは、その個体によりますが、大体は人より身体は丈夫ですし、男女で身体能力の差はあまりありません。

　人間の隊員もいる事にはいますが、たしか「前より減った」と聞いた気もします。理由は、ドラゴンの隊員が増えたからでしょうか。

　ドラゴンの保護自体は、ニール様が隊長になられる前から行われていたみたいです。前の隊長は、女性の人間でしたでしょうか？　私は、まだ生まれて数年ですので、会った事はありませんが。

　前隊長の時代、ドラゴンの保護は警騎隊のメインの活動ではなかったようです。

　ニール様が隊長になられてから、積極的に保護活動が行われるようにになり、保護されるドラゴンの数は倍増したらしいです。その保護されたドラゴンのうち半分程は、人間によってトラウマや傷を負わされたドラゴンでした。

　こんなドラゴンが警騎隊の隊員に入れば、それはもう、空気がギスギスです！　明らかに示される嫌悪感に、人間隊員も愛想を尽かし、何人かは辞めていってしまいました。仕方の無い事ですね。

　前の隊長は、こうなる事を予測していて、保護には余り目を向けていなかったのかもしれない、とニール様は仰っていました。当人は既にこの世にはいらっしゃらないので、その答えは見つけられなかったようですが。

　あっ、私は別に人間を恨んだりはしていません！　別に、襲われた訳でもありませんから。主のおじいちゃんが死んだのも、寿命でしたし。

　こういうの、イレギュラーというやつでしょうか？　あれ、違います？

　だから、私は人間にはいい人がいるんだって事も知っています。ニール様にも、「アイリスのようなドラゴンが増えると良いんだがな」という有難いお言葉を頂きました。ふふふ！　羨ましいでしょう。




「それは誰に自慢しているんだ？」

「やだなぁ、今この伝記を読んでいる人達にですよ」

　私の言葉に、ブレット様は苦笑されました。

「……僕達以外に誰が読んでいると？」

「それは……シークレットですっ！　続き、書かせて頂きますっ！」




　だから、私が人間を嫌いになった事はありません。ニール様が目標とされている、人間とドラゴンの共存についても賛成派ですっ！　ニール様ってやっぱり素晴らしい！

　警騎隊で保護されているドラゴンの子供の多くは、ニール様を尊敬されています。仕事以外の時は遊んでくれたり、プレゼントをくれたりもしますし。

　副隊長のブレット様も、強く、かっこいいです！　ただ、ブレット様は突然床や壁から生えてきたりするので、子供達の中ではちょっとしたホラー的存在として認識されています。




「……それじゃあ僕がキノコか何かみたいじゃないか」

　私の文章を目で追いながら、ブレット様が横から口を挟んできました。

「キノコは怖がられたりしませんよ！」

「いや、そういう意味ではなく……」

　ブレット様が何かを言いたそうにした所で、ニール様も顔を覗かせてきます。

「ブレット、さすがに隊の宿舎では能力を使いっ放しにしておかなくても良いのではないか？　お前も疲れるだろうし、子供達も怯えさせる。良い事は無いだろう」

　ニール様のそのお言葉に、ブレット様は困った表情をされました。肩を竦めて、その言葉に対して口を開きます。

「癖、のようなものです。ずっとこれでしたし。あと、障害物をすり抜けるというのは、急ぎの用事とかではなかなか便利なので」

「なるほどな」

　今の説明で納得されたのでしょうか？　やはり、お二人には言葉にせずとも伝わる程の信頼感があるのでしょうか。私、そういうの、憧れます！

「もう書かなくて良いのか？」

　ニール様から、そう問われました。腕組をして、頭を捻ってみましたが、これ以上は特にありません。

「そうだ！　私の、ニール様とブレット様に対する、尊敬の念を書き記すというのは如何いかがでしょう！　そうすれば、数十ページは埋まりますよ！」

　ニール様からの問いに答えますと、しばらく沈黙が流れます。

　その合間に子供達のはしゃぐ声が窓の外から聞こえてきて、その声が遠のくと共に、ニール様は再び口を開かれました。

「いや、止めておこう」




　　　　　＊




　……今日は仕事が無い日だったのだが、他の日と変わらず賑やかな一日だった。

　かつてブレットに副隊長を任せると言った時はとても驚いていたし、止めた方が良いのでは、なんて謙けん遜そんもしていたが、今では立派にその任務をこなしてくれている。

　アイリスも、見習いであるとはいえなかなか頼り甲斐がある。強いて言えば、少々、本人の性格や行動に難がある、といった程度か。

　書き込まれたノート用紙のページを捲ってみる。手記を読んでもわかるように、同じドラゴンでも考え方は個体によって違うし、もちろん感情だってある。

　何故、神は此処まで私達を人に似せて作ったのだろうか？

　その答えが明かされる頃には、私は生きていないかもしれないが。

「あっ！　ニール様、今しんみりとした事考えていらっしゃいますねっ！」

　アイリスがココアを啜りながら、私に言った。淹れたてで熱かったのだろう、何度が舌を出し入れして、しかめっ面をしながら、さらに質問を続ける。

「ニール様は、もし生まれ変わりがあるとして、次は人間として生まれたいですか？　それとも、もう一度ドラゴン？」

「虫とか動物とか、そういうのは候補に入らないのか」

　ブレットの鋭い突込みが入る。確かに、生まれ変わりがあるとして、万の生命の中でその二択を強いられる可能性は低いのではないだろうか。

「そうだな……」

　なんと答えるべきなのだろうか。百年以上は生きているが、その答えを明確に出来る決定的な経験というものはしていない。

　しばらく考えた所で、ひとつの答えが浮遊してくる。

「そんな二択を迫られた時、どちらかの答えに偏らないような。私の命が尽きるまでには、そんな世界にしておきたいとは思うな」

　曖昧な答えで、質問の答えにはなってはいないかもしれないが。アイリスは、感動したようだ。目を輝かせて、私に羨望の眼差しを向ける。

「流石ニール様！　わたしには到底行き着かない答えを導かれました！　私はその広い視野を大変羨ましく思います！　ニール様、万歳！」

「隊長は本当に素晴らしい方ですね」

　アイリスの賞賛の声に、ブレットも静かに便乗してくる。どうにも、この子達のこの態度は、一度見直してみる必要があるかもしれない。

「きゃあっ！」

「アイリス、また積み上げておいた書物を倒したな！　先程積み上げ直したばかりだというのに……」

　アイリスは自分のお尻を撫でながら、弱々しくブレッドに謝罪する。

　……こうして自由に生きていてくれた方が、日常というものは刺激的になるのかもしれないな。ならば、このままでも構わないだろう。

　私はコーヒーカップを手に取り、一口だけ啜った。




　　　　　＊




　……お、見えてます？　見えてますね！　見えていなくとも、その体ていで話を進めさせて頂きますね！　どうも、アイリスです！

　あれから月日も経ち、私は警騎隊特別調査部隊、という隊を任される事になりました。

　調査部隊は主に、戦闘の必要が無い事件の調査や解決を目的とする部隊です！　私の能力が、フルに活躍させる事が出来るのですよ。

　兎にも角にも、この自分達の伝記？　これ……伝記なのですかね？　手記というのでは？

　まあ良いです。書き記す事が、警騎隊にいるドラゴン達のちょっとしたブームになりました。ほぼ日記帳みたいになってますけどね！
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　そんな事がありまして、このノートももう十冊目を超えました。初めてニール様やブレット様と初代のノートを埋めていた時、まさかこんなに続くとは思いませんでしたね。

　私、ちょっとしんみりしてきちゃいました。終わった時間は戻りません！　未来に目を向けなければ！　あ、これはブレット様のお言葉です。

　私ももうすぐ生まれてから十年目です。書き忘れてましたが、ドラゴンは何歳、ではなく何年目、で年齢を表します！

　これは、ドラゴンの外見と実際に過ごした年月が比例しない事に由来します。たとえば、ニール様の見た目は人間で言う三十歳程度のオジサマですが、その姿で百歳を超えている、なんて言われればびっくりしちゃいますよね？

　ドラゴン相手なら大丈夫ですが、人間だと違います。この何年目、という言い方に変えたら、自分達の年の数え方と異なっているからか、あまり驚かれたりはしなくなったらしいです。

　でも、驚かれて問題ってあるのですかね？　ショックで死んじゃうとかでしょうか？

　おっ、第一ページ目もなかなか埋まってきましたね。

　ここ最近は色々と忙しくて、書き込みが疎かになっていましたので、今纏めて書く事にします！　日付や時間、内容は曖昧なので多少間違いはあるかもしれませんが、それもまたご愛嬌、との事で許して下さい。




【◇月△日】

　今日もお仕事です。今回は、殺人事件との事で特別調査部隊の方からも数人、付き添いでニール様達に同行しました。

　なんと、この街では週に数人もの死人が出ているようで、それが既に一カ月ほど続いているようです。凶悪な殺人犯に違いありません！

　兎も角、現場へと辿り着きます。部屋の中はぐちゃぐちゃになっていて、テーブルの上はグラスが倒れていたりと大だい惨さん事じでした。

　被害者のお知り合いの方へ軽く挨拶をしていました所、ニール様がある事に気がつきます。

「……このグラスに注がれていた液体が怪しいな」

　そう言って、僅かに残った液体を口に含みました……えっ？

「これは……毒だな！」

　バタン！　そう言われると同時に、ニール様の大きな体は傾いていました。なるほど……致ち死し性の毒！　それに、即効性のある毒！

「隊長！」

　被害者のお知り合いの方や、ブレット様含めた隊員も慌て始めます。もう、しっちゃかめっちゃかです。

「こうなる事を避けるためにアイリス達を同行させているのに、何をやっているんですか！」

　ブレット様が既に息をしていないニール様に言葉を浴びせます。いや、まあ生き返るのですが。その説明を、私から被害者のお知り合いの方へさせて頂きました。

　ニール様は、おっちょこちょいですね！




【◇月○日】

　ブレット様の髪が伸びました。いえ、そんな急に伸びるものではないのですけど、ブレット様に問い掛けてみたんです。

「ブレット様って、髪を伸ばしているのですか？」

　前は肩に掛かる程度の長さでしたが、今ではもう腰くらいまで長くなっています。後ろで一括りにされていますね。

　女性型の私から見ても、端麗なお顔立ちだと思いますので、とっても良く似合っています！　あ、個人的な感想が出ちゃいました。

「勲くん章しょうみたいなものだよ。髪が切れないというのは、敵からの攻撃を受けなかったという事だ。剣っていうのは、切れ味抜群だからな」

　背中の傷は剣士の恥、みたいなものでしょうか？　ブレット様は、剣士ではありませんが。しかし、なるほど。確かに風格というものを感じます。

　この時は納得していましたが、今考えるとちょっと色々と思う所はあります。

　まず、戦いにおいてブレット様に近付ける輩なんてのはごく少数ですし。そもそも、近付いたら影の能力で引きずり込まれますし。

　そうだ、私の髪の毛も長いのですが、これは生まれつきでした。髪の毛の成長スピードも、ドラゴンによって個体差があるのでしょうか？

　でも、髪の毛は長い方が色々な髪型に出来て楽しいですよね。

　……ブレット様もこの先、二つ結びにしたりに括ったり、三つ編みにしたりする事はあるのでしょうか？




【◇月□日】

　今日は、フェイストレーニング？　なんだか、違う気もしますが。出動も無く平和な一日でしたので、そんな事をしていました。

　私、アイリスは色々なものを分析する能力を持っている、と言う事は前に書きましたが、覚えていますか？

　もう、ノート数十冊も前の、初代に書いたものなので、このノートから見始めた！　なんて人は知らないかもしれませんが。

　いえ、このノートを見ていると言う事は関係者か、もしくは別の世界軸の人だろうとお見受けしますので、知っているという体で進めさせて頂きますが！

　この分析の能力を使う時、なんと私は威い嚇かくする猫のような顔になります！

　えっ？　意味がわからない、ですって？　私にも意味がわかりませんよ！　憤ふん怒ぬです、憤怒！　ふんぬーっ！

　これは、とある詐欺師さんにこう表現されたんです。まったく、レディに向かって酷いたとえですよねっ！　もう！

　でも、この話を同じ調査部隊のお仲間や、他の方にもお話した所、

「たしかに似てる……」

　と、誠に遺い憾かんな調査結果が出てしまいましたので、このような事をしているのです。

　で、鏡の前でその顔をしていたのですが。これがまたなかなか難しい。

　まず、能力を発動している時というのが、かなり力んでいるので。それはもう、日常生活ではありえないくらいに顔全体が力んでいます。

　ここで本当に能力を使ってしまうと、目の前の何の変哲もない鏡について分析してしまうだけですし、そもそも顔がどうだったかどうか気にする事が出来なくなってしまいますから、実際に使う事は出来ません。

　そこで、出来る範囲でそれっぽく力んだりしてみたのですが、上手くいきませんでした。

　しかも、どうやら他の隊員に見られていたらしく、しばらく〝調査部隊のアイリス隊長が鏡の前で何やら自分と戦っていた〟なんて噂も流れてしまいました。

　今度からは、自分の部屋でこっそりやろうと思います。




【◇月×日】

　今日、仕事先でエフィーナさんに再会しました！　あの気に食わない詐欺師さんも一緒でしたが。ぐぬぬ。

　また、身長の方も大きくなられたようで。もう百センチは超えたでしょうか？　将来が楽しみですね！

　なんだか、前にお二人に会った時よりもお互いの信頼感というか、距離感が急接近しているような気がしました。

　前に会ったのはゴールドタウンでしたっけ。あの事件は、大変でしたねぇ……もう、すごかったんですよ！　書くと長くなるので割愛しますが。

　お二人は、また色々な情報を収集されるために街を訪れていたそうです。詐欺師はやめないのですか？　と詐欺師さんに質問してみた所、

「俺が詐欺師やめたらエフィが飢え死にするぞ」

　との事でした。詐欺師以外で嘘と出くわす場面って、そんなにないのでしょうか？

　そもそも、詐欺師さんが嘘を吐けば良いのでは？　と、疑問に思っていた所、

「テオはね、もうエフィの前では嘘吐かないって約束したの。私、テオの嘘は元々見抜けなかったし。でも、良いでしょ？」

　と、エフィーナさんから無邪気な笑顔を頂きました。その後、詐欺師さんからゲンコツを貰っていましたが。

「人の前でその呼び方をするな、アホ」

　どうやら、この街でも偽名を使っているようです。

　その後、エフィーナさんも頭を押さえながら詐欺師さんと言い合いになっていましたが、とりあえず仲がよろしいようで安心しました。

「「良くない！」」

　お二人同時に否定されましたが、私にはすべてお見通しですよ。ふふふ。




　……と、まぁ大きな出来事はこんな感じでしょうか。ふぅ、忘れる前に書き留めておけて良かったです。

　最近では、隊で保護しているドラゴンの子供達も伝記を書いているので、ノート一冊埋まるのがとても早いのです。なかなか自由ですね！

　おっと、通信が入りました。またお仕事でしょうか？　今日も一日、頑張りますよっ！

　また、何か面白い話がありましたら書いておきますね！




　ぱたり。





あとがき




　嘘じゃない。今ここであとがきを書いているという事は、嘘じゃないのですね。

　という訳で、「LiEat（ライート）」小説化でございます。まさか製作したゲーム二作目まで小説化されるとは、なんとも不思議な気持ちです。また全部ですか？　と尋ねたら全部お願いします！（要約）と担当さんに言われたので、今回も執筆、挿絵を担当しました。




　さて、「LiEat」というタイトルですが、Lie（嘘）とEat（食べる）を組み合わせた造語です。そのままな上にほぼ親父ギャグです。自分の作品にはこのような親父ギャグ遊びがところどころ入ります。元々推理系のゲームにしたくて、嘘ではなく謎を食べるドラゴンでしたがこのタイトルにしたいが故に現在の形に落ち着きました。結局推理ゲームでもなくなりましたが、その無念は三作目のゲームで晴らしています。

　前作「Alice mare（アリスメア）」ではゲームで描ききれなかった部分も補完、綺麗に完結させるという事を目的として執筆をしましたが、ライートはアリスの時の反省点を生かしてゲームで綺麗に完結させようと製作し、結果こっちは綺麗にまとまりましたね！　とご感想を頂けてたので小説化のお話をチラっと頂いた時に何を書けば良いんだ……と頭を抱えました。

　折角こんなにもページ数を頂けるのだから、同じ話を繰り返してもな……ゲームをやっている人には新鮮味もないだろうな、と考えてしまう性格なので。

　その結果、エフィの生まれたてのイベントをゲームでは削った事を思い出し、じゃあその辺を描きつつ話を作ろう、という結果にまとまりました。

　ゲームにはない新作の話、という事で別の壁にぶつかります。自分が話を作る時は、序盤と結末だけ決めてその中間は行き当たりばったりで決める、といった手法で作るので、最初に提出するプロットですべて明確にしなくてはいけない、という壁にぶつかりました。

　ところで今回、初めて担当様と実際に対面しての打ち合わせを行ったのですが、この際にも「行き当たりばったりなんですか？」と驚かれてしまいました。その通りです。

　ライート４作らないんですか？　と言われて、無理ですと答えてた理由もここにあります。あの結末までしか考えてなかったので、〝作らない〟のではなく〝作れない〟だけです。多分、今作ったら盛大にキャラ崩壊をやらかしそうです。

　そんなこんなで、小説でも名前を間違えそうになったり、幾度か崩壊させそうになり、「あれこれページ数足りない？」ともなりながら、担当様の力も借りつつ（むしろ担当様の方が設定を覚えてました）、紆余曲折を経て、なんとか今回もこうして清々しい気持ちであとがきに臨めております。




　ライートは効果音以外出来る限り自分で素材を作ろう、とマップからシナリオ、さらには作曲にまで手を出すという暴挙に出た作品でした。本当に「アホか自分？」と思いましたが、完結できて良かったです。




　ちらり、と三作目の話も出しましたが、「1bitHeart」というゲームも実は配信しております。こちらは作品内で一部ボイスが実装されておりまして、約五十名のボイスコさんにご協力を頂いた、個人的に今までのゲーム製作で一番大きな企画となっています。よかったらこちらも触れてみて下さると嬉しいです。

　重ねて、各方面へ感謝とお礼申し上げます。またこのような機会を頂けたのは、ひとえに皆様のお陰です。小説で初めてお手に取られたという方も、もしよければこのお話の後に続くゲームにも触れてみて頂けると大変嬉しいです。ありがとうございました。





△○□×（みわしいば）　







LiEatとは

△○□×（みわしいば）が２０１４年に発表したフリーＲＰＧゲーム。三部作で構成されており、１話につき１時間ほどでプレイできるストーリーとなっている。ソフトウェアＤＬサイト「Vector」「ふりーむ！」での配信直後からネット上で話題を呼び、数日後には翻訳版も登場。日本だけでなく海外のユーザーからも注目を集めていった。同年に行われた『ニコニコ自作ゲームフェス４』においては、ＰＨＰ－ＣＯＭＩＸ賞とファミ通.com賞を獲得した。

作品ＵＲＬ：http://lieat.ifdef.jp/
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●著・イラスト：△○□×（みわしいば）

イラストレーター、ＰＶ制作者。ＶＯＣＡＬＯＩＤにちなんだイラストや動画の制作に携わるほか、ゲーム制作も手掛けるマルチクリエイター。２０１３年に自身初の自作フリーホラーゲーム『Alice mare（アリスメア）』を公開。２０１５年１月には同作を原作とした小説において自ら執筆とイラストを担当し、小説家デビューを果たした。２０１４年にフリーゲーム『LiEat』シリーズを公開し、本小説版においても執筆とイラストを手掛けている。





LiEatライート

嘘喰いドラゴンと忘ぼう却きゃく色いろの歌姫
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